
日 脚 遺 跡

日脚住宅団地予定地内発掘調査報告書

1985年 3月

一

一

．．

■
「

―

ｌ

ｒｗ卜
上



日 脚 遺 跡

日脚住宅団地予定地内発掘調査報告書

1985年 3月

島 根 県 教 育 委 員



序

島根県教育委員会は島根県住宅供給公社からの委託を受け、昭和58年度

と59年度において浜田市 日脚町に計画された住宅団地予定地の発掘調査を

行 ってまいりました。

その結果、縄文時代早期の遺構、古墳、須恵器窯跡、中近世の遺構など

が検出されました。特に、縄文時代早期の集石遺構は島根県内では初めて

の調査例であります。また、須恵器窯跡は古式須恵器を焼いた窯であるこ

とが判明 し、当地方の歴史についての貴重な資料を得ることができました。

本書は、発掘調査の記録をまとめたものでありますが、広 く各方面にお

いてご活用いただき、多少なりとも埋蔵文化財に対する理解に役立つこと

ができれば幸いであります。

なお、発掘調査にあたり島根県住宅供給公社をはじめ地元浜田市教育委

員会など各方面か ら暖かいご理解、ご協力を賜 りましたことに対 して心か

ら感謝申 し上げる次第であります。

昭和60年 3月

島根県教育委員会

教育長 栗 栖 理 知
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I調 査 に い た る 経 緯

昭和55年 12月 18日 に開催された島根県土地利用調整会議に、島根県住宅供給公社 (以下、公社と

する。)か ら仮称「大久保住宅団地」 (浜田市日脚町地内)造成計画が提出された。開発面積は約

855ヘ クタールにおよぶもので、計画地内に狐塚古墳 (島根県遺跡目録、通番号 2609)が存在すると

考えられたため、浜田市教育委員会が確認のための現地踏査を行った。踏査の結果、墳丘はすでに

消失 しているが、石室を構成 していたと考えられる石材の存在が確認され、石室の基部は現存 して

いるものと考えられた。その後、狐塚古墳以外にも遺跡が存在する可能性が大きいと判断した島根

県教育委員会似 下、県教委 とする。)は公社と協議のうえ、昭和57年度に再度計画地内の遺跡分布調査

を行 ったところ、狐塚古墳周辺の畑地で大規模な遺跡が存在することを確認した。立木密生の部分

もかなりあり、詳細は不明であったが、ほかに地形的に古墳、砦跡として考えられる地点があった。

公社は昭和58年度中に造成工事を発注する予定であったことから、度重なる協議を行い、急きょ

昭和58年度事業として県教委が発掘調査を行 うことになった。

現地での発掘調査は昭和58年 6月 から昭和59年 4月 の間で行った。発掘調査は対象区に詳細不明

の地点も含まれていたので、各調査区で部分発掘を実施 して全体の状況を把握 した後に、必要個所

は全面発掘を行うという方針のもとで行った。昭和59年度に先送りした部分を除いた調査区の部分

調査を行った結果、当初予定 していたⅡ区およびⅣ区は遺構が存在 しないことが判明 した。 I区

の東側に須恵器を焼いた窯跡の存在が明らかになったため、当初の計画を変更 して調査を行った。

昭和59年度に送った部分では、 I区の南側に新 しく発見 した古墳が存在する丘陵の調査を追加する

ことになった。

発掘調査によって得 られた資料についての詳細は以下報告するが、古 くは縄文時代早期から新 し

いところでは中、近世に至る時代の遺物、遺構が検出された。中でも古い時期の須恵器を焼いた窯

跡の検出はこれまでに例がなく、今後の調査研究に役立つものと考えられ、造成工事で消失するの

が惜 しまれたため、公社および県土木部建築課と度重なる協議を行つて、盛土中ではあるが、将来

破壊 しないように保存することとなった。

なお、今回の調査は調査期間の後半頃から造成工事と並行することになったが、事故 もなく順調

に現場調査を終えることができたのは、公社、造成工事業者および地元の各関係者の協力があった

からである。記 して謝意を表する。
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Ⅱ 位 置 と 歴 史 的 環 境

本遺跡の所在する地籍は、浜田市日脚町大久保他の畑地、山林である。ここは周布平野の北東に

位置し、ちょうど日脚八幡宮裏手の丘陵にあたる。 この丘陵は、塚ケ原山 (標高 185η )の 北側に

伸びる一連の丘陵から沖積地に突き出た標高20れ あまりの比較的なだらかな丘陵地で、この付近は

多数の谷が入 り込み、複雑な地形をな している。丘陵の北側には日脚地区の民家が建ち並び、西方

の眼下には周布平野が広がり、背面に大麻山 (標高 599η )がそびえ立つ。また、晴天の日には遠

く山口県の高山を眺望することのできる景勝地である。

本遺跡の眼前に広がる周布平野は、中国山地に源を発する周布川によって形成され、塚ケ原山、

米ケ辻山を頂点として北側に伸びる丘陵と日本海に突き出た津摩地区の丘陵地帯にはさまれている

ため、沖積平野としてはさほど広 くない。 しかし、平野が少ない石見地方においては比較的大きな

沖積地で、その周辺には当地方の代表的な前方後円墳である周布古墳をはじめ、多 くの遺跡が古 く

から知 られている。次に、代表的な遺跡についてその概要をのべることにする。

鰐石遺跡

周布川の川口に近い沖積微高地に存在する弥生～奈良時代にかけての複合遺跡で、昭和58年に浜

田市教育委員会が主体 となり遺跡の一部について発掘調査を実施した。その結果、弥生～奈良時代

の遺物を含む黒色砂壌土の下層から32基 におよぶ土頻を検出した。これらの土壊は円形、楕円形、

隅丸長方形の平面形を呈 し、規模は長径が 4.Oη ～ 1,0術 と大小様々である。各土壊とも躾内に基

標と思われる拳大から人頭大の自然石を伴っていることから、これらの土躾は埋葬施設と考えられ

ている。土躾内から出土 した遺物には磨製石剣、磨製石鏃、石鎌、石斧、石のみ、石包丁、管玉、

土錘、黒曜石の剥片等の石器の他、弥生前期～中期にかけての特徴をもつ甕、壷、蓋の上器がある。

鰐石遺跡は出土遺物からみて北九州などとの関係が考えられ、弥生文化の伝播を考えるうえから

きわめて重要な遺跡で、県下における代表的な弥生前期の遺跡である。

周布古墳

山陰本線周布駅の西南約 500れの所に位置する前方後円墳である。ここは米ケ辻山から派生 して

北側に伸びる丘陵の先端近 くで、局布平野西側の丘陵上にあたる。墳丘は東側および前方部の先端

が民家によって削り取 られているが、現存長666れ 、後円部径35,Oη、 くびれ部の幅18,0印 、前方

部端の幅24.5れ を測る。高ざは後円部が約 5.7η 、前方部は 5.5印 あまりで、前方部のよく発達 し

た前方後円墳である。後円部は基庭部より2.0れの高さで段がめぐり、墳頂部には120れ ×10.5紐

の平面をもつ。墳丘の斜面には川原石を用いた葺石がよく残っており、円筒埴輪、形象埴輪の破片

が散布 している。

周布古墳は石見地方を代表する大形の前方後円墳で、国の史跡に指定されている。
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めんぐろ古墳

周布古墳の北側 100ηの所に存在していた県内では最も古い横穴式石室を内部主体にもつ古墳で

ある。昭和24年の田地拡張工事中に石室および遺物が発見されたが、石室はこの時破壊された。横

穴式石室は発見当時の見取図によると西側に開回している両袖形で、玄室は長さ40れ、幅 30～

35η あまりを測り、床面には礫を敷 く。壁は下方に長さ 15ηあまりの大きな石を据え、上方は

人頭大の石を用いて持ち送り式に積み上げていたものと思われる。また、玄室内には屍床仕切石と

考えられる板状の石が奥に向って一列に伸び、奥部には長さ 70 cll～ 80 clBの 六角柱の石が数本立っ

ていたという。 この柱状の石は石屋形状の施設に使われたものと考えられているが、壁に支柱をし

た横穴式石室が最近九州で発見されていることから、このような性格をもつものとも考えられる。

石室内から出土 している遺物としては鏡、水晶切子玉、鈴訓、三輪玉形金具、直刀、槍身残片、石

突、轡、馬鐸、鉄地金銅張円形金具、餃具残片、それに蓋堺、聴、提瓶、壺、有蓋高郭の蓋、短頸壺、

子持脚付壺などの須恵器がある。なお、国道 9号線バイパスエ事中に日脚遺跡出土遺物に類似する

円筒埴輪が出上 している。

埴輪を除いた遺物は現在、県立博物館で保管されており、県の有形文化財に指定されている。

日脚下浦遺跡

周布川川口に近い東岸の砂丘地に存在する遺跡で、掘削作業中に 2か所から須恵器等の遺物が発

見されている。このうち昭和25年に字台から出土 した須恵器は蓋郭 (蓋 )、 コップ形土器があり、蓋

邦は古式須恵器の特徴をもつものである。 これ らの土器に伴う遺構については詳細が明らかではな

いが、発見当時のメモ書きによると箱式石棺状の石囲いの中から出土 していることから、埋葬施設

と推定される。また、昭和26年に字御神幸地の地表下 1.5第 のところから掘り出された土器は有蓋

高郭、魅、蓋邦 (蓋)の須恵器および土師器の高郭がある。遺構については明らかでないが、有蓋高

琢が 3セ ット出土 していることから、やはり埋葬施設に関係するものと思われる。

沃田寺山古境

周布平野南側に突き出た舌状台地の先端部に存在 していた古墳で、昭和34年 に簡易水道の貯水地

造成中に発見されたが破壊された。埋葬施設についての詳細は不明であるが、出上 した遺物には蓋

郭、高郭、磁、提瓶などの須恵器があり、比較的まとまりをもつものである。 これらの須恵器は形

態的に山本清編年のⅢ oⅣ期の 2つ に分けることができる。

蔵地繁正宅後古墳

国鉄周布駅の北約 500紐の丘陵先端付近に築かれた箱式石棺を主体部にもつ古墳で、大半が破壊

され、わずかに石棺の一部が残っている。現存 している石棺は長さ 2.2η 、幅 09紐を測り、東側

の側壁および天丼石が失われている。石棺の壁は長さ 10れ、幅 0.7紐あまりの扁平な石を横方向

に立てて築造 している。出土遺物は明治時代に石棺内から大刀が出上 したらしいが、現存 していな

い。ただ、石棺の周辺から蓋琢、短頸壺など須恵器が採集されている。
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第 2図 周布平野周辺遺跡出土須恵器実測図 (1)
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22～32沃 田寺山古墳 33～ 41下浦遺跡 42～ 44蔵地宅後古墳

第 3図 周布平野周辺遺跡出土須恵器実測図 (2)

-6-

0             10cm



Ⅲ 調 査 の 概 要

調査対象地は面積が約63,000材 あまりの広範囲にわたる地域である。 ここは東西方向の丘陵から

南側の沖積地に向って数本の尾根が伸び、複雑な地形をなしている。これらの丘陵は石州瓦用の粘

土採取や、開墾などによって丘陵全体が人工的にかなり削平されているところである。現在はおも

に畑地として利用されているが、地山が粘質上であるため海岸から砂を搬び上げて稲作地としている。

調査はまず丘陵全体に磁北を基準として10a方眼のメッシュを組み、遺物が散布 していたA、 B

地区を中心に調査区を設定するとともに、各尾根に トレンチを入れて遺構の有無について確認を行

った。その結果、尾根上から古墳 6基、A調査区の東側にあたるC調査区から窯跡 1基、それにA、

B調査区から縄文早期の上娠、集石炉、奈良時代の掘立柱建物跡をそれぞれ検出した。 しか し、東

西丘陵の両端および南北丘陵の 5、 6号墳を除く尾根上からは遺構を検出することができなかった。

古墳は 5号墳を除き、横穴式石室を内部主体にもつもので、いずれも石室の根石がわずかに残っ

ている程度であったが、石室の床面に耳環、鉄鏃、直刀、須恵器などの副葬品が残っていた。なお、

6基の古墳の他、東西丘陵の東端にあたるD調査区およびA調査区の南側の尾根上から古墳の冨」葬

品と思われる遺物が出土 したことから、この地点にも古墳が存在 していた可能性が強 く、本来この

丘陵地には 8基 以上の古墳が築かれていたものと推定される。

C調査区で検出した窯跡は西向きの斜面中段に築かれた長さ9.9阿、最大幅 2.5ηラを測る 5世紀

末～ 6世紀初頭の登り窯で、石見地方の須恵器生産の開始を考えるうえにきわめて重要な発見であ

った。当地方では今まで 6世紀末～ 7世紀にかけての須恵器窯跡が益田市で見つかっており、須恵

器の生産は出雲地方より遅れて出現するものと考えられていただけに、再検討が必要となってきた。

また、 C調査区の谷の地域から、二次堆積された 6世紀後半代の須恵器片、円筒埴輪片、それに窯

壁片がコンテナ 300箱あまり出上 し、益田地方に窯が出現するまでの 5世紀末～ 6世紀後半にわた

り、同丘陵地で須恵器、埴輪の生産が行われていたことがわかった。 このように、日脚遺跡から出

土 した須恵器は窯跡関係が 5世紀末～ 6世紀初頭、古墳から出土 したものが 6世紀～ 7世紀代、そ

れに掘立柱建物跡に伴う奈良～平安時代のものまで、 5世紀末～ 9世紀にわたる須恵器が出上 して

おり、石見地方の須恵器編年を考えるうえにきわめて貴重な資料となった。

Aお よびB調査区で検出された縄文早期の遺構 として集石炉 1基、土竣 6基がある。これらの

遺構は石見地方において初めての発見であり、土器、石器も豊富なことから、当地方の縄文早期の

様相を知るうえで貴重な資料となった。

このように、今回実施した日脚遺跡の発掘調査では縄文早期の遺構および古墳時代の窯跡、古墳

を検出した。これらの資料は今まで明らかでなかった石見地方の古代を考えるうえに重要な手掛かり

を与えるものとして注目される。

-7-
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1.調 査 の 結 果

(1)第 1号 墳

B調査区西側斜面上 に築かれた横穴式石室を内部主体にもつ径 10η 程度の円墳である。ほと

んどが破壊されていたが、石室の掘り方および奥壁の根石 1個が残っていたため、かろうじて古墳

と判明 した。石室の掘り方は長さ4.6れ、幅 3.2ηを測る。掘 り方内の土層をみてみると、地山の

上に自褐色粘土層の床面があり、その上に褐色、黄褐色、淡褐色の粘土層がある。これら床面上の

土層が堆積する間に一次の石室破壊があったものと思われ、その後に奥壁根石等を抜き取った二次

の破壊を受け、さらに掘り方の東側および南側に最も新 しい撹乱を受けて、現在の状況になったも

のと考えられる。 したがって、掘り方内に現存 していた人頭大の石は原位置を保つものとは考えが

たい。ただ、掘り方の東側に長さ06れ、幅 0.3れ の根石を抜き取ったと思われる浅い落ち込みが

あり、これは位置から考えて玄室側壁の部分に当るものと推定される。また、原位置を動いていな

いと思われる奥壁の根石は幅 0.6η、高さ 1.2れ 、厚さ 0,7～ 0.4れ の比較的大きな石である。

これらのことから、石室は長さ3.5印 、輻 1.5阿 あまりのやや小規模な横穴式石室であったもの

と思われる。なお、石室の北西斜面上から1号墳の周溝と推定される幅 15η～ 0.7れ の浅い溝を

?           ,          19m

第 5図  第 1・ 2号墳調査前地形測量図

約 4.Oη にわたって検出した。

また、石室前方の斜面には人頭

大から拳大の石数十個が 2.8η ×

2.0れ の範囲内に集石 していた。

これらの石は浅 く凹んだ落ち込み

の上面から検出したもので、石の

周 りには須恵器片が粉砕されたよ

うな形で多量に散在 していた。こ

の集石は 1号墳を破壊 した時点で

掻き出されたものとも考えられる

が出土 した須恵器は他の古墳と比

べて高郭が多 く、新 しい時期の遺

物を含んでいない。また、集石下

の上層に撹乱された様子がないこ

と、さらに石室の石材としては石

が小さすぎることなどから、この

遺構は 1号墳に関係する墳墓祭iE

-9-
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第 6図 第 1・ 2号墳調査後地形測量図

にかかわるものと考え られ る。なお、 ここか ら出土 した須恵器の破片散布状態を検討 してみる

と、同一個体の破片が斜面の上下方向に散布 しているものが多 く、その場で粉砕 したと思われる土

器は 1点のみである。

出土遺物 (第 9図 ～第 11図 )

石室内から出土 した遺物には短頸壷、高郭の須恵器と耳環、鉄鏃、鉄釘がある。短頸壺(〕 は口縁

部がほぼ垂直に上り、日縁端部は丸 く、肩部はなだらかに下る。高郭は無蓋高郭の必部の破片12)と

脚部の破片13)が ある。耳環1521は保存状態が悪 く、縁青が吹き出しているが径 1,9帥あまるの金メッ

キされたものである。鉄鏃は10点あまり出土 している。いずれも保存状態が悪 く、鏃身の残ってい

-10-



―――ど

第T国 第 1号墳―・集石造構実剤図
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第 8図 集石遺構遺物出土状況図

る 6、 10は尖根式に属する。剣先に似た形態をもち、鏃身の断面は三角形を呈する。他に箆被部か

ら茎部にかけての破片 (4、 5、 7～ 9、 11、 12)がある。これらも尖根式と思われる。13の鉄

器は上部の先端が鍵形に屈曲し、下方になるにしたがって尖るもので鉄釘と考えられる。

集石遺構から検出した須恵器には蓋堺、平瓶、提瓶、高郭等がある。蓋郭の身はたちあがりの高

さから2つ に分けることができる。すなわち 15～ 18は若干外反気味に伸びる高さ 10帥あまりの

たちあがりをもつのに対 し、 19～ 20は 1,O cll以 下でやや低い。 これらの身は底部が平 らで、底体

σρ
沙
傍

＝

吐

ｆ

十

１
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第11図 第 1号墳出土遺物実測図 (3)
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―瑠28図 集石遺構土器出土状況図はη

部に回転ヘラ削りを施す。また、 15、 18、 22、 23の底部には板状工具によるナデの痕跡が残ってい

る。このナデは回転ヘ ラ削りの後に施 しているものと削りの前に行っているものの両方がある。蓋

は口縁部内側に内傾する平面をもつもの (24、 25)、 端部の丸いもの (26、 27、 30)が あり、前者

はたちあがりの高い身 とセットになるものと思われる。また、天丼部は丸みをもつもの (26)と や

や平 らなもの (24)がある。28、 29は短頸壺の蓋と思われる須恵器で、日縁部は内傾 して開き、天

井部は低 くて平 らである。35の 平瓶は回縁部がラッパ状に開き、体部は大きく内彎 し、体部下半に

回転ヘラ制りを施す。提瓶 (36)は やや外反気味に開く口縁部をもち、体部前面のふ くらみは大き

く、背面は平ら、体部側面肩にボタン状の貼り付けがある。31、 32の 日縁部片は平瓶ないし提瓶の

破片、34、 35は提瓶体部の破片と思われる。高郭は有蓋と無蓋の 2つ に大きく分けられる。有蓋高

郭 (37、 38)は ラッパ状によく開いた脚部をもち、郭底部にカキロ、脚部に沈線を施す。無蓋高郭

は日径が小さく、日縁部がやや外反気味に上るもの (39)、 平らな郭底部をもち、内彎気味に上る

もの (41、 44)、 口縁部がほぼ垂直に上り、脚部がやや低いもの (45)、 日径が大きく、内彎気味

に開き、低い脚部をもつもの (44、 46、 47)の 4つに細分できる。40は必上部が欠損 しているが、

脚部にスカシを有するものである。

なお、石室入口付近の耕作土中から耳環 2つ (53、 54)が出土 している。53は金メッキされた保

存状態の良いものである。
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確)第 2号 墳

1号墳の北東40.0れ に位置する横穴式石室を内部主体にもつ古墳である。 1号墳と同じ丘陵斜面

に築かれているが、石室の根石数個が残っている程度で、保存状態はあまり良 くなかった。石室の

掘り方は 26れ ×3.4ηを測 り、掘 り方内には側壁の根石 4個 と6か所の根石を抜き取った痕跡が

残っていた。これらの検出状態から、 2号墳の石室は主体部をほぼ南北に向けた、長さ30れ、幅

1、 0れを測る小規模な横穴式石室であったものと思われる。玄室の平面形は東壁が奥壁とほぼ直角

に接 して直線的に伸びるのに対 し、西壁は内彎気味に若千彎曲し、横幅が入口に向って除々に狭 く

なっている。現存する根石は長さ40伽～ 80 cll、 高さ40c12あ まりの扁平な石を横長に立てており、

本来、玄室側壁は東壁が 4個、西壁が 3個の根石によってそれぞれ構成されていたものと考えられ

る。床面は地山上に白色の粘土ブロックを含む黄褐色粘質土を詰めて築造 しており、遺物は床面か

ら検出した。なお、周溝を検出できなかったため、墳形および墳丘の規模等については明らかにで

きなかった。

出土遺物 (第32図 )

石室内から出上 した遺物には須恵器の

蓋郭、高郭、それに耳環、二叉状鉄器等

がある。蓋郭は時期の異なる 2つのタイ

プが出上 している。A類 (1～ 8)は内

傾するたちあがりをもつ身と口縁端部に

内傾する平面をもつ蓋である。身はさら

に全体の器形によって細分できる。すな

わち、 4は たちあがりおよび器高が高 く、

底体部はやや丸みをもっているのに対 し、

5は底部がやや平らで、器高が低い。さ

らに、 6は底が逆台形を呈し、たちあが

りは大きく内傾 して低い。 これらA類の

須恵器は石室入口付近でまとまって検出

しており、追葬時に掻き出された可能性

が強い。 B類は蓋につまみがつ く蓋孫婉

(9～ 15)で、いずれも玄室と思われる

石室内から出土 した。蓋 (9、 10)は 回

縁端部に短い返 りをもつもので、大小 2

つのタイプがある。一方、身は高台のつ

黒褐色±   12″鑑■

２
．
３
．
４

＆

黄褐色土

暗黄褐色土

暗黄褐色粘質土

黄褐色粘質土

=

悌

c282m

中 n料戦報難導軒球4

第 30図 第 2号墳石室実測図
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第31図 第 2号墳遺物出土状況図

くもの (15)と つかないものがあり、後者は小形で薄 く、底体部に回転ヘラ削りを施 している。な

お、石室入口付近で検出した20の 上器は高台の付 く坑であったが、きわめて保存状態が悪 く、図化

することができなかった。17の耳環は石室入口付近で検出したもので、直径 2.O clB、 厚さ 0 5 cPBを

測る。18は 石室奥部から出上 した直径 3.0銅、厚さ 0.6例あまりを測るやや大形品の耳環で、17、

18と も金メッキが施されている。19の鉄器は袋部から二叉状に分かれて伸びる全長 11.5伽 の用途不

明の鉄器である。袋部は曲げ合 わせたもので、内径が 3.O clnあ まりの円形を呈 し、先に向って徐々

に幅広 くなる。二叉状の突起は基部の厚み 1.5印 を測 り、先端は本来、尖っていたものと思われる。

また、側面から見ると二叉の部分は若干外反 しており、この鉄器は突き束1し て掬い上げるのに都合

の良い形態をもっている。

―
―
―
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日

昌

ｋ
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第32図 第 2号墳出土遺物実測図
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僧)A地 区・ 第 3号墳

調査区のほぼ中央部、二つの尾根にはさまれたゆるやかな谷状地形を呈す部分をA地区と呼んだ。

土層の堆積をみると (第34図)1・ 2層 は砂質土で、耕土、客土である。 3層は黒褐色粘質上で、

7世紀代の遺物を包含する。 4層は暗黄灰色粘質上で、火山灰が二次的に堆積した層と考えられ、

縄文時代早期の遺物を包含する。 5層以下は地山、および地山の風化上である。A地区では、時期

の異なる2面の遺構を検出した。すなわち、 4層暗黄色粘質土内より、縄文時代早期末葉と考えら

れる遺構、遺物群が 3層黒褐色土直下より7世紀代の遺構が検出された。一方、A地区の西側に隣

接する、なだらかな地形の突端にあたる地点より、 3号墳が検出された。

(a)4層 内検出の遺構と遺物

集石炉 (第36図) 4層 を数clv掘 り下げたところで石が集中して検出された。約 1れ四方にほぼ

拳大～人頭大の石が集中しており、特にやや大形の石は扁平で、上面を平らにそろえるようにおか

れていた。いずれも表面は焼けて赤黒く変色していた。集石の下方には、ピット等の施設は検出さ

土器石器集中範囲

第33図  A地区・ 第 3号墳周辺地形測量図

-24-
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凡 例
・ 黒曜石剥片・ 砕片 。その他
° 黒曜石石鏃
Δ 黒曜石石核X土器
。 安山岩剥片 。砕片 。その他
o 安山岩石鏃
▲ 安山岩石核
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ｄ
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●             .    ●  ‐       ●マ
    .  .  .   . ∫       .

ギ

立°
1層 黒色土 (表土)

2層 暗褐色粘砂土 (耕作土)

3層 黒褐色粘質土
4層 暗黄灰色粘質土
5層 明黄灰色粘質土

6層 茶褐色粘質土
7層 暗黄褐色粘質土
8層 黄褐色粘質土
9層 灰色土

9          1         2p

第34図  A地 区 4層 内石器土器 出土状況図・ 土層図
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れなかった。なお、集石上より半分を欠損 している

磨石が出土 している。また付近より縄文土器片、石

片が出土 している。 この集石炉の時期については、

4層 内からは時期的にまとまった縄文土器以外は出

土 していないため、ほば縄文時代早期末葉と考えら

れよう。

土器、石器出土状況 (第34図) およそ18窮 ×7

窮の範囲より、多数の縄文土器、石器が出土 し、そ

れらは全て出上位置を記録 して取りあげた。その分 220m

布状況をみると、極端な粗密の差はみられないが、

細か くみた場合、三か所により密に集中しているよ

うである。そこで、よりわかりやす くするため、全

域を10帥四方に区切って、各小区画ごとの出土量の

粗密を濃淡により表わ したのが第35図である。一部

試掘 トレンチで分断されてはいるが、明らかに三群
第36図 集石炉実測図

のまとまりがみられ、以下西側から順に I群～Ⅲ群と呼ぶ。 I群とⅡ群は、その密な部分がほぼ円

に近い形を呈す。一方、その垂直分布をみてみたい (第34図 )。 土器、石器群から南側にわずかに

ずれた縦断土層図に石器、土器分布を投影 してみると、 Ⅱ群とⅢ群は、あたかも5層 内へ落ち込む

ように分布 しているのがわかる。これ らの上器、石器群は全て 4層内より出土 しており、このこと

はШ群及び皿群部分では、 4層が 5層 内に落ち込むように堆積 していたことを示す。また、石器、

土器群を横切る横断土層図をみると、わずかながら4層 下面に浅い落ち込み状のものが認められる。

これらのことから考えて、平面的には全 く検出できなかったものの、A地区には縄文時代早期の竪

穴住居が存在 した可能性は大きいといえる。全 くの推定であるが、直径 4η程度の円形住居 2棟 と

やや規模の小さい住居 1棟が想定され、そのうち西端の住居には集石炉が伴っていた可能性が考え

られよう。

出土遺物

縄文土器 (第37図、第38図) 4層 内より石器、石片類とともに相当量の縄文土器片が出土 した。

これらの土器は、概 して分厚で、焼成が良 くないためか、周囲の土と同じくらいに軟らかいものが

多く残存状態は悪かった。これらの土器は大きく分けて縄文の施されたもの、条痕のあるものの二

種に分けられる。

1～■は縄文が施されたもので、縄文は概 して太 くて粗 く表裏縄文 (1～ 8)の ものや、外面の

み縄文を施したもの (9～ 11)も みられる。 1は波状口縁と考えられ日縁端部内側に刻目がみられ

る。また 2、 10は 内面に条痕がみられる。これらの土器片の厚さは 7～ 12翻だが10伽前後のものが

刀
軋
ド
上
―
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第38図  A地 区出土縄文土器実測図 (2)
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第37図  A地区出土縄文土器実測図(1)

多い。また植物繊維を含むものも多い。

一方条痕系の上器 (12～ 19)は、表裏条痕のものや、片面のみ条痕のものもあり、植物繊維を少

量含むものが多い。厚さは 7～ 10翻である。13は外面に柄子または斜柄子状に条痕を施 しており、

補修孔もみられる。

20～ 22は 、刺突を施 した土器である。20は外面条痕地に、 4段以上にわたって波状に刺突が施さ

れている。21は 、外面をナデたのち 2段以上の刺突が波状に施されていると考えられる。21、 22と

もに非常に分厚で12～ 15翻 をはかる。一方、22は 日縁部外面に隆帯を設け、その隆帯上及び下方に、

半我竹管状原体で刺突を入れたものである。

23、 24は 底部破片である。ともにやや上げ気味の平底で、24は非常に分厚である。23は底部に条

痕がみられる。

これ らの上器は、その諸特徴から考えていずれも、ほば縄文時代早期末葉に位置づけができよう。

類例を求めると、帝釈峡遺跡群の中の寄倉 11層 、観音堂第17層 、馬渡第 2層下層、豊松堂面第 9ぎ
I)

などの出土土器に対比できそうである。一方 これらの土器を出土地点別に分けてみると、興味深い

結果が出た。すなわち遺物集中地点 I群からは、縄文系 7点、条痕系 2点、Ⅱ、Ⅲ群からは縄文系

4点、条痕系 9点となる。明確に調整、文様のわかる破片が少ないため、明言はできないが、 I群

は縄文系中心、 H、 皿群は条痕系中心という傾向はつかめそうである。仮に I群～Ⅲ群それぞれが

住居跡等の遺構を反映 しているとすれば、それぞれの上器の差が時期差を表 している可能性も考え

られる。

石  器

A地区より出土 した石器、石片は1391点で、石材の種類は安山岩、黒曜石、水晶、チャート、砂

岩、泥質片岩等である。 しか し石斧材の砂岩、垂飾石材の泥質片岩を除 くと、安山岩の占める割合

が72%、 黒曜石27.5%で、この二種の石材が圧倒的である。また、安山岩、黒曜石の中でも、肉眼

２０

-31-



観察により数種に分類が可能である。

安山岩

A類 微密で断面が黒色を呈す。

B類 微密で良質であるが、不純物がやや含まれる。

C類 ややキメが粗 く、全体に風化が著 しい。

D類 キメが粗 く、棒状の不純物が含まれる。

E類 ややキメが粗 く、断面が黒灰色を呈す。

黒曜石

A類 淡黒で透明感のないもの。

B類 淡黒で縞状紋のみられるもの。

C類 透明感のあるもの。

これらは、あ くまで も肉眼観察であり、不正確では

あるが、産地等をある程度反映 している可能性もある。

石器観察表には石材の種類を記載 した。

石鏃 石鏃は、大きく3種に分類ができる。

A類 (第 41図 1～23)基 部が深 く快 られ、脚端及

び快入部は方形または円形を呈す。いわゆる鍬

形鏃である。快 りの深さ形状、脚端の形状、側

縁の形状などに若子のバラエティがある。

B類 (第42図24～第42図42) 基部に快りのある凹

基石鏃で、脚端は尖り気味である。快りの深さ

形状、側縁の形状などで細分が可能である。

C類 (第41図 44、 45) 全体の形がほば二等辺三角

形を呈す。平基石鏃である。

各類の比率をみると、A類が52%、 B類が43%で、

凹基石鏃が95%を占めることになる。とりわけA類が

半数以上を占めることは、「鍬形鏃」こ縄文早期とい

う通念と一致 している。

次に各類を、出土地点別にまとめてみると、

Itt A類 9点、 B類 4点

Ⅱ、Ⅲ群 A類 8点、 B類18点、 C類 1点

となる。明らかに両者は、型式組成が異っており、こ

れは、前記の上器のあり方とも一致 し、興味深い。

第39図  A地区出土石材

詳細は産地同定の結果を待ちたい。なお、

子の他05%

-32-

第40図 A地区出土石鏃型式別比率
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次に、石鉱の大きさをみてみたい。表

は、縦軸に長さ、横軸に幅をとって作成

した相関図である。 (破損 しているもの

については、全形が復元できるもののみ

をピックアップして表を作成 した。)長

さをみると 1 l clpか ら 3.3 cllま であり、

大小のバラエティがあるが、全体的にみ

て、A類、 B類ともにおよそ大、中、小

の三群に分かれるようである。特にA類

については、大小の幅が大きいといえる。

これ らの大小の差からみると、獲物の大

きさなどにより鏃の使い分けが行われて

いた可能性も十分に考えられよう。

一方、石鏃の欠損状況をみてみると、

まず完存品が45点中 6点 と、極めて少な

●A類 (安山岩)

▲A類 (黒曜岩)

。B類 (安山岩)

△B類 (黒曜岩)

1          2

A地区出土石鏃長幅相関図第43図
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いことがわかる。部位別に欠損の状況をみてみると、全形がわかるもの35点中13点が、先端部を欠

損 している。また、先端部に「つぶれ」がみられたり、先端部から強い衝撃を受けた結果割れ口に

樋状剥離が見られるもの (24)も あり、こうした事実は、これ らの石鏃が、実際に刺突具として使

用されたことを、如実に物語っているといえよう。一方、脚部を欠損 しているものが、35点中22点

にものばる。これは基部が深 く快り込まれたタイプが多いことに起因 していると考えられる。

楔形石器 (第44図46～54) 9点の楔形石器が出土 した。これらの楔形石器は次のような特徴が

ある。上下両方向からの数多 くの不規則な剥離面がみられ、上下両端には、しばしば「つぶれ」が

観察される。側面には上下方向からの大きな剥離面 (我断面)がみられることが多い。なお、52は

哉断面を打面にして、小形剥片を剥取 した形跡がある。

スクレーパー (第45図55～59) いずれも不定形の剰片の縁辺に調整を加え刃部を形成 したもの

である。55は黒曜石製がエンド、スクレイパー状の石器で、両側縁は切断 している可能性がある。

57、 59は、いずれも縦長の剥片を素材に、そ の二辺～三辺に調整加工を行っている。59は何瘤をそ

のまま残 している。

二次加工のある剥片 (第 45図 60～ 70) 不定形の剥片の一部に二次加工を行ったもので、いずれ

も機能を明確に推定 しえない。61～65は小形で石鏃等の加工中途品の可能性もある。68～70は 、い

ずれも一側線に樋状剥離がみ られる彫器状の石器だが、彫刀面に当たる部分に何ら使用痕跡はみ ら

れない。69は 基底部に調整がみられ、68、 70は側縁に刃こばれがみられる。

唸B磯 魯
金

47

51

時

Ｍ

砲
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第44図 A地 区出土石器実測図(3)(楔 形石器 )
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第47図  A地 区出上石器実測図(6)(石 核 )

第46図  A地 区出土石器実測図 (5)
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第佃図 A地区出土石器実測図(8)(石 核 )

石斧 (第46図71) 平面形はバチ形、横断面が扁平な長方形の石斧である。刃部は両面から打ち

欠いて形成 しており、上下両端ともに刃部として使用可能である。片面は磨いているが、反対面は

剥落 していて不明である。緑灰色を呈する砂岩製である。

磨石 (第46図72～74) いずれも河原石を利用 している。72は、両面および側面の平坦部を磨面

として使用 している。73は、集石炉上より出土 したもので、全面に火を受けている。片面を磨石と

して使用 し、上下両端は敲打痕がみられることから、叩き石としても使用されたと考えられる。74

は片面のみ使用 している。

石核 (第47図75～第49図89) 第47図 は黒曜石、第48、 49図 は安山岩である。剥片剥取方法をみ

贋
め

わ

ると、盤状剥片の縁辺より、打面を移動 しながら剥片を剥

取したタイプ (75、 81、 82な ど)打面を数ケ所に限定 して

剥片を剥取 したタイプ (78、 85、 87、 89な ど)に大別でき

る。結果的に残された残核は、前者は盤状で鋭い縁辺を持

ち、後者は塊状または多角柱状を呈す。いずれにしても取

られた剥片は不定形で、規則的な剥片剥離技術によるもの

ではない。

剥離された剥片の大きさをみると、いくつかの大きなま

とまりに分類できそうである。81、 82は取られた剰片がか

なり大形で、スクレイパー等の素材や、小形石核の原素材

を剥離 したものと考えられる。75、 86、 87等は、 2卸前後
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第50図 A地区出土垂飾実測図



の中形の剥片を取ったもので、楔形石器や、やや大形の石鏃の素材を剥取 したものであろう。76～

80、 85、 89等は、非常に小形の剥片を取ったもので、小形の石鏃用と考えられる。これ らのことか

ら、景1取する剥片の目的により、ある程度石核を使い分けていたと考えられる。なお、打面に小形

の円形敲打痕がみられるものがある (77、 78、 79、 87な ど)。 これは、剥片剥離の際、打面には、

先の細いものが直接当っていたことを示 し、パ ンチが使用されていたことも想定される。

石製装飾品 (第50図) 泥質片岩製で、層状に薄 く剥げやすい石材である。全形は長楕円形を呈

し、全周縁に刻みを施 している。 1か所に、両面より穿孔 しており、垂飾の一種と考えられる。表

面に研磨の痕跡はみられない。伴出する遺物より、縄文時代早期末のものと考えられる。

以上のことから遺物集中地点の I群 とⅡ、皿群では、遺物のあり方に差異のあることが明らかに

なった。それをまとめると下表のようになる。

土 器 石 器

I 群 縄文系中心 A類 (鍬形鏃 ) 中心

Ⅱ・ 皿群 条痕系中心 B類 中心

まず土器について考えると、土器の厚みや繊維の混入量などは縄文系、条痕系両者の間に大きな

差はみられず、また帝釈峡遺跡群のあり方をみても両者はほぼ同時期と考えるのが妥当であろう。

が、あえて先後関係を考えるならば、伴う石鏃の組み合わせのちがいが参考になるであるう。A類

(鍬形鏃)は、従来縄文早期、特に押型文土器に伴うと考えられてきた。鍬形鏃=早期の石器と決

めつけるのは、他の遺跡のあり方などか ら考えて間違いであるが、押型文土器を中心とする時期に、

鍬形鏃が高い割合であらわれるということはいえそうである。とするとA類石鏃を多 く伴 う縄文系

土器が、条痕系土器よりやや先行すると考えることもできよう。いずれにせよ、これらの分類が、

明確な遺構や層位関係に基づ くものではないので、ここではその可能性を指摘するにとどめたい。

A地区出土縄文土器観察表

No 出土 地 調 整 の 特 徴 文 様 の 特 徴 胎 土 備 考

1
K-19
902

ア^
デ

ナ

ナ

面
面

外
内

文
文

縄
縄

面
面

外
内

小微砂粒多量含む
ごく少量に繊維含む

色調 黒褐色～焦茶色
口縁波状で端部に刻目

2
K-19
902

外面ナデ、内面大きな
二枚貝条痕のちナデ

文
文

縄
縄

面
面

外
内

小微砂粒多量に含む
ごく少量繊維含む

色調 焦茶色
外面の縄文は浅い

K-19
902

外面
内面

デ

一ア

ナ

ナ

文
文

縄
縄

面
面

外
内

卜微砂粒多量に含む 色調 黒褐色～焦茶色
外面縄文は浅い

K-19
688

外面
内面

一ア

、ア

ナ

ナ

面
面

外
内

縄文か
縄文か

微砂粒多量に含む 色調 茶褐色
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No 出土 地 調 整 の 特 徴 文様 の特 徴 ム
ロ 土 備 考

5
K-19
475

デ
デ

ナ

ナ

面
面

外
内 カ

文
文

縄
縄

面
面

外
内

小砂粒(長石か)多量
に含む

色調 外面 淡赤褐色
内面 茶褐色

6
K-19
685

内外面 ナデ 内外面 撚糸原体斜
め押圧か

小微砂粒多量に含む 色調 赤褐色

7
一

２

Ｋ

７

内面 ナデ 外面 縄文 微砂粒多量含む 色調 外面 黒褐色
内面 褐色

8
K-20
1032

外面
内面

デ

一ア

ナ

ナ
外面
内面

文
文

縄
縄

微砂粒多量に含む
ごく少量繊維含むか

色調 焦茶色

9
K― |

565
デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

外 面 縄文 微砂粒多量含む 色調 焦茶色

K-20
1089

外面
内面 枚二部一

痕

ア^
デ
女本

ナ
ナ
貝

外面 縄文 微砂粒多量含む
少量植物繊維含むか

色調 淡赤色

K-20
706

内面 ナデ 外面 縄 文 微砂粒多量に含む
繊維少量含む

色調 暗茶褐色

K-20
866

外面 斜め二枚貝条痕
内面 斜め二枚貝条痕

微砂粒多量に含む 色調 外面 淡赤色
内面 黒色

K-20
775

外面 斜格子二枚貝
条痕  内面 ナデ
のち斜め二枚貝条痕

小微砂粒多量含む
植物繊維少量含む

色調 焦茶色～黒褐色
両面穿孔の補修孔あり

K-20
685

枚
や

二
や

め
　
痕

斜
面
条

や
内
貝

や
　
枚

痕
二

面
条
め

外
貝
斜

小砂粒(石英か)多量
に含む

色調 黒色

K-20
800

外面 横方向二枚条痕
内面 ナデ

微砂粒多量に含む 色調 外面 黒褐色
内面 褐色

K-20
731

外面 ナデ、斜め二枚
貝条痕  内面 ナデ
ー部板目状条痕

小微砂粒多量含む
繊維含むか

色調 外面 暗橙色 内面
黒褐色 内面凹凸顕著

17
K-20
813

面
面

内
外

ナデ
ニ枚貝条痕

小微砂粒多量に含む
やや繊維含むか

色調 茶褐色、内面暗黄褐
色 内面凹凸著しい

K-20
1022

外面 ナデ
内面 一部横方向二

枚貝条痕

微砂粒多量含む
植物繊維少量含む

色調 焦茶色

K-19
357

外面 斜め二枚貝条
痕のちナデ
ナデ内面

小微砂粒多量含む 色調 茶褐色

K-20
866

貝
　
一
一

供

部

一
　

一
庸

り

　

峯ヽ

Ｑ
梶
客
ア
日

戦
条
ナ
締

凹

面

始

内
外面 4段の刺突波
状にはいる

小微砂粒多量に含む
やや繊維を含む

色調 暗茶褐色～焦茶色

K-20
808

ナ強向
デ
方

ナ
縦
デ

面
面

外
内 外面 二段の刺突弧

状にはいる
小微砂粒多量に含む
やや繊維を含むか

色調 茶褐色
内面凹凸著しい

K-20
728

面
面

外
内

ナデ

ナデ

外面 小さな半我竹
管状の原体で刺突

小砂粒多量含む 色調 外面 黒色
内面 褐色

Ｈ・‐７期鋭
条貝

デ
枚
ナ

二
デ
部
面

ナ

一
内

面
部
か

外
底
痕

小砂粒多量含む 色調 赤褐色～灰褐色

L-19
2

明
デ

不
ナ

面
面

外
内

小砂粒多量含む 色調 灰褐色～明褐色
表面は完全に剥脱
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A地区出土石器観察表

血 離
ｍ

幅
働 酔

碗
重量
(9)

石 材 出土 地 点 記号 備 考

-1 (1.95) 0 33 0 47 黒曜石C K-20 1604 Z 39 先端部・脚部欠損

-2 (1,7) (14) 0,75 黒曜石A 3号墳周溝内 Z 38 先端部つぶれ、脚部欠損

-3 (17) (0 95) (03) 0 29 安山岩B K-19 321 Z ll 大半欠損

-4 (16) (14) 0 32 安山岩C K-201123 Z 10 先端部・ 脚部欠損

-5 (22) 安山岩B K-20 374 Z 4 先端部欠損

-6 (2.7) 2.05 安山岩C K-19 538 Z 7 先端部欠損

-7 (25) (16) 0.67 安山岩E K-19 382 Z 3 先端部 。脚部欠損

-8 (2.8) 安山岩A K-20 504 Z 8 先端部新破損

-9 0 38 安山岩C K-19 772 Z  5 完存

-10 (1,9) (1.6) 0 92 安山岩A K-19 402 Z 17 先端部・ 両脚欠損

-11 (25) (1 75 0.52 安山岩B K-20 747 Z 6 両脚欠損

-12 (24) (1 85 0.38 1.07 安山岩A K-20 863 Z 9 脚部欠損・脚端は再加工

-13 (2.5) (1.9 安山岩A 3号墳周溝内 Z 2 脚部欠損、先端部新破損

-14 (14) (11) (0 32) 安山岩A K-19 486 Z 13 脚部のみ残存

-15 (1.8) (1.2 0.35 0 49 安山岩E K-19 Z 20 側縁鋸歯状 両脚欠損

-16 (19) (0 95, (03) 042 安山岩C K-19 510 Z 12 大半欠損

-17 (15) (115) ( ) 0.28 安山岩A K-20 574 Z 14 脚部のみ残存

-18 (24) (1.7; 安山岩A K-20 118 Z 54 両脚欠損

-19 (13) (0_8) ( 安山岩A K-19 782 Z 15 脚部のみ残存

-20 0 38 049 安山岩C K-18 697 Z l 脚端欠損後再加工

-21 (1.2) (08) ( ) 安山岩C K-17 985 Z 16 脚部のみ残存

-22 0,25 安山岩A K-20 Z 18 側縁鋸歯状 ほぼ完存

-23 (095) 013 安山岩A K-20 Z 19 先端部欠損

-24 (1.9) (0.9) 0 39 0.35 黒曜石C K-20 758 Z 44 1/2欠損 割国は樋状に剥離

-25 (1 65) 1.25 黒曜石A K-20 763 Z40 脚部欠損

-26 (1.8) 046 黒曜石C K-19 1090 Z 42 両脚欠損

-27 黒曜石B K-20 Z 37 完存
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黙
働

幅
駒 騨

働
重量
(9)

石 材 出土 地 点 記号 備 考

-28 0 93 黒曜石A K-20 Z41 完存 一面に大剥離面残る

-29 (15) (11) 0 32 0 34 黒曜石A K-20 Z43 脚部欠損

-30 0 29 0 47 黒曜石A K-20 896 Z36 脚部欠損

-31 (22) (1 55) 0.25 0 64 安山岩B K-201116 Z27 脚部欠損 一面は加工粗寺

-32 0 79 安山岩B K-24 Z31 完存

-33 (18) 0 33 08 安山岩A K-201120 Z32 両部欠損 一部自然面残る

-34 (16) (1 35) 0 28 0 45 安山岩B K-20 657 Z28 先端つぶれ、脚部欠損

-35 (2.15) 0,32 0.85 安山岩A K-19 633 Z23 先端部 ↓脚部欠損

-36 (215) 安山岩B K-20 319 Z22 先端部新破損

-37 (16) 0 68 安山岩A K-19 668 Z25 上半部欠損

-38 (19) 0 33 0.78 安山岩B K-20 957 Z24 先端部・脚部欠損

-39 (2.5) (16) 078 安山岩B K-20 Z26 先端部・脚部欠損

-40 (19) 0 39 安山岩A K-201094 Z21 脚部欠損、先端部新破損

-41 (22) (1.5) 0.32 0 59 安山岩A K-19 Z29 両脚新破損

-42 1 65 0 24 0.27 安山岩A K-20 835 Z30 側縁鋸歯状 完存

-43 安山岩A K-20 Z35 脚部加工中に破損か

-44 (18) (17) 0.78 安山岩A K-201000 Z34 大半欠損

-45 0.36 0.57 安山岩C K-20 321 Z33 完存

A地区出土楔形石器観察表

No 離
働

幅
働 騨

働
重量
(9)

石 材 出 土 地 点 記号 備 考

-46 0.95 安山岩 B K-19 585 P 6 自然面残る

-47 4 15 23 27 安山岩A K-20 498 P10

-48 安山岩A K-19 832 P 8 削片

-49 0.7 安山岩C K-201078 P 5 自然面残る

-50 5,73 安山岩B K-20 702 P 9

-51 065 2.58 安山岩C K-201092 P 2

-52 295 2 15 4115 安山岩C K-20 P 7 哉断面に打痕あり
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騨
働

幅
働 酔

碗
重量
(9)

石 材 出土 地 点 記号 備 考

-53 2 45 04 0,86 黒曜石A K-19 331 P ll 削片

-54 17 0 85 安山岩B K-20 949 P l 自然面残る

A地点出土スクレイパー観察表

離
闘

幅
碗

厚さ
lal 襲

囲
石 材 出土 地 点 記号 備 考

-55 075 黒曜石A K-20 976 S l 側縁欠損、自然面残る

-56 安山岩D K-20 600 S 4 一部欠損

-57 5,05 安山岩A K-19 650 S 2 自然面残る、三辺に刃部

-58 5.05 0 65 7.57 K-20 320 R8

-59 安山岩B K-19 671 S 3 一部欠損、二辺に刃部

A地点出土二次加工のある剥片観察表

血 鰈
働

幅
働

隣
闘

襲
嘲

石 材 出土 地 点 言己f] 備 考

-60 2281 安山岩D K-19 470 R3 一部欠損

-61 安山岩C K-20 965 P 4

-62 1.4 安山岩B K-19 362 P 3

-63 0 75 安山岩A K-20 609 R5

-64 1 45 安山岩C K-201008 R 6

-65 0 45 2 35 安山岩A K-19 568 R4

-66 0.95 黒曜石C K-19 727 C12 打面に打痕あり

-67 2.35 黒曜石A K-20 R7 自然面残る

-68 065 2.37 安山岩A K-19 758 G3 側面に樋状剥離

-69 8.67 安山岩E K-20 903 G2 側面に樋状景I離

-70 0 25 0 59 黒曜石C K-19 Gl 側縁にかすかな刃こばれ

A地点出土石斧・磨石観察表

酌 緊
ｍ

幅
鰯

隣
碗

重量
(θ )

石 材 出土 地 点 記号 備 考

-71 147.65 砂  岩 K-19 759 A3 一部研磨、一面新 しく剥離

-44-



血 離
碗

幅
闘 隣

働
重量
(9)

石 材 出土 地 点 記号 備 考

-72 3825 K-19 870 H2

-73 570 K-19 H3 半分欠損、全体に被火

-74 4454 K-20 843 Hl

A地点出土石核観察表

注

(1)松崎寿和編 『帝釈峡』 1969

No 酷
働

幅
働 酪

碗
菫
ロ

石 材 出土 地 点 記号 備 考

-75 3902 黒曜石B K-201075 C 8

-76 285 黒曜石A K-19 P13

-77 7 96 黒曜石 B K-19 850 C10 打面再生剥片状、打面打痕

-78 5 66 黒曜石C K-20 32 C9 一部に打痕あり

-79 (1 45) 0 95 黒曜石A K-20 C ll 打面再生景1片状、打面打痕

-80 3 55 黒曜石A K-19 521 P12

-81 (124) (65) 207 8 安山岩A K-21 Cl 一部に新しい割れ

-82 235 2 安山岩A K-19 554 C6

-83 7 26 安山岩A K-19 358 C4

-84 8,92 安山岩A K-19 742 C3

-85 24 29 安山岩B K-19 656 C2 自然面残る

-86 59 35 安山岩C K-201112 C5 自然面大きく残る

-87 22 41 37 安山岩B K-19 833 C16 打痕数か所にみられる

-88 7.07 安山岩B K-19 796 C13 自然面残る

-89 安山岩E K-20 31 C 7

A地点出土石製装飾品観察表

h 離
働

幅
闘

騨
働

重量
(9)

石 材 出土 地 点 記号 備 考

3.35 泥質片岩 K-20 01 一部新破損、周縁に刻み
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(b)3層 内検出の遺構と遺物

3層はやや谷状に窪んだ部分にほば水平に堆積 しており (第34図 )、 須恵器、土師器を包含する。

遺構としては、 3号墳の15術東側、 4層遺物群のⅡ群、皿群にあたる地点の 3層黒褐色土を取り除

いた面で、溝状遺構、柱穴群、土壊を検出した。

SD 01(第52照)ゆ るやかな谷状地形の斜面部が、谷底の平坦部につながる緩斜面より検出され

た溝である。幅20～ 30c12、 長さ 6.6η 、深さ20帥でわずかに弧を描いて東西方向に延び、両端は屈

曲している。溝内より須恵器碗が出土 している。この溝は、後に記す掘立柱建物跡と軸が一致 し、

また、溝の両端が、あたかも建物跡を囲むように、屈曲す

ることから考えて、この建物に伴う遺構と考えられる。

清内より出土 した須恵器は、日径 15 5 clE、 器高約 4 clnを

はかるやや大形の碗で底部には径 1 l cllの 高台がつ く。体部

はやや外方に開きながら、ほばまらすぐに立ち上がり、日

縁端は丸 くおさめる。焼成は非常に悪 く赤褐色を呈 し、特  第51図 SD 01内 出上遺物実測図

に底部付近は風化が著 しい。全体の器形は、隣接する3号墳出土 D類須恵器に類似 しており、およ

そ 7世紀代のものと考えられる。

SD 02(第52図) SD 01の 北側に接して、ほぼそれに平行するように検出された溝状遺構であ

る。長さ 5,7η、副15～ 62clBの ややいびつな形を しており、深さも10cll前 後と浅い。 SD01と の前

後関係は不明である。

SD 03(第 52図) SD 01の東端付近で検出された溝状遺構で、 SD 01よ り新 しいと考えられる。

東側は後世の粘土採取のため大きく削られており、詳細は不明である。

掘立柱建物跡 (第 52図) 平坦部より数多 くの柱穴が検出され、少なくとも 1棟の掘立柱建物跡

が明らかになった。この建物は、 2間 ×2間東西辺 5～ 54れ、南北辺 5.3～ 5.6れ のややいびつ

な方形を呈 し、主軸はほば東西方向を示す。柱間が一定ではないが、東西辺では、西側の柱間が両

辺ともやや狭 くなっている。柱痕のみられる柱穴もあり、柱径は約 12cηで、さほど大規模な建物で

はなかったことがうかがえる。一方、この建物跡の南側を横切るように、柱間 1.8ηで、 4個の柱

が並んで検出された。 しかし、住穴 1列分以外は検出されず、詳細は不明である。これらの掘立柱

建物跡の時期は、 SD01と ほぼ同時期の 7世紀前後と考えられる。

SK 01(第53図) 掘立柱建物の南西約 5免 の地点で検出された土壊である。長径88cll、 短径83

師の隅丸方形を呈 し、深さは15cllを はかる。土壊の底面には、灰と炭化物が多量に堆積 し、壁面が

焼けて赤変 していたことから、炉穴であったと考えられる。土壊内覆土より、須恵器甕口縁部片が

2個体分出土 している (第54図 4、 5)。 4は、頸部が外方に開きながら立ち上がり回縁付近でや

や内方に折れて直立気味に口縁端につづ く。日縁端は丸 くおさめる。頸部外面は浅い沈線で三段に

仕切 られ、上段の口縁部付近には、「メ」状のヘラ描き文を施 し、中段には 2段にわたり櫛描波状
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文を施す。 5は 回縁部が欠損 しているが、頸

部外面には少なくとも2段以上に櫛描波状文

を施 している。これらの特徴からみて、 SK

01の時期は 7世紀代と考えられる。

これらはいずれも、およそ 7世紀頃の遺構

と考えられるが、これは後に記す隣接 した 3

号墳の使用時期と重なる可能性がある。とす

ると、これらの遺構は古墳と密接に結びつい

た遺構、例えば寝家等の可能性も考えられる

が、祭祀的な遺物は全 く出上 しておらず、詳

細は不明といわざるをえない。

遺構に伴わない遺物 (第54図 1～ 3、 6、

7) 6、 7は 3層 出土の須恵器である。 6

1 黒褐色土

2.褐色粘質土

3.黒色炭化物層
4.赤褐色土

5焼  土
50cm

第53図  SK 01実 測図

は蓋でやや扁平な宝珠状つまみをもつ。 7は断面方形の高台をもつ坑である。底部から体部にかけ

てやや丸みをおびて立ち上がり内湾気味に外方に開いて回縁に至る。いずれも7世紀代のものと考

えられる。 1～ 3は、掘立柱建物跡の南側上方尾根上より出上 したものである。ここは、後世の粘

土採取により大きく撹乱を受けており、旧状を復元できるような遺構は全 く検出できなかったが、

その遺物からみて、古墳が存在 していた可能性が高いと考えられる。 1、 2は須恵器高添である。

1は郭部片で底部にカキメを廻らす。脚部は、郭部との接合部付近では径が細 くしまっていたと考

えられる。 2は脚部片で脚端に向って「ハ」の字状に聞き、端部は屈曲して下方にのびる。

第54図  A地区出土遺物実測図 (1～ 3南尾根出上、

°
~イ~守~‐~¬~―トーーーーーーーーニ♀(m

4・ 5 SK01出上、6・ 73層 内出土)
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(C)第 3号墳

A調査区西側の谷頭に築かれた横穴式石室を内部主体 にもつ径 10aぁ まりの円墳で、以前から

狐塚と呼ばれ、その存在が知られていた。 しかし、古墳の大半はすでに破壊されていたため、今回

の調査では周溝および石室の根石、掘り方を検出した程度であった。石室の東側に存在 していた周

溝は径約10.0旬、幅 1.5η 前後を測 り、南側は新 しい溝によって切 られ、北側は浅 くなって消えて

いた。このことから、 3号墳に伴う周溝は地山が高 くなっている東側を中心として南北方向に掘 ら

れ、西側には存在 しなかったものと思われる。

横穴式石室は主軸をほぼ東面に向けた。いわゆる片袖式の石室で、全長 4.6η、玄室長 28η、

幅 1.8η ～ 1.5窮 、羨道長 1897b、 幅 0.6η～ 0.8η を測る。玄室の平面形はやや変形 した狭長な

長方形を呈 している。北壁は奥壁とほぼ直角に直線的に伸びているのに対 し、南壁はやや鋭角で内

湾気味に伸びており、約 80° の角度で前壁と接している。玄室の奥部に現存する根石は幅 0.6紐、

高さ 10η前後の比較的大きな石を立てて据えているが、前側は 0.7× 0.5旬のやや小さな石を横

方向に置いている。根石は本来、奥壁 3個、前壁 1個、北壁 4個、南壁 6個によってそれぞれ構成

第55図 第 3号墳地形測量図 (調査後 )
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されていたものと思われる。また、玄室の前方には人頭大の石が両側壁に沿って数個存在 していた。

これらの石はほば レベルがそろっていることから棺台に使用されていたものと考えられる。玄室内

の土層をみてみると、奥部は近世の撹乱を受け土層が乱れていたが、前側は地山の上に 4層からな

る土層が残っていた。すなわち、地山直上に赤褐色粘土層 (4層 )があり、その上には暗褐色 (3

層)、 褐色 (2層 )の粘質土、最上部に淡褐色砂質土 (1層 )がそれぞれ存在 していた。これらの

土層は少 し乱れている所があるが、ほぼ並行 して存在する。下層から古い須恵器を、上層から新 し

い須恵器をそれぞれ検出したことから、追葬があったものと考えられ、追葬時に床面を整地した可

能性がある。羨道は玄室の主軸より北側に約 18° あまりずれて設けられているため、石室全体がや

やいびつな形を呈 しているようにみえる。玄室から伸びる北壁は玄門あたりで外側に大きく開いて

屈折 し、南壁は前壁とほぼ直角に接 して伸びる。根石は横方向に長さ 0.5η～ 07れの石を据えて

いる。また、床面の部分には「 U」 の字形を呈する溝があり、その上に人頭大の石がぎっしり詰ま

っていた。これらはおそらく排水的な意味をもつものであろう。なお、石室の掘 り方は長さ 5。 2η 、

幅 1,8～ 3.0印で、壁の根石に沿って掘 られていた。

出 土 遺 物 (第 58図 、第59図 )

石室内から出土 した遺物には蓋琢、蓋付坑 、甦、長頸壺、高郭等の須恵器と耳環、鉄釘がある。

蓋邪、蓋付坑はその形態から4つ に細分できる。 A類は短いたちあがりをもつ身に蓋が付 くタイプ

で、羨道および玄室の下層から出土 している。蓋 (1～ 6)は 回縁端部内側に内傾する平面をもつ

ものが多 く、天丼部は平 らなものとやや丸みをもつもの (2、 5、 6)力 あゞる。また、 6は 口縁端

部が丸 く、やや新 しい様相をもっている。なお、天丼部および底体部には回転ヘラ削りが施されて

おり、板状工具によるナデの痕跡をもつものが多い。 B類 (12～ 18)は 灯ヽ形の蓋付坑 になるもので

坑 (17、 18)は 口径 9,4 clE、 器高 3.0例を測 り、底体部に入念な回転ヘラ削りが施され、17は 口縁

端部が丸いが、18は薄 く尖っている。蓋は天丼部の中央に凝宝珠様のつまみが付き、日縁端部に短

いかえりをもつ。天丼部はカキロを施すもの (12～ 14)と 回転削りを施すもの (15、 16)がある。

これらB類の蓋付坊 は玄室の中層から出上 したものが多い。 C類 (19～ 21)は 回径115帥 あまりの

郭に蓋がつ くもので、主に玄室の上層から出土 している。婉は底体部に回転ヘ ラ削りが施され、口

縁部は短 く外反 して端部に至っている。蓋はやや扁平なつまみをもち、国縁部は鳥の嘴状を呈する。

D類は玄室の上層から出土 したもので、日径 16 0 ctnを 測る高台付の婉に蓋が付 くタイプである。蓋

(22)は C類 とほぼ同様の器形をなしているが、日径が大きい。身は口縁部がやや外傾 して上り、

端部は丸い。甦 (10、 11)は ラッパ状に開き、波状文およびカキロがめ ぐる頸部の破片で、28の高

郭は自褐色を呈 した土師質のものである。27は 長頸壺の体部の破片で、肩はよく張り、体部下方に

回転ヘラ削りを施す。耳環は 2つ 出土 しているが、いずれも保存状態は良好で、金メッキされたも

のである。24は径 2.O clp、 25は径 2 5 clBを それぞれ測る。26は上部が鍵形に屈折 していることから、

鉄釘と思われる。
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(4)第 4号 墳

B調査区の東側丘陵斜面に築かれた横穴式石室を主体部にもつ径 90η あまりの円墳である。墳

丘は開墾のため肖1り 取 られていたが、斜面上方に周溝が残っていた。周溝は幅 06η～ 1.2η、深

さは 0,3ηあまりを測り、斜面の下方になるにしたがって浅 くなっている。横穴式石室は入口付近

を欠 くが、西側に入口を向けた現存長 3.Oa、 幅 1.2η ～ 1lηあまりを測る小形の石室である。

玄室の平面形は長方形を呈 し、周壁の根石が残っていた。奥壁は 4つの根石から構成されていたが、

これ らの根石は幅 03れ～ 04η、長さ05れ～ 0.6阿 の石を縦方向に立てている。これに対 し、

側壁の根石は長さ 05η～ 2.Oη 、幅 0.3η前後の横方向に置き、奥壁と側壁とでは石の用い方が

異なっていた。側壁は本来、南壁に 3個、北壁に 4個の根石が存在 していたものと思われ、根石は

安定を図るため地山を若干掘り下げて据えている。床面は地山直上に黄褐色の粘質土を約 5.0伽 あ

まり貼って築造 しており、石室内には 13ηの間隔をもって人頭大の石が前後にそれぞれ 2個づつ

存在 していた。これらの石は地山および床面の直上に置かれていることから、原位置をあまり動い

ていないものと思われ、石が企

画的に配置されていることや、

後側の石と奥壁との間に遺物が

まとまって出土 していることな

どから、棺台に使用されていた 一

ものと考えられる。なお、石室

の掘 り方は長さ 3.4η、幅 21

ηを測り、出土遺物は床面上か

ら主に出土 している。

出土遺物 (第63図 )

石室内か ら蓋郭、高郭の須恵

器、直刀、刀子、鉄鏃、耳環等

の遺物を検出した。これ らの出

土遺物は石室奥部にまとまって

存在 していた一群と石室の中央

部に散在 しているもの、さらに、

入日付近で破片となって出土 し

たものがあり、ほとんどが床面

直上から出土 している。蓋郭の

蓋 (1、 3、 5、 7、 9)は 国

―

・

0                10cm

第60図 第 4号墳周辺地形測量図
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縁端部に凹面をもつタイプともたないタイプがある。前者は器高が割と高 く、天丼部の区別の意識

が残っているのに対 し、後者は器高が低 く、天丼部は内湾して下り、直接口縁部に至っている。こ

の 2つ タイプの蓋は石室奥部からセットとして出土 していることから、形態的な相違は若千あるも

のの時期的にはほぼ同一のものと思われる。一方、身は高さ 1 0 clL～ 1.2伽 あまりの内傾するたあ

がりをもち、日縁端部は丸い。底部はやや平 らなものが多く、回転ヘラ削りが施されている。器高

ヽ
ヽ
ヽ
手
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はほとんどが 30帥あまりを測る。なお、蓋郭の天丼部に板状工具によるナデを施 したものが多い。

高郭は石室奥部から出土 した。脚部に長方形のすかしをもち、郭部は底体部と口縁部の境に沈線がめぐ

る。口縁部はやや外傾 して上り、端部は丸い。11の有蓋高郭は脚部を欠 くが、郭部は受部がやや上

方に伸びている以外、上記の蓋琢の身と同様の形態をなしている。

12の直刀は石室の奥部で 3か所に分かれて検出した。全長99 5 clp、 刃部の長さ845η 、幅 3.8伽

茎長 15.O c12を 測る大形の刀である。背は 0.8 clpあ まりの厚さをもつ平造 りで、断面は二等辺三角形

を呈する。切先はやや内湾 し、茎は幅 2.8 clB～ 1.5銅 を測り、先端近 くに 0 3 clBの 目釘穴が存在す

る。また、茎の先端はななめに尖 っている。この直刀は錆膨れ しているところがあり、鞘などの

木質の付着はみられない。鉄鏃は石室奥部から一括して出土 したが、床面が粘土質であるため保存

状態がきわめて悪かった。そのため図化できたのは破片を含め13点である。鏃身が残っている13～

19は いずれも尖根式に属するものである。16は断面三角形を呈する鏑造 り、他は錆化のため明らか

でないものが多いが、片刃か両刃造 りになるものと思われる。20～ 25は箆被部から茎部にかけての

破片で、20、 22、 25は 関をもち、これらの破片も尖根式に属するものと思われる。26の 刀子は石室

の前方で検出した茎部 と刃部の一部が残るものである。茎部の長さ 4 2 cln、 関の幅 1.2 clpを 測る。

背は平造りで、関は刃部部分につき、刃部は 1.5帥 あまりしか残存 していない。また、茎部には一

部木質が付着 しているところがあり、刃部は錆のため断面に空胴が存在する。耳環は計 4個出土 し

た。27～ 291よ 大形のもので、27は 3.4師、28、 29は 26側の径を測る。27は錆化が進みばらばらの

破片である。28、 29は 銀メッキが施され、保存状態は良好である。30は 径 2 0 cll、 厚み 0 5 clnを 測

る小形の金環であるが、保存状態が悪 く、緑青がふき出している。
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第63図  第 4号 墳出土遺物実測図 (1)
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0)第 5号 墳

A地区付近より、周布平野に向って南西に延びる平坦な尾根の突端にあたる。 5号墳の眼前には

平野が広がり、日本海をのぞむこともできる。

5号墳は調査前より、長辺18れ 、短辺 8.5旬、高さ 1.4紐 の墳丘が確認されていたが、墳丘の周

辺は耕作により改変され、また墳頂部は後世墓地に利用されていたこともあって、大きな撹乱壊が

あり、当初より主体部等の残存状況は極めて悪いことを予想 して調査に入 った。また、丘陵部につ

づく尾根上も、 トレンチを入れて確認調査を行ったが、何

ら遺構、遺物は検出されなかった。

調査により、残存長径11,8紐、短径 8.3印の方形に近い

墳丘であることがわかったが、これが原形を留めていない

ことは明らかで、周溝等 も全 く認められなかったため、墳

形、規模は不明といわざるをえない。墳丘土層断面をみる

と、 1層 は後世の盛土で、 2、 3層 が古墳の盛土と考え

られる。 4層 は黒色土で旧表土 と考えられ、地山は墳丘部

分で盛り上っている。こうしたことから 5号墳はまず地山

を簡単に削り出した後、若子の盛土を行って墳丘を築成 し

たと考えられる。

主体部は全 く検出できなかったが、横穴式石室ではない

ことは明らかになった。この遺跡における他の古墳は全て

横穴式石室を主体にしていることから、この 5号墳は本遺

跡では最 も古いものである可能性が強いといえる。遺物は

全 く出土 していない。

なお、 5号墳北側約 15彿 の地点に、破損 した 1基 の宝筐

印塔が置かれていた。これ らの下方の精査を行 ったが、土

壊等の施設は何 ら認められず、二次的に移動 させ られたも

のと判断された。この宝筐印塔は高さ72 5 clBを はかる一石

造のもので笠、塔身、基礎の各部に「火」、「水」、「地」

が刻まれ、破損 した相輪、笠部分には、「空」、「風」の各

字が刻まれていた可能性が強い。また基礎部分の「地」の

左右に文字が刻まれているが、風化のため解読できなかっ

た。
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第66図 第 5号墳調査前地形測量図 第67図 第 5号墳調査後地形測量図

主体部盗掘のさい、置かれた土
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0第 6号 墳

1号墳、2号墳の存在する比高の高い尾根から南西に派生する比較的低い尾根の頂部で検出された。

5号墳とは、南東側の谷をはさんで対峙する位置にあたる。この尾根は、頂部に比較的広い平坦面

を有 していたが、北西側斜面を中心に耕作等によりかなり地形の改変が行われていた。そのため調

査前には墳丘は全 く認められなかったが、試掘により須恵器が出上 したため、精査 したところ、平

坦部南西側で古墳の痕跡が検出されたものである。

遺構としては、平坦部南西端に横穴式石室の掘り方痕が検出され、その北側約 4η の地点で周溝

の一部と考えられる浅い落ち込みが検出された。周溝は長さ 5,4印 にわたって検出され、深さは10

茶褐色粘質土

茶褐色粘質土 餘 色粘土含む)

黄褐色粘質土
|

m

第69図  6号 墳 実 測 図
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一／

第70図 第 6号境周辺の調査前地形測量図

第71図 第 6号墳周辺の調査後地形測量図

-68-



c12と 浅 く、地表から深 くまで後世の削平が行なわれたことがうかがえる。墳丘は円墳であったと考

えられ、規模は石室が墳丘の中心と仮定 して、およそ 8～ 9η程度 と考えられる。周溝覆土内より

長頸壺片が出土 している。盛土等は全 く検出されなかった。

石室掘 り方は、残存部で長さ 3,lη 、最大幅 2.1れ 、深さ0.3ηをはかる。石材は全て抜き取 ら

れ、掘り方の底面には、深さ5～ 10cvの 根石の掘り方と考えられる。溝状の遺構や小穴が検出され

た。奥壁部分の西寄りには、挙大程度の礫が集中しており、裏込石等の可能性がある。石室の幅は根

石掘り方間の距離からみて、 lη前後と考えられ、 2号墳程度の非常に小形の石室である。

遺物の出土状況をみると、いずれも破損 してバラバラになって、床面から遊離 しており、原位置を

保っていないと考えられる。須恵器の蓋邦類は中央から羨道寄りにかけて出土 し、金環が 1点、入口

付近から出土 している。鉄器類は、石室北隅に直刀片が折れて出土 し、また東側壁寄りから鉄鏃片

が出上 している。

十 ‐
…

~

第72図  6号墳石室掘 り方内の遺物出土状況実測図

6逐識
ク5 咤3
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第73図  6号墳出土遺物実測図 (1～ 8、 10～ 11は 石室内、 9は周溝内 )

出土遺物 (第73図)須 恵器は蓋 5点 (1～ 5)、 郭身 2点 (6、 7)が出土 している。 1は 日

径13.4銅 、器高 4.4 clpを はかる蓋で、体部から口縁にかけてほば垂直に下り、口縁端内面には明瞭

な平坦面をもつ。天丼部外面はほぼ平らでヘラケズ リを施している。 6号墳出土の須恵器の中では

最も古式のものと考えられる。 2～ 5は、口縁付近が短か く外反 し、口縁端内面には、わずかに平

坦面が残る。天丼部外面は、ヘラケズ リを施し (2、 3)、 2はヘラケズ リ後に板状工具によるナ

デを行っている。これ らは形態の特徴から、 1よ り若千時期の下るものと考えられる。 6は 口径

108銅、最大径 127伽、器高 3.6伽をはかる郭身で、立ち上りは内傾 し端部は薄 く丸 くおさめる。

体部と底部の境には、一条の沈線を刻みその内側には不定方向のケズリを施す。 7は回径10帥、最

大径123c12、 器高 28師のやや扁平な堺身で、立ち上りは内傾 し、端部は薄 く丸 くおさめる。底部

-70-



にはヘラケズリののち、板状工具によるナデを施す。 8は周溝覆土より出土 した長頸壺で、肩部で

「く」の字状に屈曲している。石室内出上の須恵器よりやや時期の下るものと考えられる。

9は鉄鏃片で、鏃身部の長さ 4.7師、幅 2.8 clvの 幅広のものである。頸部は破損 しているが、幅

およそ 1銅程度だったと考えられる。10は直刀残欠である。刀身の幅は 3.4～ 3 8 clEで 、背の厚さ

10～ 1.2 cllを はかる。平造 りで、ほぼ 4号墳出土の直刀と同規模のものと考えられる。11は 金環

で、長径 25m、 短径 2.3例をはかる。

柱穴群 6号墳石室の北側、一部周溝と重なって 8穴の柱穴を検出した。これらは径20～30銅、

深さ30～45帥をはかり、円形のものと方形のものがある。男確ではないが、柱の並び方からみて、

柱間が約 1.8れ の 1間 ×2間の小規模な建物が建っていた可能性が考えられる。これらの柱穴の時

期は、伴出する遺物が出土 していないため不明だが、少なくとも古墳を制平 した後のものであるこ

とは明らかである。

第74図 第 6号墳付近検出の掘立柱建物跡実測図
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年)B地 区

1・ 2号墳、 4号墳にはさまれた鞍部状のゆるやかな凹地がB地区である。現況は畑地になって

おり、A地区から約40η 北西にあたる地点である。上の堆積が非常に厚 く、最深部で地表より2.5

⑧

ｓＫｏ

ηの深さまで発掘 した。土層は 1～ 4層

が砂質土層で、耕作土客土である。 5～

9層が粘性の強い土層で 5、 9層の黒褐

色土を中心に奈良時代頃の遺物を出上 し

ており、 9層下面より柱穴、溝等の遺構

が検出された。 10、 11層 は黄褐色を呈す

粘質土で、10層 より繊維混縄文土器、 11

層より押型文土器が出土 しており、10層

下面より土躾群が検出された。

(a)10層、11層検出の遺構と遺物

調査区東半で10層を取り除いた面より、

弧状に 6個の上墳が検出され、北から順

にS K 02～ 07と 呼んだ。調査区の東側

にも土竣が存在 した可能性は高いが、後

世の粘土採取により地山まで撹乱を受け

ていたため検出不可能であった。

S K02(第 77図)調査区北東端付近で

検出した土装で、上端部で 118× 1.0窮

の楕円形を呈す。深さは約 0.8η で、壁

面は中途で袋状に開き、底面は 0.91×

0,94aを はかる。底面には、一部にほと

んど炭化 した木、板状のものが検出され、

底には板が敷かれていたと考えられる。

土壊内の堆積土をみると、底面付近には、

薄 く淡黄灰色の粘性の強い土が堆積 し、

その上には、一様の淡黄褐色粘質土が堆

積 していた。また全体的に、炭化物が少

量含まれていた。

S D 04

中

第75図  B地区遺構配置図
徐 書10層 下検出遺構)
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1.耕作土
2.黒褐色砂質土
3.明黄褐色砂質土
4.黄褐色砂質土
5,暗褐色粘質土(炭化物含む)

6 黒褐色粘質土
7 暗褐色粘質土
8.黄褐色粘質土
9.黒褐色粘質土

汁
黄褐

身沖
質
妾 自琶雑圭倉望季)〕

縄文層

12.暗褐色粘質土
13.赤褐色粘質土

第 76図  B地 区 土 層 図

-73～ 74-



SK 03(第 78図) 上端部中副4× 79帥、下端幅81× 63clp

の楕円形土壊で、深さ7592を はかる。底面中央には径19×

16cll、 深さ40c2の小穴が検出された。土壊下半には淡褐色

粘質土が、上半には淡黄褐色粘質上が堆積 し、上半には少

量の炭化物が含まれていた。また、土器細片が数片出土 し

ているが、極めて軟質で原形を留めているものはなく、時

期等は不明である。

SK 04(第 79図) 検出面での長経 109印 、短径75c12の

長楕円形土壊だが、一部切り込み面を掘り過ぎたため、推

定で上端部長径 115 clB、 短径78cll前 後になると考えられる。

底面部長径55cll、 短径35clnで、深さ 112帥の幅に比して非

常に深い土壊である。堆積土は上下二層に分かれ、上層の

黒褐色粘質上には炭化物が含まれる。

SK 05(第 80図) 上端部の長径94銅、短径57clEの 小判

形を呈す土壊である。底面は長さ76cll、 幅19側 の長方形を

呈し、わずかに段差がある。深さは98伽 あり、その幅に比

層

層

―

淡黄褐色粘質土

淡黄灰色粘質土

層

層

層

層

第77図  SK02実 測図

―

illlll::|:|||||||::il::|:

淡黄褐色粘質土

淡褐色粘質土

黒褐色粘質土

褐色粘質土

第79図 B地区SK04実測図第78図 B地区SK03実測図
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第80図  B地区SK05実測図



して非常に深い土装で、 しかも壁面の角度が中途で変わり、

下半は非常に狭 くなっている。土壊内には、褐色粘質土が

堆積 し、上方に福鉢状に黒褐色粘質土が堆積 していた。

SK 06(第 81図) 大形の長楕円形土壊で検出面で確認

できた上端部の規模が長径 158cれ 、短径 123帥をはかるが、

掘 り込み面をやや掘 り過ぎたため、実際にはもう少 し大き

くなり、推定では長径 166 clL、 短径 130c12程度であったと

考えられる。深さも100伽以上もある。いずれにせよ、 B地

区で検出された土装のうち、最 も大形のものである。 しか

し、底面径は66× 64clpで上端部の規模に比 し小形で、深く

なるほど、狭 くなっている。また、底面には38× 30卸の小

穴が検出され深さは20帥をはかる。土壊内には、炭化物を

含む淡黄褐色粘質土が堆積 していた。

SK 07 検出面での上端部長径70cll、 短径49cllで、深さ

65 cllを はかる。楕円形土装だが、上方を後世の溝により削

り取 られているため、正確な規模は不明である。土壊内に

は、底面付近に褐色粘質土が堆積 し上方には黒褐色粘質土

が堆積 していた。

これ らの土竣群の時期は、直接に伴う遺物はないが、こ

の遺構面の覆土 (10層 )か ら出土 した遺物より、縄文時代

早期末葉のものと考えられる。

一方、土壊群 はその形態か ら大 きく2つ に分類できる。

一つは、平面形が円形に近 く、土壊の底面近 くでもかな

りの広 さをもつ土壊 で、 SK01、 02、 05が これにあたる。

また、これ らはいずれ も土壊内に淡黄褐色粘質土が堆積

していた。一方、 SK03、 04、 06は 、平面形が細長 く、

特に底面付近が非常に狭いのが特徴で、いずれも土壊内上

方には黒褐色上が堆積 していた。 これらの性格を考えてみ

ると前者 (SK01、 02、 05)は、 SK01が袋状に聞き、底

面に板が敷いてあることや、それらの規模、形か ら、貯蔵

穴の可能性が大きいと考えられる。また、 SK02、 05の底

面にみられる小穴 も、貯蔵穴にしばしばみられるものであ

第81図  SK06実 測図
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る。一方後者 (SK03、 04、 06)は、その狭さから考えて貯蔵穴とは考えられない。その他の機能

を類推する積極的根拠はないが、その幅に比 して非常に深いことから、落とし穴等の可能性も考え

られよう。

出土遺物 (第83図～第88図 )

縄文土器 10層 、■層か ら縄文土器が出土 しているが、軟質で細片が多 く、図化できないものも

多かった。第83図 は11層 出上の押型文土器である。 1～ 7は、外面に山形押型文を施したもので、

いずれも文様は小形である。 8は 内外両面に楕円押形文を施 したもので、文様は月ヽ形で整っている。
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外面上半には押型文はみられず、無文部と施文部に分れていたことがうかがえる。

第84図 は、10層 出上の土器である。いずれも器壁が 7～10翻 と厚 く胎土に少量の植物繊維を含む。外

面はいずれも太 く粗い縄文を施 し内面は横方向に二枚貝条痕を施す。 9は 口縁部破片で、回縁端に

は内面側より縄文原体を押圧 し、刻目状にしている。また外面には縄文を施す前に強いナデを行っ

ており、一部凹線状になっている部分もある。 これ らは、胎土、色調が類似 しているものもあり、

同一の個体 も含まれていると考えられる。

石器 10層、11層 を中心に、一部 9層以上からも石器類が出土 した。石斧、石錘を除くと大部分

が安山岩製で、黒曜石がわずかに含まれている。

石鏃  (第85図 ) 8が 9層 より出土 している以外は、全て10層 より出土 している。 5が黒曜石

製で、その他は安山岩製である。 1～ 4が、A地区で分類 したA類で、 5、 6が B類、 7、 8が C

類 (7は未製品の可能性あり)である。A地区同様A類が半数を占める。完存品は 6のみで、その

他は先端部か脚部を欠損 している。

尖頭器 (第 86図 9、 10) いずれも11層 より出土 している。 9は、横長の剥片を素材に、周縁か

ら簡単な加工を施 して、二等辺三角形状に形を整えたもので、長さ 6.0銅、幅 2 9 cllを はかる。先

端部はわずかに欠損 している。10は 大半を破損 しているが、尖頭器の基部と考えられる。大きさは

9と ほぼ同様のものと考えられるが、調整加工は 9よ りややていねいである。片面の一部に自然面

が残っている。

スクレイパー (第86図 12～ 14) ■、13は 10層、12は 9層 より出土 しており、いずれも安山岩製

である。11は 不定形剥片を切断 して素材を半月形に整え、その一縁辺に調整剥離を加えて弧状の刃

部を形成 したものである。12は 、横長剥片の一縁辺に調整剥離を加工、ほぼ直線の刃部を設けたも

r＼

一

鵜

一

早

多
2

‖スー
み

6

一

Ａ
ＩＩＩ

仰

Ｖ
一

ハ

‐――

キーー

Ｖ

賜 :ユ
〕

3

Ａ
Ｉサー
叫
Ｖ

Ａ４
偽

金

一

―

凸

|

珍   0      5cm
7

第85図  B地 区出土石器実測図(1)(石 鏃)7/0

A

_と雹醤≦_↓

~   8

-78-



ので、大きな自然面を残す。刃部両端は欠損 している。13は 不定形剥片のほぼ全周に簡単な調整剥

離を加えたものである。

磨製石斧 (第87図 14～ 16)14は 9層、 15、 16は 10層 より出土 し、いずれも黒色の玄武岩製であ

る。14は刃部がゆるく湾曲し、刃部幅は 6.3 clnを はかる。側縁はほぼ平行 しており、基部は欠損 し

ている。両側縁には
くつぶれ"状に細かい剥離がみられる。15は 刃部がゆるく湾曲し、刃部幅 62

側の14と ほば同程度の刃部をもつ石斧だが、両側縁が刃部に向って開いているため、全体形は14よ

り若干小形になると考えられる。両側縁からは数多くの剥離がはいり両面を廻るように幅 1翻前後

の一条の溝がみられる。いずれも装着に関連 した痕跡であろうか。16は刃部幅が 3.6 clBの 小形の石

斧で、大半が欠損 しているため、長さ、厚さ等は不明である。

石錘 (第87図 17、 18) いずれも扁平な円礫を素材としている。17は楕円形礫の長径部両端を打

ち欠いており、その打ち欠き部をつなぐように幅 2 cll前 後にわたって、磨耗 した部分が認められた。

両打ち欠き部に縄をかけた際の縄擦れ痕であろうか。18は 、17よ りやや大形で、長径部両端と、短

A

くヽ頭≦鰯ノ

か

一Ⅷ
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径部端にもわずかなが ら打ち欠いた痕跡がみられる。17と 同様の磨耗痕が十字形にみられ、十字形

にからませて縄をかけていた可能性もある。

石核 (第88図) 19は 11層 、20・ 23は 9層、21・ 22・ 241ま 10層 より出土 している。いずれも一定

の打面はもたず、何点を移動 しながら周縁より剥片を剥取 したものが中心だが、23。 241よ平坦な打

面 も設けており、打痕を残す ものもある。19は 薄い盤状の剥片の周縁 より剥片剥離を行ったも

ので、全形は、大形だが取 られた剥片は 1～ 3 cll程 度の比較的小形のものであったと考えられる。

22・ 24は 取られた剥片が l clL以 下の小形のものが多く、小石鏃等の素材剥取用であろう。21・ 23は

一面に大きく自然面を残 している。

B地区出土縄文土器観察表

No 出土地 調 整 の 特徴 文 様 の 特徴 胎 土 備 考

1
1-17
11層

内面 ナデ 外面 横方向山形押
型文

微砂粒含む 面
面

外
内

淡暗赤色
淡褐色

I-17
11層

内面 ナデ 外面 横方向山形押
型文

徴砂粒含む 面
面

外
内

淡暗赤色
淡褐色

3
I-17
11層

内面 ナデ 外面 横方向山形押
型文

徴砂粒含む 面
面

外
内

淡暗赤色
淡褐色

H-17
11層

内面 ナデ 外面 横位山形押型
文

小徴砂粒多量含む 色調 黒褐色

H-17
11層

内面 横位ナデ 外面 横位山形押型
文

徴砂粒多量に含む 色調 黒褐色

L-17
11層

内面 ナデ 外面 横方向山形押
型文

徴砂粒含む 面
面

外
内

淡暗赤色
淡褐色

H-17
11層

内面 ナデ 外面 横位山形押型
文

小石含むほか徴砂粒
多量に含む

色調 黒褐色

H-17
11層

外面 ナデ 内面 一部横位楕円
押型文

小徴砂粒多量含む 色調 暗褐色

H-17
10層

外面 ナデ
内面 横方向二枚貝
条痕一部指圧痕あり

外面 縄文
口縁端に縄文原体を
押圧

徴砂粒多量含む
植物繊維少量含む

色調 暗橙色
粂痕原体は二種類以上

H-17
10層

内面 横二枚貝条痕
のちナデ

外面 縄文 徴砂粒含む
植物繊維少量含む

色調 暗橙色

H-17
10層

内面 ナデ、横方向
二枚貝条痕

内面 ナデ、横方向
枚貝条痕

徴砂粒含む 色調 外面明橙色、内面
灰橙色
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� 出 土 地 調 整 の特 徴 文 様 の特 徴
ム
ロ 土 備 考

H-17
10層

外面 ナデ
内面 横方向二枚貝
条痕

外面 縄文 徴砂粒多量含む
繊維少量含む

色調 橙色

H-17
10層

痕

面
面
条

外
内

ナデ

横方向二枚貝
外面 粗い目の斜縄

文
小砂粒多量含む
植物繊維少量含む

色調 赤褐色

H… 17

10層

外面 ナデ
内面 横方向条痕の

ちナデ

外面 縄文 徴砂粒多量含む
植物繊維少量含む

色調 暗灰褐色～橙色

B地区出土石鏃観察表

No 麟
働

嶋
働

騨
働

重量
(9)

石 材 出土 地 点 記号 備 考

-1 (2.5) 031 1.32 安山岩A H-17 10'詈 Z45 両脚欠損 先端部新破損

-2 (2.1) 0,41 1.29 安山岩A H-17 10層 Z46 先端部欠損

-3 (2 25) (1,7) 安山岩 C H-17 10層 Z47 脚部・先端部欠損

-4 (21) 1.13 安山岩A H.I-1710'詈 Z51 先端部欠損

-5 (1.9) (1 45) 065 安山岩A H.I-1710層 Z50 脚部・ 先端部欠損

-6 2 05 0 68 安山岩A H.I-1710層 Z52 完存

-7 1 75 安山岩E I-17 10層 Z49 一部欠損未製品か

-8 (21) (1.3) 0,27 0 25 安山岩A H-17 9層 Z48 脚部欠損 先端部新破損

B地区出土石器 (尖頭器、スクレイパー、石斧、石核)観察表

No 離
師

幅
働

厚さ
lal

重量
(θ )

石 材 出 土 地 点 記号 備 考

-9 (59) 14 67 安山岩D H-17 11層 P01 主要剥離面大きく残す

-10 (32) 2,95 0.85 9 55 安山岩A H-17 11層 P02 上半新破損

-11 6 05 12.75 安山岩B I-17 10層 R 2

-12 1.1 30.29 安山岩B I-17 9'詈 S 5 自然面残る

-13 4.3 19 25 安山岩C I-17 10層 Rl

-14 (9,8) 245 2 39 玄 武 岩 H-17 9層 Al 側縁つぶれ

-15 (65) (52) (22 玄 武 岩 H-17 10層 A2 側縁つぶれ、細溝あり

-16 (41) (38 (07 16 67 玄 武 岩 H-17 10層 A3 大半欠損

-17 93 17 H-17 10層 Wl 一部縄擦れ
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No 離
碗

鴨
碗 膵

闘
重 重

(9)
石 材 出土 地 点 記号 備 考

-18 95 H-17 10層 W2 十字状に縄擦れ痕

-19 96.6 安山岩D H-17 11層 P03

-20 46.65 安山岩C I -17 9層 C17 欠損

-21 5 05 4 25 1.95 34 安山岩B I-17 10層 C15 自然面残る

-22 17.39 安山岩B I -17 10層 C14 一部自然面残る 欠損

-23 安山岩B I-17 9層 C19 自然面 打痕残る

-24 2.25 2.25 黒曜石A I-17 10層 C18

日
賞

Ｎ

０

1 暗褐色土

2.黒褐色粘質土

3.黄褐色粘土

4.暗褐色粘質土

第89図  B地区 SD04実測図
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(b)7～ 9層検出の遺構と遺物

9層 下面より、 9つの柱穴と、溝状遺構 2を検出した。柱穴は径20～ 50cπ の比較的小形のもので

規則的に並ぶものはなく、建物等を推定することはできなかった。一方、調査区南北両端より、ほ

ぼ南北方向に走る溝状遺構が検出され、北側の溝を SD01、 南側の溝を SD02と 呼んだ。本来、こ

の 2つの溝がつながっていた可能性もあるが、詳細は不明である。

SD04(第89図) 幅60～90師のほば南北方向に走る溝で、北側は調査区外に向ってのびていく。

深さは、北側に向って深 くなり、北端で37印をはかる。一部柱穴が重複しているが、その前後関係

は不明である。

SD05(第90図) ほぼ南北方向に走る溝で、幅

1,35～ 22η あり、 SD01よ りかなり大形である。

溝内は二段掘り状になっており、下層には淡褐色粘

質土、上層には 9層黒褐色上が推積 していた。深さ

は40～ 60cη で、南側に向って深 くなっていく。なお

南側は、後世の開墾等による地形改変のため削られ

て、不明である。

出土遺物 (第91図) 1～ 3は須恵器蓋である。

1は天丼が低 く、口縁部近 くでほぼ水平に屈曲し、

日縁端は下方につまみ出している。 2、 3は ともに

輪状つまみをもつ蓋で、 2は径 6.6cれの しっかりし

たつまみをもつが、 3は つまみがやや退化 し、全体

的にも小形になっている。 1、 31ま 口縁端をわずかに下

につまみ出している。 4～ 18は須恵器坑である。 4

～13は、ほぼ方形に近い高台をもち、体部は外方に

開いて、ほぼまっす ぐに立ち上がるものである。15、

16は 高台が丸みをおびて短 くな った もので、高台

付近の器壁 も厚 くなっている。15は底部に回転糸切

痕が残る。 4～ 13よ り後出するものと考えられる。

14は細い台をもち、全体の器形が浅いものと考えら

れる。 17、 18は高台をもたず、底面に回転糸切痕を

残す。18は、皿に近い器形と考えられる。

これらの遺物は、層位的に明確な違いはみられな

いが、若子の時間差があると考えられる。基本的に

は、蓋が、大形のしっかりしたつまみをもつこと、

…  中

第90図  SD 05実 測図
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十
１
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つまみの退化 した 3、 碗が方形の高台をもつ 4～ 13と、退化 した高台をもつ15、 ∬の 2つ に分けら

れる。 これらの時期については、明確な判断材料はないが、ともにおよそ奈良時代を前後する時期

～平安時代 と考えて大過ないと考えられる。
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第91図  B地 区出土須恵器実測図
(1、 4～ 8、 11～ 14、 16… 9層、 2、 3、 7-8層 、 10、 15、 17、 18-7層 )
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0)C地 区

A調査区東側に存在する丘陵斜面と谷の部分からなる調査区で、斜面か ら古式須恵器窯跡 1基、

谷から6世紀後半代の窯跡灰原二次堆積と考えられる須恵器、円筒埴輪、窯壁の破片を多量に検出

した。

第 1号窯跡 (第93図 、第94図 )

位置と状況 C調査区北側の丘陵斜面に築かれた半地下式の登り窯である。 ここは東西に伸びる

尾根から緩やかに下った斜面の中段にあたり、東側約 10.Oη の所には東西丘陵から南側に下る小さ

な尾根がある。窯は主軸を東西丘陵の尾根と直角に設定 して築いているが、天丼部のほとんどは開

墾時に削平されていた。 しかし、窯体の下部はほとんど遺存 し、徳利形を呈 した平面形をもってい

る。灰原を含めて全長10.097b、 最大幅 25印、主軸方向N-28° 一Eで、床面平均傾斜角は21° を

測る。

焚日、燃焼部 焚口部の幅 10れ、側壁残存高 0.2η 、焚回から傾斜変換点までの長さ 18η、

焼成部と燃焼部の境にあたる傾斜変換点の幅 1.6aを それぞれ測る。焚日から燃焼部にかけては、

「ハ」の字形に開き、焚国の前方には両壁が内湾 して広がる前庭部がある。また、焚回、前庭部の

木面はほとんど水平で、前庭部は地山直上に炭化物を多量に含む黒灰色粘質上が 10cll前 後堆積 して

いた。傾斜変換点付近に設けた第 4東西ベル トの土層では、床面上に焼土や窯壁の混入 した黄褐色

粘土層があり、その上に天丼部が落盤 したと思われる窯壁、焼土がまとまって堆積 していた。

焼成部 全長 5.5η 、最大幅 25η、底面傾斜角21° を測る。床の基底部は傾斜変換点から徐々

に広がり、ほば中央で最大径となる。床はやや外反 しながら緩やかに上り、奥壁近 くで傾斜が急に

なる。第 2東西ベル トあたりは東壁の上部がすでに削り取られていたが、側壁の最 も残っていたと

ころは高さ04η あまりを測り、たちあがりはほぼ垂直である。また、第 3東西ベル トでは床面直

上に甕の破片が多数あり、これらの中には焼台として使用されたと思われるものがあった。さらに

窯の縦断面をみてみると、第 3東西ベル トから燃焼部あたりまで窯壁および焼土が厚 く堆積 してお

り、その上に焼成部の奥部からずり落ちたと思われる窯壁の層がのっていることから、焼成部の前

方がまず破壊され、その後に奥部が壊れたものと考えられた。

奥壁、煙道、灰原 奥壁は基底部がかろうじて残り、「 U」 の字形に湾曲する平面形をもつ。煙

道は確認することができなかった。灰原は前庭部か ら一段下って存在 していたが、大半はすでに削

り取られ、わずかに長さ 1,Oη、輻 18ηの範囲が残っていた。この灰原には須恵器片、炭化物を

多く含む黒色粘土が約 100η あまり堆積 していた。
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出土遺物 ●鞄5図 、第96図 )

窯跡内および灰原から出土 した須恵器には蓋郭、高郭、甦、饗、壺、直口壺、短頸壺等の器種が

ある。このうち最も出土量の多いのが甕胴部の破片で、次いで多いのが蓋郭、高郭、磁、壺などはき

わめて少なかった。出土量の多い蓋郭、高必については 2つの形態に分けられる。

蓋郭 (蓋)Att A類 の蓋は稜にしっかりした段を有するとともに、日縁部はほぼ垂直に下り、

口縁端部内狽Jに 内傾する凹面をもつものである。日縁高は 25帥～ 28伽 あまりを測り、ほとんど

が器壁が厚 く、ばってりした感 じをもっている。日縁端部の内傾する凹面はノミの刃状に鋭角につ

けられているものが多いが、 7の ように大きくたおれて内傾するものもある。口縁部の形態を細か

くみてみると、垂直に下る (2)、 わずかに内頃する (1、 3、 4、 5、 8、 10)、 端部近くで短

く外反する (7)、 やや内湾気味に下る (6、 9、 11)等がある。稜は端部が丸いものが大半を占

めるが、 6の ように断面三角形の凸帯状を呈するものや、 5、 7の ように鋭いものもある。また、

天丼部はやや丸みをもつもの (9、 20、 21)と やや平らなもの (8)があり、回転ヘラ削りが施さ

れている。20は ロクロの回転が左方向である。なお、これらA類の蓋は 1を除き焼成良好で、稜、

回縁部などに古式の須恵器の特徴を備えている。

蓋郭 (蓋)B類  口縁部はやや内傾 して下り、その高さがやや低いもので、稜は段を有する12、

13、 15と 沈線がめぐるものがある。日縁部は内湾気味に下る13～ 15と 内傾する17、 18、 それに、内

湾気味に下り、端部近 くで短 く外反する12、 16、 19があり、全体的に器壁の厚いものが多い。日縁

端部はほとんどA類と同様に内傾する凹面をもつが、 19は 凹みがやや浅 く平坦になっている。天丼

部は欠損 しているものが多い。18はやや平らで、14～ 16はやや丸みをもつものと思われ、回転ヘラ

削りが施されている。なお、14は ロクロの回転が左方向である。焼成は13、 14、 17、 18があよく軟

質であり、その他は良好で、蓋 B類はA類より形態的に少 し退化 している。

蓋郭 (身)A類  たちあがりは 2.O cπ 前後内傾 して伸び、回縁端部に段をもつタイプで、やや外

反気味に伸びる28、 29と 直線的に内傾する30が ある。底部付近まで残っている30の 身は全体的に器

壁が厚 く、口径 12 7 cll、 器高 50銅あまりを測る。受部は厚 く丸みをもち、底部はやや平 ら、また、

底体部に右方向の回転ヘラ営1り が施され、内面の底部にはタタキの痕跡が残っている。焼成はやや

あまく軟質で、胎土に石英、長石を含む。□縁部の破片である28、 29は受部がほば水平に伸び、端

部が尖るシャープなつ くりをなし、29は 器壁が薄 く、受部に重ね焼きをした痕跡が残っている。

蓋郭 (身)B類  たちあがりがA類 より内傾 し、その高さがやや低いもので、A類よりやや退化

した形態をもっている。31は 全体的に器壁が厚 く、焼成はあまい。たちあがりは内傾 して上り、口

縁部内側に段をもち、受部に重ね焼きをした痕跡が残る。また、受部から体部にかけて粘土が くず

れ垂れ下っているところがある。33は 薄造りで、受部は断面三角形を呈 し、たちあがりはやや外反

して口縁端部に至っている。日縁端部は内側を向き外傾する平面をもつ。
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その他の蓋堺 身の底部、蓋の天丼部の破片がある。これらはいずれも回転ヘラ削りが施されて

いる。ロクロの回転方向は左のもの (24、 34、 35、 47、 48、 51)と 右のもの (26、 49)があり、左

回転が多いのは注目される。

高郷 高郭はほとんどが無蓋高郭の破片で、全体の器形が分かるものは 1点 もない。必部および

脚部の破片は蓋郭と同様 2つ に大きく分けられる。また、有蓋高郭の蓋と思われるものが 1点ある。

有蓋高郭 54の 蓋は口縁部を欠いているが、稜径 14.3御 を測る。やや丸みをもつ天丼部の中央に

は高さ 1,O clBの つまみがつ く。天丼部の 3分の 2は 削りが施され、稜にはしっかりした段を有する。

焼成はややもろく、胎土に石英、長石を含む。また、ロクロの回転は左方向である。

高郷A類 郭部は無蓋高界の破片で、日縁部下方にシャープな凸帯 2本がめぐるもの (55～57)

である。日径は55、 56が推定で 10 0cll前後、57は 少 し刈ヽさく150帥 あまりである。口縁部はやや外

反気味に伸び、端部は薄 くて丸い。また、日縁基部の器壁は 05c,あ まりの厚さをもっているが、

2本の凸帯がめぐる体部上端は 0,7帥あまりの厚さを測り、この部分で器壁の厚みが変換 している。

おそらくここで粘土を接合 して回縁部を造ったものと思われる。 56は 2本の凸帯の間に沈線がめ ぐ

り、郭底部に回転ヘラ削りが施されている。 これ らの土器は淡灰色を呈し、焼成は良好、胎上に石

英、長石を含む。脚部は台形ないし方形のスカンを有 し、「 く」の字形に屈曲する脚裾部に沈線を

施すタイプ (61～ 63)である。これらの上器は脚柱部に台形、長方形のスカシを三方に有 し、カキ

目を施す。また、脚裾部は中程に沈線がめ ぐり、その下方は外反 して端部に至っている。焼成は良

好で、62、 63は灰色、61は黄褐色をそれぞれ呈 し、胎土に石英、長石を含む。

高杯 B類 郭部は体部上端にめぐる凸帯がやや丸みをもち、口縁部と体部の器壁に厚みの変化が

ない無蓋高郭 (58～ 60)である。比較的大きな破片である59は 口径 16 7 cllを 測り、日縁部はやや外

反 して伸び、端部は丸い。体部上端にある凸帯は上方のものが丸みをもっているが、下方のものは

上方の凸帯によって生 じた凹線があるために凸帯状に見えている。底体部には回転ヘラ削のが施さ

れ、焼成は良好で、胎土に石英、長石を含む。なお、ロクロの回転は右方向である。60は 回縁部上

半分を欠 くが59と 同様の器形をなしているもので、口径がやや大きい。58の土器は上記の上器と比

べやや薄造 りで、口縁下部にめぐる 2本 の凸帯はA類のようにシャープではないが、わりとしっか

りしている。また、凸帯の上方には 1本の浅い沈線がめぐる。脚部は脚裾部がA類 よりやや退化 し

たものである。64は底部径 10.4c12を 測り、外反気味に下る脚柱部にカキロ、スカシを有する。また、

裾部は「 く」の字形にゆるく屈折 している。65は脚柱部の三方に合形のスカシを有 し、全面にカキ

目を施す。脚裾部は外反 して下り端部に至っているもので、67も 65と 同様な器形をなす。70は 脚部

が外傾 して下り、端部はノミの刃状に尖る。脚部には円形のスカシ、カキロを有する。
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聴  3点 出土 している。 これらは頸部から回縁部にかけての破片で、日縁部は短 く外反 して端部

に至り、口唇部は平 らなものが多い。78は推定口径10.5 clnを 測る。頸部は外傾 して上り、上下に波

状文がめ ぐる。また、日縁部と頸部の境には段がつく。78は 79と 同様な形態をなす。801よ 外傾 して

上る頸部の破片で、波状文がめ ぐり、日縁部との境に 2本の沈線を有する。

直口壷 口縁部から頸部にかけての破片 2点がある。81は 推定口経10.0帥を測り、外傾する頸部

には波状文を施す。日縁部と頸部の境は段をなし、その上に凸帯がめ ぐる。そのため、凸帯 と頸部

上端との間に凹線状の凹みを有する。また、この部分の内面にも段を有し、回縁部と頸部の器壁は

厚みが異なる。色調は淡灰色を呈 し、焼成は良好である。82は やや外傾 して上る頸部から2本の沈

線をへて口縁部に至っている。日縁部はやや外反 して上り、端部は丸い、推定回径 95m、 頸部基

部から日縁端部までの高さ 55働を測る。

短頚壷 87の 1点のみである。推定回径 7.5 cln、 器高 8 1cηを測る。回縁部は外反気味に上り、

端部は丸い。また、肩部から底部にかけては丸みをもって下り、体部下半分には回転ヘラ削りを施

す。 ロクロの回転は右方向、焼成は良好で、胎土に石英、長石を含む。

甕および壷 83～ 86は甕ないし壺の破片である。83は 口縁部が短 く外側に開き、外反 して端部に

至っているもので、頸部との境に凸帯がめ ぐる。焼成はやや不良で、胎土に石英、長石を含む。34

の日縁部は頸部からやや外側に開き、短 く外反 した後、内湾 して端部に至っている。頸部にはカキ

目を施し、焼成は良好である。85は 口縁部が逆「 く」の字形にやや外反 し、端部は薄 くて丸い。頸

部はやや外反気味に上り、全面にカキロを施す。また、86はほば垂直にたち上り、端部は幅広の凹

面をもつもので、日縁部にカキロを施す。

窯跡内から大量の甕ないし壺の胴部片が出土 した。それらの中には外面を上に向けて、その上に

土器を置いて焼いた破片が30点ある。この痕跡は色調が異なっていたり、上にのせた土器の端部が

付着 して残るもので、直径 7.5c12～ 11 2cllの 円形を呈する。このうち11点 あまりを図化 した (88～

98)。 前者に含まれるものとして91～ 93、 95～ 98が あり、後者に含まれるものとしては88、 94、 両

方をもっているものとしては89、 90がある。

次に、器表面のタタキについてみてみると、外面が 4つ、内面が 5つ に細分できる。外面 玉類は

タタキの後にナデを施しているもの、Ⅱ類はタタキの後にカキロをめ ぐらしているもの、Ⅲ類はい

わゆる格子目風並行タタキ、そしてⅣ類はⅢ類の形が少 しくずれたものである。一方、内面はA類

がタタキの後にナデを施 しているもの、 B類がタタキの後にカキロをめぐらしているもの、 C類が

円弧状のタタキ、 D類が浅 く細かい同心円、円弧状のタタキ、 E類が深 くはっきりしたタタキの痕

跡が残るものである。これらのタタキは同一土器の中で調整の異なっている 2つのタイプのタタキ

をもつものもあると思われるが、窯跡および灰原から出土 した壺、甕の破片 360点について器表面

の調整をみてみると、表 2の とおりである。これによると、外面はⅢ類が56%あ まりを占め、 H類

が20%で続き、 I類 8%、 Ⅳ類 7%と なっている。また、内面はD類 23%、 C類 23%、 A類 19%、
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Ⅲ

第 100図 第 1号窯跡出上の壷・甕類拓影図(1)
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B

第 101図 第 1号窯跡出上の壷 。甕類拓影図 (2)
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E類 13%、 B類 3%の比率で、 C、 D類が多い。さらに、内外面ではⅢD類が20%を占め、最も多

くなっている。しかし、 IB類、ⅡB類は 1点 も存在しなかった。

これらのことから、 1号窯跡出土の壺、甕類の器面調整は外面が格子目風の並行タタキで、内面

は浅く細いタタキか円弧状のタタキが入っているものが特徴的であるといえる。

No
図面
番号

器
径

土上
跡

ム
ロ焼

痕 備 考

1
υυ区慎R 9.O cm 土器片付着

2 不 明 土器片付着

3 9,O cm 土器片付着

4 9 2 cll

5 6.9 cn

6 9 5cm

7 2 cm 土器片付着

9,7 cm

9,2 cm

9,O cm、  8 3cm 2回使用

11 不 明

9,O cm

9 0cm

9 4 clll

9 5cm

9 8 clll

17 9 5cm

9 7cm

8 0cn

9 4cm

9 4 clll

9.2 cm、 12 0 cm 2回使用

9.4 clll

7 5cm

8.3 cm

9,O cm

9 7cm

10 0 clll

9 5 clll

9 0cm

9 8cm

表 1 第 1号窯跡出土須恵器器種別比率

表 2 第 1号窯跡出土壷・甕類体部片調整一覧
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ぷ A B C D E 不 明 計

I 6 ユ

2

Ⅲ 7 8 202

Ⅳ 5 2 0

不 明 8 0 0

計

表3 第 1号窯跡焼台使用破片一覧



谷底部の調査

土層堆積状況  1号窯の南側下方の谷底部分は土層が非常に深 く堆積 しており、深い部分で 2.0

ηの深さまで発掘を行った。

1層 は砂層で、耕作土、および耕作のための客上である。 2層 は砂まじりの黄褐色粘質上で、近

現代の遺物を含む。この 1、 2層 は合わせて厚さ 1.0れ に近 く、畑地開墾のため、近年動かされた

土層と考えられる。

3層は暗褐色粘質上で、厚い部分で500側 にわたり堆積 している。須恵器をはじめ、各種の遺物

が出土 したが、もっとも年代の新 しいものは、備前系陶器橘鉢で、およそ室町時代前後のものと考

えられる。この 3層下面は、 4層以下の地形に沿った凹 レンズ状の堆積土を、ほば水平に切ってお

り、 3層堆積前に、一度削平 して整地されたことがうかがわれる。その時期は、備前系陶器の時期

すなわち、およそ室町期頃と考えられる。

4～ 10層 は、ほぼ谷底の地形に合わせて凹んで堆積 しており、各層にはさまれるように堆積する

黒色土 (5層、 7層、10層 )を中心に数多 くの須恵器、土師器、埴輪、窯壁等が出上 した。 こうし

た遺物は、大部分が窯跡関係資料と考えられることから、これらの層は不良品等を廃棄 したものが

堆積 したり、上方の窯や灰原が流出して堆積 した層 と考えられる。

各層の出土遺物をみると、 4～ 7層 からはほば 1号窯と同時期のものから、奈良時代前後のもの

まで、かなり時期幅がみ られる。一方、 8層以下からは 6世紀後半頃の遺物より新 しいと考えら

れるものは出土 していない。よって、これらの土層の堆積時期は、大きく二時期に分かれると考え

られ、 4～ 7層 はほぼ奈良時代前後に、それ以前の窯跡等の流出遺物とともに堆積 し、 8～ 10層 は

6世紀後半頃に堆積 したものであろう。なお、各層内の遺物の出土状況をみると、同一層内でも地

点別に埴輪が集中 したり、近い時期の遺物が集中 して出土 した箇所 もあり、単なる自然流出に

よる堆積とは考えにくい点 もある。また、谷底からは数時期にわたる窯関係資料と考えられる遺物

が出土 しているにもかかわらず、上方斜面か らは 1基の窯跡 (しかも上部が大幅に削平されている)

しか検出されなかったことも考えあわせると、斜面部に存在 した数基の窯跡が大きく二時期にわた

って削平 され、その廃土で谷底を埋めるために廃棄 されたという可能性も考えられる。谷底部より

大量の窯壁片が須恵器等 とともに出土 していることは、それを裏づけるかもしれない。

以下、各層出土遺物について、層別に記 していく。
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焼土と炭化物の混合層

1

2-a
2-b
3

4-a
4-b
4-C
5

6-a
6-b
7

8
9
10

A
B

暗褐色砂質土
黄褐色粘砂土
黄褐色粘質土
暗褐色粘質土
淡褐色粘質土
淡黒褐色粘質土
褐色粘質土
黒褐色粘質土
暗褐色粘質土
暗黄灰色粘質土
黒灰色粘質上
暗褐色粘質上
黄橙色粘質土
黒褐色粘質土

黄褐色粘質土
黒褐色粘質土

,p

第 102図  C地 区谷 底 部上 層 図
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C地区谷底出土遺物 (第 103図 ～第 124図 )

ここからはコンテナ 300箱あまりの須恵器、埴輪、窯壁等を検出した。これ らの遺物は 1層から

10層 にわたって各層に含まれ、二次堆積 したものと思われる。各層ごとに出土遺物をみることにす

る。

1層～ 2層 ほとんどが須恵器の細片で、図化できたのは 1層の 3点である。 1は壺か甕の口縁

部片で、日縁端部は二次加工 した凝口縁風の形態をもつものである。 2、 3は蓋郭の蓋である。 2

は稜が しっかりした段をもち、口縁部はやや内傾 して下る。古い要素をもつものである。一方、 3

は稜に沈線がめぐり、内湾 して口縁端部に至っている。

3層 蓋堺、高郭、高台付婉、短頸壺、壺ないし甕、備前焼橘鉢等が出土 している。蓋杯 (6～

17)は ほとんどが破片である。全体の器形の分かる6は 回径 14 5 clp、 器高 4.0印を測る。天丼部は

やや平らで、回縁部は内湾気味に下り、端部は内傾する凹面をもつ。また、天丼部には右回転のロ

クロを使用 した回転ヘラ削りを施す。 7～ 9は 蓋の口縁部片で、 7は古式須恵器の特徴をもつ。10

～14は蓋の天丼部には回転ヘラ削りを施す。ロクロの回転方向は10が右、11が左である。15～ 17は

蓋郭の身であり、たちあがりはやや内傾 して上り、端部は丸い。高郭は脚部 (19、 20)と 蓋 (4、

5)がある。 4、 5の蓋は天丼部の中央につまみがつき、天丼部には回転ヘラ削りを施す。また、

脚部片である19は底部径 8.9 clBを 測り、脚柱部にはスカシを有 し、脚裾部は「 く」の字形に屈折す

る。20は脚部に円形のスカシをもち、端部はノミの刃状に尖る。18は底部径 7.0帥を測る高台付の

坑である。23は 口径 8 3 cllを 測る短頸壺で、回縁部はやや内湾 して上り、端部は丸 く、体部全面に

はカキロを施す。21、 22は壺ないし甕の破片で、21は 回径12,9 clnを測 り、回縁部はゆるやかに内湾

して上る。一方、22は 口径 225mあ まりの大形のもので、回縁部は玉縁状の丸みをもっている。

24は備前焼の橘鉢である。国縁部は内傾 して上り、端部は丸い。内面には太めの櫛 目が入 り、器

壁はやや薄い。

4層 蓋必、高琢、蓋付婉、憩、器台、壺、甕等が出上 している。蓋必 (2～ 17)は ほとんどが

破片である。全体の器形が分かる 2は推定回径147伽、器高 35帥を測る。天丼部はやや凹み、日

縁部は大きく内湾 して端部に至る。端部は内傾する凹面をもち、また、天丼部には右回転による回

転ヘラ肖1り を施す。 3～ 5は蓋の天丼部片で、 4は右方向、 5は 左方向の回転ヘラ肖1り を施す。 6

～13は 回縁部片で、 6、 7は 古式の要素をもつ。身 (15～ 17)はたちあがりが高く、やや外傾 して

伸び、端部内側に段をもつ16と 、たちあがりがやや内傾 して低いもの (15、 17)が ある。高堺 (1、

26～32)は 蓋 1点、郭部の破片 1点、脚部片 6点がある。 1の蓋は天丼部の中央につまみがつ く。

30は無蓋高郭の郭部片で、日縁部の下方に 1本の凸帯がめぐり、日縁部はやや外傾 して伸び、端部

は丸い。脚部は低脚のものと高脚のものがある。低脚の26は底部径■,6 clLを 測る。脚柱部は内傾 し

て下り、裾部は「 く」の字形に屈曲する。また、脚柱部には 2本 の沈線、三角形のスカシを有する。

29は底部径 8.4例を測る。脚部は内傾 して下り、端部内側に内傾する平面をもつ。そして脚部には
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円形のスカシを有する。27、 28は 底脚高郭の破片で、裾部は内湾 して丸みをもつ。32は 円形のスカ

シを有する脚部の破片である。高脚の31は脚裾部を欠 くが、長方形の 1段スカシを有 し、脚部は下

方で大きく開 く。魅 は回縁部の破片 1点 (25)である。口縁部はやや外傾 して伸び、端部は平らで

ある。また、頭部と口縁部との境には凸帯がめぐり、端部に波状文を有する。蓋付婉 (18～ 24)は

蓋 3点、婉 4点がある。蓋は口縁部が鳥の嘴状を呈 し、器高の低いものである。20は 推定回径169

cln、 器高 1.6伽あまりを測る。21の 婉はやや内湾 して上る口縁部をもち、22～24は高台を有する坑

の破片である。22は 推定底部径 11 l cllあ まりで、やや内湾した高さ0.5伽の高台がつ く。23、 24は

やや高い高台がつ く。33は 3本の凹線をもつ脚部の破片で、器台であると思われる。34～46は壺な

いし甕の頸部から口縁部にかけての破片である。34～38は頸部がやや外反 して上り、口縁部は丸い。

39は 回縁部が「 くJの字形に屈曲し、401よ 内湾 して伸びた後、短 く外反 して端部に至る国縁部をも

つ。また、43は 口縁部の下方に抗線がめぐり、45、 46は 口縁部の下方に断面三角形の凸帯がめぐり、

頸部に波状文を有する。42は ほぼ垂直に伸びる日縁部をもち、41は 口縁部がやや内湾 して上り、端

部は幅広の平面をもつものである。44は推定回径23,lc12を 測る。頸部は内湾 して上り、口縁部は大

きく内傾する。

5層 蓋郭、ぬ、壺がある。48の 蓋郭の蓋は回径14.0旬 、器高 35印 を測る。天丼部はやや凹み、

口縁部は内湾 して下る。端部内側には内傾する平面をもつ。また、天丼部には右回転による回転ヘ

ラ削りを施す。47は蓋天丼部の破片である。49は推定回径 10 0 clBを 測る身で、たちあがりはやや内

傾 して伸び、端部は丸い。また、受部はほば水平に伸び、端部は丸い。50のぬは外反する頸部に波

状文を有 し、日縁部 との境に断面三角形の凸帯がめぐる。口縁部はやや内湾 して上り、端部近 くで

短 く外反 し、端部は平 らである。また、口縁部には波状文がめぐり、推定口径 13.1例 を測る。51、

52は 壺の頸部から回縁部にかけての破片で、51は推定回径 13 5 clBを 測る。頸部は大きく外反 して伸

び、口縁部は丸い。また、52は推定回径 13.5 caを 測り、頸部は51よ りやや立って伸びる。

6層 蓋郭、蓋付婉、高郭、甕、埴輪円筒等がある。蓋郭はいずれも細かい破片で、蓋 (1、 2)

は稜に沈線が入り、国縁端部内側に内傾する凹面をもつ。 3、 4の 身はたちあがりが内傾 して伸び、

端部は丸い。 4は受部が上外方に伸びる。 5～ 7は蓋天丼部の破片で、回転ヘラ削りを施す。 7は

ロクロの回転方向が右である。蓋付婉の底部である 8、 9は高台をもつ。10の蓋は推定回径 180cれ

を測る。国縁部は内湾 して下り、端部は丸 く、天丼部に回転ヘラ削りを施す。11の高郭は底部径―

10 3 clLを 測る。脚柱部は内傾 して下り、長方形のスカシ、カキロを有する。脚裾部上方に凸帯がめ

ぐり、「 く」の字形にゆるやかに湾曲して端部に至る。 12、 13は壺ないし甕の頸部から日縁部にか

けての破片で、12は 口径 21 2 clnを測り、外反する頸部にカキロをもつ。日縁部は頸部から内傾 して

外方に伸びた後、「 く」の字形に上方に伸び、端部に至る。13は 回径23 8 cTEを測る。頸部はやや外

反 して上 り、 2本の凸線とその上に波状文を有する。日縁部は上下が丸 く伸び、内傾 した面をもつ。

14～ 20は 円筒埴輪の破片である。 15、 18はわりとしっかりしたタガをもつが、14、 16、 17、 19、
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20の タガはやや退化 し、その高さは低い。これらの埴輪はいずれも外面に右下りのハケロを施 し、

内面はナデ、指圧痕の調整である。20は 底部の破片である。端部はやや尖り気味で、外面にはヘラ

状工具によるナデを施す。21は底部から外傾 して上方に伸びるもので、外面に縦方向のハケロを施

す土師質の土器である。

7層 蓋郭、蓋付坑、磁、高郭、提瓶、郭、短頸壺、甕、有蓋壺、長頸壺等が出土 している。蓋

郭の轟は古式須恵器の要素をもつものとやや新 しい形態を呈しているものとに分けられる。前者の蓋

(1)は稜に段を有 し、日縁部はほぼ垂直に下り、端部内側に段をもつものである。後者の蓋 (2

～ 8)は口縁部がやや内側にたおれているものである。稜は段のやや退化 したもの (2)、 沈線が

めぐるもの (3、 4、 5、 7、 8)、 稜のないもの (6)が あり、器高は前者の 1と 比べやや低い。

日径は 4、 6が 15,0例～16 0 clpで 大きく、 3、 5、 7、 8は 12 3 clB～ 14.0例 あまりである。これらの

蓋はいずれも口縁端部内側に内傾する平面をもち、天丼部に回転ヘラ削りを施す。 9～ 17は蓋天丼

部の破片である。 9、 10の天丼部はやや丸みをもち、その他は平 ら気味で、いずれも右回転による

回転ヘラ削りを施す。身はたちあがりの形態から4つ に分けられる。すなわち、口縁端部に段をも

ち、 20帥あまりのたちあがりをもつもの (18)、 日縁端部は丸いが、たちあがりが 1.5 clp前 後の

高さを有するもの (19～ 24)、 そして、たちあがりの高さが 13伽前後のもの (25～ 32)、  10c“

前後のもの (33、 34)に 細分できる。18はやや内傾 して伸びるたちあがりをもち、回縁端部内側に

しっかりした段を有する古式の要素をもつものである。19～24の 身は回縁端部が薄 く尖 り気味のも

のが多い。全体の器形の分かる21は 回径 132銅 、器高 4.9御を測る大形のものである。底部はやや

平らで、底体部の 2分の 1に右回転による回転ヘラ削りを施す。また、受部はやや上方に短 く伸び、

端部は丸い。25～ 32は たちあがりが内傾するものとやや外反気味に伸びるものがあり、器高はやや

低い。また、33、 34は たちあがりが大きく内傾 し、その高さが低 く、やや新 しい要素をもつもので

ある。日縁端部は33が薄 く尖り気味で、34は丸い。

蓋付婉の蓋 (35～ 37、 39～43)は凝宝珠様のつまみがつくものと輪状のつまみがつくものがある。前者

は回径が大きく、器高の低い扁平な蓋で、全体の器形が分かる35は 口径17.l cll、 つまみを含めた高さ

2 0 clnを 測る。天丼部はなだらかに内湾 し、回縁部は短 く屈曲し、端部に至る。端部は丸い。つま

みは径 2 5 cll、 高さ 10帥 あまりを測り、天丼部には回転ヘラ削りを施す。36は 回縁部が短 く直立

し、断面が鳥の嘴状を呈する。37は 35と 同様の器形をもつものである。輪状のつまみがつ くものと

しては39～ 43がある。41は 口径125銅 、器高 3.6例を測る。天丼部はほば平らで、ゆるやかに内傾

して下り、口縁部はやや外傾 して端部に至る。端部は鳥の嘴状を呈し、口径 67c12を 測る。輪状の

つまみはやや外傾 して伸び、端部は丸い。42は 口径 13 4cη 、器高 3.4 clB、 つまみの径 7.3印を測 り、

回縁端部は丸い。43は 口縁部が短 く内湾 し、端部内側に凹面をもつ。39は 41と 同様の器形をもち、

40は 器高がやや高 く、日縁部は短 く外傾 し、端部は尖る。38、 44、 45は高台のつ く婉である。38は

口径12 7 clp、 器高 4.5 clB、 底部径 90印をそれぞれ測る。口縁部は内湾気味に上り、端部近 くでわ
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ずかに外反する。441よ やや高めのしっかりした高台がつ く。45は 器壁の薄いやや小さめの高台がつ

く。

醒は回縁部 と体部の破片がそれぞれ 1点 出土 している。52は頸部から口縁部にかけての破片で、

頸部はやや外反 して上り、波状文を有する。日縁部と頸部の境には断面三角形の凸帯がめぐり、日

縁部はやや内湾気味に上り、端部は凹面をもつ。66は 内湾 して下る体部片である。上方に径 1 5 cll

の円孔を有 し、沈線、刺突文等の文様はもたない。

高郭 (53～ 62)は ほとんどが脚部の破片で、低脚のもの (53、 56、 58)、 長脚のもの (54、 55、

57、 59、 60)、 それに、やや新 しい器形をもつもの (61、 62)の 3つ に分けられる。低脚の53は底

部径12.5 clnを測り、やや外反 して下る脚柱部に長方形のスカシ、カキロを有する。脚裾部は短 く内

湾 し、端部は丸い。56は脚柱部に台形のスカシをもち、裾上部に凸帯がめ ぐり、内湾 して端部に至

る。また、58は 内傾 して下る脚部に円形のスカンを有 し、端部は尖り、底部は平らである。そして、

54、 55、 57は ラッパ状に開 く脚部をもち、端部は丸 く、脚部に長方形のスカシをもつ。60は脚柱部

がほぼ直立 して下り、下方で外反 して開 くもので、縦長の 1段スカンをもつ。59は 口縁部を欠 くが、

無蓋高界の破片で、郭底部にクシ状工具による刺突文を施 し、脚部は60のような形態をなすものと

思われる。61、 62は脚部の退化 したもので、ラッパ状に開 く脚部をもつが、その高さは低い。

提瓶は破片が 2点出土 している。64は背面が平 らで、65はやや外反する口縁部をもつ。

67の郭は底部に手持ちヘラ削りを施 し、日縁部はほぼ直立 して伸び、端部は丸い。

63の短頸壷は口径 6.2伽、器高 5.9 clBを 測る。日縁部はやや外反 して上 り、端部は丸い。肩部か

ら胴部にかけて大きく内湾 し、底部は丸い。底体部の 2分の 1に は手持ちヘラ削りを施す。

68～ 70は 壺と思われる口縁部の破片である。68は 口径14 4 clBを測る。頸部はやや外傾 して上 り、

日縁部は丸い、頸部と肩部の境には粘土を接合 した痕跡がある。69は大きく外傾する頸部に端部が

やや尖った日縁部がつく。70は 回縁端部がやや凹んだ平面をもつ。

71は有蓋脚付壺になるものと思われる破片である。頸部はやや外傾 して伸び、日縁部は外反 し、

端部は丸い。頸部と口縁部の境に蓋郭の身のような短い受部をもち、日縁部の器壁は薄い。肩部は

なだらか下り、この部分にカキロを施す。また、内面にはタタキを有する。

72、 73、 76は壺ないし甕の口頸部で、頸部はいずれも外反 して伸びる。口縁部は72が内湾、73は

内傾、そして、76は「 く」の字形に屈曲 している。肩部の内外面にはタタキを有する。74、 75は二

次加工された壺ないし甕の破片である。74は頸部の中程から切 り取 られた口縁部をもち、頸部に 2

本の沈線、波状文を有する。また、75は切 り取って二次的に加工 した回縁部が面取りされて丸みを

もつ。頸部はやや内湾 して伸びる。肩部外面にはタタキの後にカキロを施す。77、 78は 大形の甕の

回頸部片である。77は推定日径 38.6 cllを 測り、頸部には沈線および波状文を有する。日縁下部には

沈線がめぐり、日縁部はゆるやかに内湾 して上る。78は 77と ほば同様の器形をなしているが、頸部

の文様が少 し雑であり、推定回径は35,Omを測る。
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長頸壺は 3点 (79～ 81)出土 している。79は頸部と口縁部の境にゆるやかな段をもち、日縁部は

内傾 して伸びる。頸部の上方に 1本の沈線がめぐる。801ま頸部の中程に 2本の沈線を有 し、回頸部

は大きく外反 して端部に至り、回径 10.8 cllを 測る。81は 日径10.7 clE、 日頸部は外反 して上 り、端部

は丸い。また、端部に 1本の沈線を有する。肩部はやや丸みをもって大きく張り、胴部との境に沈

線がめぐる。

8層  8層から出上 した遺物には蓋郭、高堺、聴、提瓶、短頸壺、器台、脚付壺、壺、甕等の須

恵器のほか、円筒埴輪、土師器がある。蓋郭の蓋は古式の特徴をもつもの (A類 )、 A類が退化 し

たもの (B類 )、 やや新 しい形態を呈するもの (C類 )の 3つ に分けられる。A類の 1、 4は 口縁

部を欠 くが、稜はしっかりした段を有 し、やや平 らな天丼部には左回転による回転ヘラ削りを施す。

日縁部はほば垂直に下るものと思われる。 B類の 2、 3、 5～ 11は稜に段ないし沈線を有 し、回縁

部はやや内傾 して下るもので、日縁端部は Bを除き内側に内傾する凹面をもつ。また、稜に段をも

つ蓋は 2、 3、 7がある。 2は 口径140御、器高 47帥、口縁高 2.6 clBを 測り、天丼部はやや平 ら

で、右回転による回転ヘラ削りを施す。 3はやや丸みのある天丼部をもち、回径 13 3 cln、 器高 4.0

帥、日縁高 20伽 あまりを測り、 2と 比べやや器高が低い。また、 7は稜に明確な段をもち、口縁

部は内傾 して下る。天丼部を欠 くが、この土器は短頸壷等の蓋になる可能性がある。稜に抗線がめ

ぐる 5、 6、 8～ Hは 口縁高が 2 5 clBあ まりのものと 2 0 clB前 後のものがある。前者の 6、 9は他

の上器よりやや大形のもので、 6は 日径 14.5 cln、 器高 5 0 cllを 測る。天丼部はやや丸 く、右方向の

回転による回転ヘラ削りを施す。天丼部の器壁は厚さ 1 5 clpあ まりを測り、口縁端部にむかって公

々に薄 くなる。日縁端部ははっきりした凹面をもたず、丸い。 9は推定口径16 0 clBを測 り、回縁部

はやや内湾 して下り、端部内側に凹面をもつ。稜の沈線は浅い。後者は国縁部が内湾 して下り、回

縁端部内側に凹面をもつものが多い。 しかし、 5は 日縁部がやや内傾して下り、天丼部は平らで、

回径 14.5 clp、 器高 3.l clnを 測る。器高のやや低い蓋である。 C類には12、 15が含まれる。これらの

蓋は口径がやや小さく、天丼部と口縁部の区別がないものである。12は丸い天丼部からそのまま内

湾 して回縁端部に至る。国縁端部内側にはやや丸みをもつ斜面がある。天丼部は回転ヘラ削りを施

し、焼成は良好である。推定回径120銅、器高 32帥 あまりを測る。15は天丼部が平 らで、大きく

屈曲した後、内湾 して口縁端部に至る。口縁部内側には凹面をもち、天丼部は右方向の回転による

回転ヘラ削りを施す。13～ 14、 16～ 19は 蓋の天丼部の破片で、いずれも回転ヘラ削りを施す。身は

口径の推定できる破片が 5点あまりしか出土 していない。20は古式の須恵器の要素をもつ身で、た

ちあがりはやや内傾 して伸び、口縁端部内側に斜面を有する。たちあがりの高さは 2.0印 を測る。

底体部には左方向の回転による回転ヘラ削りを施 し、受部はほば水平に短 く伸び、端部は丸い。推

定回径132帥、器高 55帥を測る。21～ 241ま たちあがりの高さが 1.2c12～ 1.5 cllあ まりで、内傾 し

て伸び、日縁端部は薄 くて丸い。底体部には回転ヘラ削りを施す。推定回径は21がやや刈ヽさく、11,2

cπ あまり、22、 23が 12 8cll、 24は 13 0 cllを 測る。また、たちあがりは23がやや低 く、内傾する角度
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が大きい。なお、25～ 36は 身の小破片、37～ 56は 蓋の小破片で、蓋は稜に沈線が段を有するものが

圧倒的に多い。

高界は低脚と高脚のものがある。低脚高琢は内傾や外反する脚部に長方形等のスカンをもつもの

で、ほとんどが脚部にカキロを施す。脚裾部は凸帯がめぐり、「 く」の字形に屈曲する61、 「 く」

の字形にゆるやかに内湾する57、 58、 59、 60、 やや外傾する62、 それに、脚端部が「ヽ」状に尖る

63が ある。底部径をみてみると、130m～ 13.6 clEの やや大形の57、 58、 10.5銅 あまりの中形である

59、 60、 それに、小形の61、 62がある。63は脚部に円形のスカシをもつものと思われる。高脚の高

郭は脚柱部の上方から外反気味に下るタイプ (64、 65、 67、 69、 70)と ほば垂直に下り、下方で大

きく開くタイプ (66、 68)がある。 これ らの高郭は脚部上方を欠 くものが多いが、スカシは 1段 に

なるものと思われ、脚端部は丸い。

隠は大形甦の体部片と思われるもの (71)がある。71は 体部の最大幅13.8伽 を測り、上方にカキ

目を施す。また、底部は丸 く、器壁は全体的に厚い。内面の底は段をなす。

72は提瓶の背面部分の破片である。73、 74は小形の短頸壺である。73は 回径 52卸あまりを測る。

回縁部は短 く外反 し、肩は少 し張って大きく内湾 しながら底部に至っている。底部には回転ヘラ削

りを施す。741よ 口縁部がやや外傾 して伸び、端部は丸い。肩部はゆるやかに内湾 しながら底部に至

る。底部には手持ちヘラ削りを施す。推定回径 11 0 clpを 測る。

75、 76は 脚付壼等の脚部になるものと思われる。75はやや外反 しながら下る脚部に 3本の沈線と

刺突文、スカシを有 し、底部径 15.2伽 あまりを測る。76は 75と 同様の器形をなし、脚部にクシ状工

具による刺突文がめぐる。

77は底部径が約30.O cllあ まりを測ることから、器台の脚部片と思われる。脚部はやや内湾 して下

り、わずかに内湾した後、端部近 くで短 く外反する。端部内側に内傾する凹面をもつ。脚部は 5本

あまりの幅広の沈線がめ ぐり、波状文および三角形のスカシを上下 2段に施す。

壷甕類 ほとんどが頸部から回縁部にかけての破片である。大半が体部を欠き、壺と甕の区別が

困難なものが多いため、ここでは壺、甕類として取 り扱う。これらの土器は回径が10.O clp～ 14.5 clE

の小形品 (A類 )、 14 5 cη ～250伽 の中形品 (B類 )、 330銅 ～45,0師の大形品 (C類)の 3つ に

大きく分けられる。

A類 (78～ 94、 108)頸 部はやや外反 して上り、口縁部は断面が丸いものが多い。78、 79は頸

部が直立 して上り、日縁部近くで短 く外傾 し、口縁部はやや内湾して端部に至る。801よ 全体的に器

壁が薄 く、81～83は 口縁端部がやや尖る。84～88は 国縁部がやや外方に伸び、端部は丸い。89は外

傾する短い頸部をもち、肩部は大きく外側に張り出す。90は肩部がなだらかに下る。91～94は頸部

がやや外反 して上り、日縁部は直立ないしやや外傾 して口縁端部に至る。 108は壺の回頸部片で、

やや外傾する頸部に凸帯がめぐり、波状文を施す。口縁部は内湾気味に上り、日縁端部側に斜面を

もつ。
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Btt B類 は国縁部の形態から9つ に細分できる。すなわち、口縁部が大きく内湾し、断面の丸

いもの (I)、 回縁部下方に凸帯がめぐるもの (■ )、 口縁部中程が凸帯状を呈するもの (m)、

回縁部が「 く」字形にゆるやかに湾曲するもの (Ⅳ )、 口縁部が直立するやや内傾するもの (V)、

日縁端部が突き出るもの (Ⅵ )、 二次加工された口縁部をもつもの (Ⅶ)、 直回する日縁部をもつ

もの (Ⅷ )、 回縁端部に平面をもつもの (Ⅸ)である。

I(95～ 106)は外反する頸部から外側に短 く開き、大きく内湾 して口縁端部に至るものが多い。

94、 95は やや外反する頸部からそのまま回縁部に至る。99、 106、 107は 肩部が大きく張り、 100

は肩部がなだらかに下る。 これらの上器は体部の内外面にタタキを施す。また、 107は 頸部が短 く

低い。

Ⅱ (109～ 113)は 回縁部下方に 1本の凸帯がめぐり、口縁部が内湾 してそのまま端部に至るも

のと内傾 して上方に伸びる 2つ のタイプがある。前者 (109、 110)は外傾する頸部に 2本の凸帯

がめぐり、凸帯の上下にヘラ描きの文様を施す。後者 (111～ 113)は頸部にカキロをもつ。これ

らの土器は古式須恵器の特徴をそなえている。

Ⅲ (114～ 120、  130、 131)は 114～ 117の ように口縁部の上下が外反 して中ほどが凸帯状を

呈するものとゆるやかに屈曲している 118～ 120、 130、 131の 2つ に分けられる。また、 130、

131は 口縁部が上方にやや伸び、端部内側に段をなす。 116、 117、  119、  130、  131の頸部には

カキロが施され、 116の頸部は器壁が他のものと比べやや厚い。

口縁部が「 く」の字形に屈曲するⅣ (121～ 124、 128、 129、  132～ 134、 169)は 日縁部が

上方に伸び、回縁端部内側に段をもつもの (121、 122、  128、 129)と 回縁部がほぼ直立するも

の (123、 124、 169)、 そして口縁部が内傾 して口縁部下方が外側に飛び出すもの(132～ 134)

に分けられる。 132を除き、頸部にカキロを施 し、頸部はほとんどが外反 して伸びているが、 121、

124、 132は外傾 して上 り、回縁部近 くで短 く外反する。 124は 口縁部上下の端部が鋭い。また、

123、 124は全体的に器壁が厚い。

V(125～ 127、 168)は 回縁部がやや内傾するもの (125、 168)と 口縁部がほぼ垂直に上る

もの (126、 127)に分けられる。 125、 127は 口縁端部内側に段をなし、 127は頸部がやや外反

して開く。また、 168は肩部がやや張り、内外面にタタキを施す。

Ⅶ (135～ 137)は 回縁部が内傾 して伸び、端部近 くで短 く外反 し、端部は外側に短 く突き出て

いる。頸部は 135、 137がやや外傾 して上り、内湾 して口縁部に至っている。また、 136は頸部が

内傾 して伸びる。

二次加工された回縁部をもつⅦ (139～ 143)は頸部の中ほどから切り取って口縁部を新たに造

ったもので、回縁部が内傾するもの (139、 142、 143)と面取 りされて端部が丸いもの (140、

141)の 2つ に分けられる。前者は頸部にカキロを施 し、器壁の厚いものが多い。後者は器壁が薄

く、 140は頸部がやや外傾し、肩部はなだらかに下り、カキロを施す。そして、 141は 頸部にカキ
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第 117図  C地区 8層出土遺物実測図(6)
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目を施す。

直口する口縁部をもつⅧ (144～ 146、 167)は 国縁端部が平らなもの (144、 146)、 斜面を

もつもの (145)、 そして凹面を呈するもの (167)がある。 145は 口縁部にカキロを施 し、 167

は口縁部がやや内傾 し、両肩部には半環状の把手がつ く。また、 144は 口縁部の高さが低 く、短頸

壺になるものと思われる。また、 145、  167は 口径が 16.8 clnあ まりを測る大形品で、 146はやや小

さく、日径12.0印を測る。

Ⅸの口縁端部に平面をもつものは 138の 1点が含まれる。頸部はやや外反 して上り、日縁部はほ

ば垂直で、日縁端部は幅 08勤の平坦面をもつ。

その他、A、 B類の破片 (147～ 164)が ある。

Ctt C類は大形甕の回頸部片で、口縁部下方にしっかりした凸帯がめぐるもの (170、 171)、

やや退化 した凸帯をもつもの (172、 173、 175、 178)、 凸帯のないもの (174、 176)に 分け

られる。

170は 口縁部が逆「く」の字形にゆるやかに屈曲し、上方に伸びる。端部は丸 く。端部内側に段

をなす。頸部はやや外反 して伸び、日縁部近 くに断面三角形の鋭い凸帯がめぐる。また、頸部中ほ

どの上方に 2本、下方に 1本、それぞれ凸帯を有 し、凸帯の上下に一条13本 の波状文を施す。 171

は口縁部下方に 2本の凸帯を有 し、やや外反する頸部には沈線が上下にそれぞれめぐる。凸帯と沈

線の間には一条 7本 の波状文を 2列施 し、沈線間には 1列の波状文がめぐる。

日縁部下方の凸帯がやや退化する 172、 173は 回縁部がやや内傾 して伸び、頸部に幅広の沈線が 3

カ所めぐり、沈線間に波状文を施す。この波状文はカキロの後に摘かれている。また、 175は 口縁

部がほぼ直立 し、 178は内湾 して丸い。

日縁部下方に凸帯が存在 しない 174、 176は頸部に施されている波状文、沈線がやや雑で、 174

は回縁部が逆「 く」の字形に屈曲し、 176は 日縁部ばほぼ直立する。また、 176の頸部は上方で屈

折 し、外方にやや開いて伸びる。

蓋付婉 (180～ 184)8層 から奈良時代のものと考えられるやや時期の新 しい蓋付婉が少量では

あるが出土 している。 180～ 182は 凝宝珠様のつまみがつ く蓋になるもので、日縁部は短 くほぼ垂

直に下り、端部は丸い。 188は 推定口径140帥、器高 32例を測る輪状のつまみのつく蓋である。

また、 184は坑の日縁部片で、日縁部はやや内湾 して伸び、端部は丸い。

埴輪 (185～ 202)埴輪は円筒埴輪で、 185～ 188が日縁部片、その他はタガ部分の破片である。

口縁部は大きく内傾 し、端部に凹面をもつものが多い。タガは 189～ 192、 202がわりとしっかり

したもので、ほかはやや退化 している。また、タガの端部は凹面をもつものが多い。 189は 円形の

スカシを有する。これらの埴輪は外面が右下りのハケロを施 し、内面には指圧痕、ナデ調整が行わ

れている。
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第 119図  C地区 8層出土遺物実測図 (8)
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土師器 (203～ 207)土師器は壺、郭、高郭がある。 203の 壺は小形丸底壷の回頸部片で、国縁

部はやや内湾して上り、端部は丸い。 204の必は底部は丸く、体部と口縁部の境は逆「 く」の字形

に屈折する。日縁端部は丸い。 205～ 207は高郭脚部の破片である。 206は脚部の下方で外側に大

きく開き、外面には縦方向にヘラミガキを施す。 207は 206と 同様の器形をなし、脚端部は丸い。

0

0                10cm

第 120図  C地区 8層 出土遺物実測図 (9)

-129-



‐８９マは

194 195

庁垂虻許
201

)圧
05

第 121図  C地 区 8層 出土遺物実測図位0

-130-

長

F:::::::::::::i::子

ア

!03



と:::こここ:]::::::こさ}1

第 122図  C地 区 9層出土遺物実測図

-131-

珍
―洩 ０

６
砂

⊃

14

?=可 ~¬~~「 ―T―
・

――――――――一二±許

m



9層 蓋堺、高郭、壺、甕が出土 している。蓋界の蓋 (1～ 6)は稜のないものが多い。 1は 回

径12 6 cln、 器高 4 2 clnを 測る。天丼部はやや平らで、日縁部は内湾気味に下り、端部は内側に凹面

をもつ。 2は天丼部がやや凹み、口縁部は内湾して下る。 3は稜部に 2本の幅広で浅い沈線がめぐ

る。 4、 5は蓋の天丼部片で、右方向の回転による回転ヘラ削りを施す。 6は 1、 2と 同様の器形

をなす。身 (7～10)は いずれも小さな破片である。

11は土師器の高郭の破片である。 12の 高郭は有蓋高郭で、たちあがりはやや外反 して伸び、端部

は内側に凹面をもつ。受部はほば水平に短 く伸び、端部は丸い。必底部は回転ヘラ削りを施す。脚

部はやや外反 して下り、円形のスカシを有する。

壼甕類は口径130mあ まりの小形のもの (13、 14)と 口径が21 0 clB～ 250c12の 大形のもの (15、

16)、 さらに、直口壺 (18)がある。13、 14の 回縁部は丸い。15は 国縁部が外側にやや開き、端部

は丸い。18の 直口壺は日縁部がほぼ垂直に伸び、口縁端部はわずかに凹む平面をもつ。

10層 最下層の10層からは蓋郭、高郭、短頸壺の須恵器の他、埴輪、土師器が出上 している。蓋

郭の蓋 (1～ 9)は ほとんどが天丼部の破片である。 1は推定回径15 8 clIを測る。日縁部は内湾 し

て下り、端部内側に斜面をもつ。 4は稜に沈線がめぐる。 2～ 9は天丼部に右回転による回転ヘラ

削りを施す。 3の天丼部には回転制りの後に、ヘラ記号が描かれている。身は口縁端部内側に凹面

をもつものと薄 くて丸いものがある。前者の10はやや外反 して上るたちあがりをもち、受部はほば

水平に短 く伸び、端部は丸い。後者の12は たちあがりがやや内傾 して伸び、底部はやや平らで、回

転ヘラ制りを施す。13は 口縁部を欠 く。底部はやや上げ底で、受部は上外方 に短 く伸びる。 17、 18

は身の回縁部片、19～ 23は蓋の回縁部片である。

36の高邦は脚部にカキロを施 し、三角形のスカシを有する。37の短頸壺は回径 6.2c12を 測る。口

縁部はほぼ垂直に上り、端部は丸い。肩部はなだらかに下り、体部下方に手持ちヘラ削りを施す。

38は 脚付壺の脚部片と思われる。脚部はやや内湾 して下り、脚部中ほどの上下に 2本づつ沈線がめ

ぐる。上方の沈線と雰部 との間にクシ状工具により刺突文、沈線間および脚裾部に波状文を施 し、

長方形のスカシを有する。壺甕類は口縁部の丸い小形のもの (24～ 28)と 中形のもの (29～ 34)、

そして、大形のもの (35)がある。中形のものは口縁部が逆「 く」の字形に屈曲するもの (29)と

日縁部が丸いもの (30～ 34)に 分けられる。

39～41は埴輪片である。39は 円筒埴輪の口縁部片で、日縁端部は内傾 した凹面をもつ。外面は右

下りのハケロを施し、内面は横方向、斜め方向のハケロを施す。40、 41は タガをもっているが、形

象埴輪の破片と思われる。

42～44は土師器である。42は 高郭の脚部片、431ま 甕の回縁部、そして、44は郭である。441よ 器壁

が厚 く、推定回径12 9 clEを測る。
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第 123図  C地 区10層出土遺物実測図 (1)
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第 124図  C地区10層 出土遺物実測図 (2)
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0)D地 区

調査区東端の調査区内最高所

にあたる丘陵頂上部が D区であ

る。頂上部には約60η ×35旬 に

わたるなだらかな平坦面があり、

その周囲は段状に加工され、南

側には一部石垣状の積石がみら

れたため、当初城跡の可能性を

考えて試掘に入った。幅 3紐 の

トレンチを東西40窮、南北27η

の長さで設定 し、試掘 した結果、

ほぼ調査区全域にわたって、深

い部分では 2η以上の深さまで

粘土採取による撹乱が行なわれ

ていたことが明らかになった。

土地の人の話によると、戦後間

もなく石州瓦生産のための粘土

採取が、 D地区周辺を中心に大

がかりに行なわれたらしく、そ

のため、 D地Ⅸに存 した遺構等

は、破壊されたと考えられた。

なお、南北方向 トレンチの南

端付近で、撹乱土層内より須恵
第 125図  D地 区地形測量図、

器高堺片が出土 している (第 126図)。 脚部片で、浅い凹線状

の沈線をはさんで、その上下に長方形の透かしがはいる。大半

を欠損 しているため、明確ではないが、およそ 6世紀後半～ 7

世紀初頭のものと考えられる。こうした遺物の存在や、 D地区

が平野を見下す古墳築造の好適地であることを考えると、既に

消滅 しているものの古墳がD地区に存在 していた可能性は大き

いといえよう。

m

トレンチ配置図

イ _ャ _______― }m

第 126図  出土遺物実測図
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2.出土土器観察表 第1号墳
凶 面
番 号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼 成 色  調 備 考

9-1

(P13)

短

頸

壷

口 径  79
残存高  66

口縁部はほぼ垂直に立ち上 り、端部 は丸ヽ

頸部 は内傾 して下 る。

面
　
　
面

面

外
　
　
内

内

回転ナデ

ー部に指圧痕有

回転ナデ

回転ナデ

微砂粒

を多量

に含む

良  好 淡灰色

9-2

(P13)

吉同
　
　
孫

日径径  不駒

残存 高  37
口縁部はやや外反して立ち上り、端部は丸
い 。

外面 不底部 に回転ヘ

ラ肖Jり

他は回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

９．３　　い

古
向
　
　
不

明

明

不

不

径

古
同

回

器

脚部は内傾して下り、 2条の沈線をめぐら

す。

面
　
　
面

外

　

内

カキロ

回転ナデ

微砂粒

を含む

良 好 青灰色

9-14

(P13)

不
（土
師
器
）

明

９

０

不

０

＆

径

吉
回
径

存

部

口

残

底

底部は平 ら

□縁部、体部欠損

外面 糸切 り

内面 風化のため不明

を粒

む

砂

含

やや不

良

黄褐色

9-15

(P13)

蓋
杯
（
身
）

径

古
回

口

器

113
39

たちあが りは内傾 し、端部は丸い。受部は

やや上外方に仲び、端部は丸い。底部 はや

や浅 く、平 ら。

外面 底部は回転ヘ ラ

削 りの後、板状

工具 によるナデ

を施す。

中央部はナデで

他は回転ナデ

内面

微砂粒

を含む

良 好 青灰色 ロクロ

の回転

右方向

9-16

(P13)

蓋
杯
（
身
）

回 径  110
残存高  31

たちあが りは内傾後、短 く外反 し、端部 は

丸い。

器壁は全体的に薄 い。

輌
　
　
輌

回転ナデ

回転ナデ

倣 υ 種

を含む

不

　

質

やや

良

軟

白灰色

9-17

(P13)

蓋
不
（身
）

径
稿

口

残

103
45

たちあが りは内傾 し、端部は丸い。

受部は水平 に伸び、端部は丸い。

底部 は深 く、やや丸い。

外面 底部は回転ヘラ

肖」り

他は回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒 を

含む

良  好 晨灰 色 ロクロ

の回転

右方向

9-18

(P13)

蓋
不
（身

）

径

古
向

日

器

114

40
たちあが りは内傾 後、短 く外反 し、端部は

丸い。

受部はほぼ水平 に伸 びる。

底部はやや浅 く、平 ら。

外面 底部は回転削 り
の後、板状工具
によるナ デを施

し、 さらにナデ

で消去す る。

回転 ナデ内面

を粒

む

砂

含

良  好 淡灰色 ロク ロ

の回転

右方 向

9-19

QP13)

蓋
杯

（身

）

径

古
同

日

器

たちあが りは短 く内傾 し、端部 は丸い。

底部は浅 く、やや平 ら。

外面 底部に回転ヘラ

削り

他は回転ナデ

内面 ナデ、回転ナデ

多量に

砂粒を

含む

良  好 環次色 ロクロ

の回転

右方向

9-20

1P13)

蓋
芥
（身
）

径

古
ロ

日

器

たちがあ りは短 く内傾 し、端部は丸い。

底部 は浅 く、やや平 ら。

外面 底部はヘラ削り

他は回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

やや小

良

浸 殆

9-2]

(P13)

蓋
不
（身
）

径

一局

□

器

120
38

たちあがりは内傾 し、端部は丸い

受部は上外方 に伸 びる。

底部は浅 く、やや平 ら。

外面 底部は回転削 り

の後、ナデを施

す

内面 回転ナデ

に

を

重

粒

む

多

砂

含

良  好 濃灰色

9-22

(P13)

霊
不
（身

）

回 径 不 明

残存 高

受部は上外方 に伸び、端部は丸い。

底部 は平 ら。

外面 底部は板状工具

によるナデを施

した後、回転削

りをめ ぐらす

回転ナデ内面

少種を

含む

艮  好 緑k色 ロクロ

の回転

右方向
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凶 血
番 号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

9-23

(P13)

蓋
不

（
身
）

径

高存

口

残

不明

20
底部は平 ら。 外 面 底部 は板状工具

によるナデを施

した後。回転肖1

りをめ ぐらす

回転ナデ肉 面

砂粒を

含む

やや不

良

緑灰色 ロク ロ

の回転

右方向

10-24

014)

蓋
不

（
蓋
）

径

吉
回

口

器

130
45

日縁部は内湾気味に下 り、端部は内傾す る

平面をなす。

天丼部はやや高くれい。

外面 天丼部に回転削

り

他は回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色 ロクロ

の回転

右方向

10-25

(P14)

蓋
不

（
蓋
）

回 径  130
残存高  35

回縁部は内湾気味に下 り、端部はやや内傾

し丸味 を帯びた平面をなす。

天丼部欠損。

外面 天丼部は回転削

り

他 は回転 ナデ

内面 回転 ナデ

看干砂

粒 を含

む

艮  好 濃灰色

10-26

(P14)

蓋
不

（
蓋
）

径

古
向

□

器

134
43

回縁部はやや丸味を もって下 り、端部付近

で短 く外反す る。

端部は丸い。

天丼部はやや高 く、わず力Wこ 丸い。

外 面 天丼部は回転削

りの後、板状工

具によるナデを

施す

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 青灰色 ロク ロ

の回転

右方向

10-27

(P14)

蓋
杯

（
蓋
）

径
補

日

残

口縁部は短 く外反 した後、丸味を もって下

り、端部は鋭 い。

外面 天丼部に回転削

り

他は回転ナデ

内面 回転ナデ

多量に

砂粒を

含む

良  好 濃灰色 口

転

向

ク

回

方

口

の

右

10-28

(P14)

蓋

径

吉
回

口

器

122

39
回縁部は内傾 して下 り、端部 は丸 くて薄 t

天丼部はわずかに丸味を もつ。

短頸壷の蓋 と思われ る。

外面 天丼部に回転削

り

□縁部は回転 ナ

デ

内面 ナデ、回転ナデ

多量 に

砂粒を

含む

良 好 灰  色 ロクロ

の回転

右方向

10-29

(P14)

蓋

径

昔回

口

器

回縁部は内傾して下り、端部は丸い

天丼部は浅くて平ら。

外面 天丼部に回転削

り

日縁部は回転ナ

デ

内面 ナデ、回転ナデ

多量 に

砂粒を

含む

良 好 青灰色 ロクロ

の回転

右方向

10-30

(P14)

蓋
不
（蓋
）

径

古
同

回
跡

口縁部は内湾気味に下 り、端部は丸い。

天丼部欠損。

面

　

面

外

　

内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

10-31

(P14)

提
瓶

（
？
）

口 径

残存高

頸部は外湾気味に伸び、日縁端部は薄くて

丸い。

体部、底部共に欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 青灰色

10-32

(P14)

立
甚
屈
（

，
じ

口 径

残存高  40
頸部は外傾 して上方に伸び、 口縁端部は丸

ヤヽ。

面
　
　
面

外

　

内

カキロ

回転ナデ

多量 に

砂粒を

含む

良  好 灰  色

10-33

014)

不
　
　
明

明

明

小

不

倫

一］同

内湾す る体部を もつ。 外 面 カキ ロの径 、ナ

デを施す

ナデ、回転 ナデ内面

砂 粒を

含む

良  好 淡灰色

10-34

(P14)

提
瓶
（
？
）

口 FX■ 不 明

残存高  65
提瓶体部前面の破片 と思われる。 外向 カキ日

内面 横ナデ

砂粒を

含 む

良 好 淡灰色
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番 号
樫
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色 調 偏  考

10-35

(P14)

平

　
　
瓶

径

古
回

口

器

口頸部はやや外傾 して上方 に仲び、端部は

丸い。

肩体部 は大き く内湾 し、底部は平坦。

外面 体部か ら底部に

かけて回転ヘラ

肖Jり

他は回転ナデ

内面 ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 黄灰色 ロク ロ

の回転

右方向

10-36

(P14)

提

　
　

瓶

口 径  65
器 高  171

回頸部は外傾 して上方 に伸 び、端部付近で

短 く外反す る。

端部は丸い。

頸部に 2条の沈線 をめ ぐらす。

肩体部は内湾 して下 る。

肩部にボタ ン状の貼 り付 けがあ る。

外面 カキロ

内面 ナデ、回転ナデ

砂粒 を

含む

良 好 黒灰色

H-37

(P15)

百回
　
　
不

径

古
回
径部

口

器

底

外部のたちあが りは内傾 して伸 び、端部は

丸い。

不底部はやや丸味を もつ。

脚部はラッパ状 に開き、 2条の沈線をめ ぐ

らす。

脚端部はやや凹んだ平面を もつ。

外 面 外底部にカキ ロ

他は回転ナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

11-38

(P15)

盲回
　
　
界

回 径 110
残存高  42

不部のたちあが りは内傾 して上 り、端部付

近でわずか に外反す る。

□縁端部は丸い。

受部はわずかに上外方に伸 び端部は丸い。

不底部はやや丸い。脚部欠損。

不底部にカキロ

他は回転ナデ

ナデ、回転 ナデ

外面

内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

H-39

(P15)

古向
　
　
芥

器 高  97
径ロ 外の回縁部 はやや外反 して伸 び、端部 は薄

くて 丸い。

不底部はやや浅 く、平 ら。

脚部は内傾 して下 った後、大 き く外湾 して

端部 に至 る。

外面 不底部にカキロ

他は回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

多量に

砂粒を

含 む

良 好 青灰色

11-40

(P15)

古向
　
　
芥

回 径

残存高

明

５

不

ａ

外部はやや内湾 して伸び、不底部は丸い。

脚部は外湾 して下 り、 2条の沈線 を 2か所

に施す。

三方に長方形のス カンが 2段に穿たれてい

る。不端部、脚端部共 に欠損。

外面

内面

不底部にカキロ

他は回転 ナデ

ナデ、回転 ナデ

砂粒を

含む

良 好 黒灰色

11-41

(P15)

吉回
　
　
孫

回 径

残存高 57

不の 回縁部は体部 との境 に沈線を有 した後

やや内湾 して伸び る。

日縁端部は丸い。

脚部の三方 にスカンがある。

脚部の大半 欠損。

外 面

内面

芥底部にカキロ

他 は回転ナデ

ナデ、回転ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 灰  色

11-42

(P15)

吉
回
　
　
外

日 径  不明

残存高  90
不底部は平ら。

脚部は外湾して下り、2条の沈線がめぐる

三方にスカンを有する。

不の回縁部および脚部下方欠損。

外 面

内面

外底部にカキ ロ

他 は回転ナデ

ナデ、回転 ナデ

砂粒 を

含む

良 好 黒灰色

11-43

(P15)

古
向
　
　
不

口 径  不 明

残存高  87
底部径  70

不ほ部は平 らで内湾 しなが ら上万に伸 びる

外部は内湾気味に下 り、 2条の沈線かめ ぐ

る。

脚底部は短 く外反す る。

不の回縁部欠損。

内面

外 面 不底部にカキロ

他は回転ナデ

ナデ、回転 ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

灰  色

ユー44

(P15)

吉
回
　
　
不

径

吉
同
径部

回

器

底

不の日縁部は内湾気味に伸 び、 回縁端部近

くに 1条の沈線が め ぐる。

不底部は浅 く、平 ら。

脚部は外湾気味に下 る。 2条の沈線を有す る。

脚底部は短 く外反する。

外面 不底部 にカキロ

他は回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

多量に

砂粒を

含む

やや示

良

茶灰色

11-45

(P15)

古
［
　
　
不

0口 径

器 高  109
底部径  90

外の日縁部はやや肉傾気味に立 ろ上 り、 3

本の四線が め ぐる。

口縁端部は丸い。

不底部はやや丸味を もつ。

脚部は外反 して下り、脚底部は短 く外反する。

外面 不辰部は回転削

り

他 は回転ナデ

内面 ナデ、回転ナデ

多重に

砂粒を

含む

やや令

良

茶 褐色

11-46

(P15)

古
呵
　
　
芥

147
10 0

10 5

径

古
向
径部

口

器

底

不の 回縁部は内湾気味に伸び、端部は丸 t

外底部はわずかに丸みをもつ。

脚部 は外湾 して下 る。

脚底部は短 く外反 してい る。

外 面 回転ナデ

内面  ナデ、回転 ナデ

に

を

量

粒

む

多

砂

含

良  好 灰  色

-139-



凶  四

番 号
櫻
類 法   昆 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

11-47

(P15)

吉
回
　
　
不

口 径  140
残存高  45

杯の回縁部は内湾気味に上り、短く外反し

環を霊鶏:≡毛乳味をもつ。
脚部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

多量に

砂粒を

含む

やや不

良

黒灰色

11-48

(P15)

一局
　
　
杯

明

明

不

不

径

高

□

器

不部は内湾気味に伸 びる。

日縁封,、 脚部共 に欠損。

外面 不底部 は回転削

り

内面 中央部にタタキ

他 は回転ナデ

多量 に

砂粒を

含む

良  好 黄灰色 ロクロ

の回転

右方向

11-49

(P15)

古
同
　
　
不

日 径  134
残存高  47

不の 回縁部はやや外湾 して伸 び、端部は丸

ヽヽ。

不底部は若子の丸味を もつ。

脚部欠損。

外面 不底部は回転削

り

他は回転ナデ

内面 ナデ、回転ナデ

多量に

砂粒を

含む

良  好 青灰色 Clク ロ

の回転

右方向

11-50

(P15)

古
同
　
　
芥

明

明

０

不

不

ｍ

径

吉回
径部

口

器

底

脚部は外湾気味に下り、底部は短く外反す

る。

脚部の大半、不部欠損。

画
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

多量に

砂粒を

含む

良  好 灰  色

11-51

(P15)

盲
同
　

　

芥

明

明

０

不

不

‐０

径

古
同
径部

日

器

底

脚部は ラッパ状に開き、短部は短 く外反す

る。

脚部の上方及び不部欠損。

外面 回転 ナデ

内面 回転 ナデ

多量 に

砂粒を

含む

やや不

良

茶灰色

第 2号 墳

32-1

(P23)

蓋
不
（蓋
）

径

吉回存

口

残

日縁部は内湾気味に下 り、端部付近でわず

かに外反す る。

日唇部内側に内傾す る段 を もつ。

天丼部の一部欠損。

外面 天丼部は板状工

具によるナデの

後、回転削 りを

施す。

内面  ナデ、回転 ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 灰  色 ロクロ

の回転

右方向

32- 2

(磁3)

蓋
不

（蓋
）

回 径 132
器 高  36

口縁部は内湾気味に下 り、端部は内傾する

平面をなす。

天丼部はやや低 く、平 ら。

外 阿 入汗部 は回転 ヘ

ラ肖」り

他は回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

やや不 淡灰色 ロクロ

の回転

右方向

32- 3

023)

蓋
芥

（
蓋
）

口 径

残存高

２

多

口縁部は内湾 しなが ら下り、端部付近で外

反す る。

端部は薄 くて丸い。

天丼部欠損。

回転 ナデ

回転 ナデ

面
　
　
面

外
　
　
内

砂粒を

含む

良  好 灰 色

32- 4

●23)

蓋
芥

（身
）

110径

古
向

回

器

たちあが りは内傾 して伸び、端部付左 でわ

ずかに外反す る。

受部はほば水平 に伸 び、端部は丸い。

底部は深 く、平 ら。

外 国  は 司Stよ 凹 私 日Jり

不整方向のヘ ラ

肖」り

他は回転ナデ

内面 ナデ、回転ナデ

を粒

む

砂

含

艮  好 灰  色

32-5

(P23)

蓋
芥

（身
）

日 径  120
器 高  29

たちあが りはやや内湾気味に伸 び、端部近

くでわずかに外反す る。

端部は丸い。

受部とたちあがりの境に沈線状の凹みがある。

底部は浅 く、平 ら。

外 面 底部は板状 工具

によるナデの後

回転削 りを施す

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

ややイ

良

淡灰色 ロク ロ

の回転

右方向

32-6

(P23)

蓋
不
（身
）

径

古
同

口

器

たちあが りは短 く内恨 し、端脅∫は丸い

受部は内湾気味に伸 び、端部は丸い。

底体部は中程で大 き く湾曲 している。

底部はやや丸みをもつ。

外曲 底当;は 回転ヘ ラ

肖」り

他 は回転ナデ

内面 回転 ナデ

含 む

艮  好 灰  色

自然釉

付着

-140-



凶 面
番 号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎 土 焼  成 色  調 備 考

32- 7

(P23)

蓋
外
（身
）

径

古回

回

器

不明

示明

底部は平 ら。

日縁部、底体部の一部欠損。

外 面 底部は回転ヘ ラ

肖」り

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

不
　
　
質

やや

良

軟

淡灰色

32-8

(P23)

蓋
杯

（蓋
）

明

明

不

不

径

古
向

□

器

天丼部はやや丸みをもつ。

天丼部の一部、日縁部欠損。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ肖1り

内面  ナデ、回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色 ロクロ

の回転

右方向

32- 9

KP23)

蓋
付
坑
（
蓋
）

口 径 154
残存高  32

天丼部 は低 く、なだ らかに内湾 して下 る。

天丼部中央につ まみがつ く。

日縁端部に短い身受けかえ りを有す る。

面
　
　
面

外

　

内

風化のため不明

夙化のため不明

砂粒を

含む

良

質

不

軟

白灰色

32-10

(P23)

蓋
付
婉
（蓋
）

回 径  80
残存高  18

天丼部は低 く、なだ らかに内湾 して下 る。

端部に短い身受 けかえ りがつ く。

天丼部中央につ まみがつ く。

外面 天丼部 は回転ヘ

ラ削 り

内面  ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色 外面に

自然釉

付着

32-11

(P23)

蓋
付
坑
（身
）

径

古
同

日

器

口縁部はほぼ垂 直に上 り、端部は薄 くて丸

ヽヽ。

底部は平 ら。

外面 底部は回転ヘ ラ

削 り

内面 不整方向の ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含 む

やや不

良

自灰色 口

転

ク

回

口
　
の

32-12

(ワ3)

蓋
付
娩
（身
）

径

古
回

回

器

回縁部は外傾 して上 り、端部付近で短 く外

反す る。

端部は外湾 した平面 をもつ。

底部は平 ら。

外面 底部は不整方 向

のナデ

他は回転ナデ

回転 ナデ内面

多量に

砂粒を

含 む

良  好 仄  色

32-13

(P23)

蓋
付
婉
（身
）

回 径  120
器 高  40

口縁部は外傾 して伸び、端部付近でわずか

に外反す る。

端部は薄 くて丸い。

底部は若千 内湾す る。

外面 底部は板状工具

によるナデの後

回転削 りを施す

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

合む

良 好 黒灰色

32-14

●23)

蓋
付
境
（身
）

径

高

日

器

118
40

回縁部は内湾気味に上 り、端部付返で ゆる

やかに外反す る。

底部は上げ底気味。

外 面 横 ナ デ

底部は板状工具

によるナデの後

回転ナデを施す

内面 回転 ナデ

り租空

含む

艮  好 浸 k色

32-15

1P23)

芥
（土
師
器
）

回 径

器 高  40

回縁部は外傾 して上 る。

やや内傾す る高台を もつ。

利
　
　
利

面
　
　
面

外
　
　
内

砂Tlrを

含む 良

亦 褐 色

32-16

(P20

吉回
　
　
界

明

明

不

不

径

吉
向

口

器

脚端部 は 丸 い。 回
　
　
面

外
　
　
内

狛＼り弓

回転 ナデ

含 む

艮  好 濃灰色

第 3号 墳

58-1

ω56)

蓋
不

（蓋
）

器 高  31 面をもつ。

天丼部は低く平ら。

具によるナデの

後、回転ヘ ラ削

りを施す

内面 ナデ、回転 ナデ

含む 良

炊  色 EJク ロ

の回転

右方向



凶  回
番  号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備 考

58-2

(P56)

蓋
不
（蓋
）

口 径  143
器 高  40

回縁部は内湾 して下 り、端部付近でわずか

に外反す る。

端部は内傾する凹面を もつ。

天丼部はやや高 く、わずかに丸い。

外面 天丼部は板状工

具によるナデの

後、回転ヘ ラ削

りを施す。

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒 を

含む

やや不

良

緑灰色 ロクロ

の回転

右方向

58- 3

(P56)

蓋
不
（蓋
）

径

古
回

口

器

141

31
口縁部は内湾 して下 り、端部は内傾す る平

面 を もつ。

天丼部はやや低 く、わずかに凹む。

外面 天丼部は板状工

具によるナデの

後、回転ヘラ削

りを施す。

ナデ、回転ナデ内面

砂粒 を

含む

良  好 灰  色 ロク El

の回転

右方向

58-4

(P56)

霊
不
（蓋
）

径

高

口

器

14 0

36
口縁部はやや内傾 して下 る。

端部は内傾す る凹んだ面を もつ。

天丼部はやや低 く、わずか に丸い。

外 面 天丼部は板状工

具によるナ デの

後、回転ヘ ラ削

りを施す。

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色 ロクロ

の回転

右方向

58-5

(P56)

蓋
不
（蓋
）

口 径  141
残存高  44

日縁部はやや 内傾 した後、端部付近で垂直

に下る。

端部は内傾す る平面を もつ。

天丼部 はやや高 く、丸味をもつ。

天丼部 は一部欠損。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ削 り

内面 ナデ、回転 ナデ

多量に

砂粒を

含む

良  好 灰  色

58- 6

(P56)

蓋
不
（蓋
）

径

吉
同

日

器

135

44
口縁部は内傾 して下 り、端部は丸い。

天丼部は高 く、やや丸い。

面

　

　

　

面

外

　

　

　

内

天丼部は回転ヘ

ラ肖」り

ナデ、回転ナデ

に

を

量

粒

む

多

砂

合

不  良 白灰色

58- 7

は56)

轟
不
（身
）

口 径  125
器 高  30

たちあが りは短 く内傾 し、端部は丸い。

受部は上外方 に伸 び、端部は丸い。

底部は低 く、平 ら。

外面 底部は回転ヘ ラ

肖」り

他は回転ナデ

内面 ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 灰  色 ロク ロ

の回転

右方向

58- 8

(P56)

蓋
不
（身
）

径

高

口

器

132
31

たちあかりは内湾した後、端部付近で外湾

する。

端部は薄くて丸い。

受部は上外方に伸び、端部は丸い。

底部は低く、平ら。

外面 底部は板状工具

によるナデの後

回転ヘ ラ削 りを

施す。

内面  ナデ、回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色 ロクロ

の回転

右方向

58- 9

曾56)

芥

径

古画

口

器

回縁部 は内湾気味に伸び、端部近 くで垂直

に上 る。

端部は丸い。

底部は深 く、若千丸味をもつ。

外面 底部は回転ヘ ラ

肖∬り

他は回転ナデ

内面 ナデ、回転 ナデ

多量 に

砂粒を

含 む

不  良 自灰 色 ロクロ

の回転

有方向

58-10

●56)

聴

径

一局

回

器

不明

不明

頸部は ラッパ状 に開き、波状文がめ ぐる。

日縁部、体部欠損。

外 面 カキロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

58-11

(P56)

磁

明

明

不

不

径

吉
回

回

器

顎部はラッパ状 に開き、波状文がめ ぐる。

口縁部、体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

不  良 自灰色

59-12

(P57)

蓋
不
（蓋
）

径

古同

日

器

日縁部 はゆるやか に外湾 し、端部 に短い男

受けかえ りがつ く。

天丼部はなだ らかに内湾 して下 り、中央に

乳頭状のつまみがつ く。

外面 天丼部はカキロ

他は回転削 り

回転ナデ

内面 ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

59-13

●57)

蓋
界
（蓋
）

径

古
向

口

器

天丼部は低 く平 らで、中央 に乳頭状のつま

みがつ く。

日縁端部に短い身受 けかえりを もつ。

外面 天丼部 はカキ日

他は回転ナデ

内面  ナデ、回転 ナデ

砂 祉 仕

含む 良

灰  色

-142-



凶 薗
番 号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備 考

59-14

(P「J7)

蓋
不
（蓋
）

径

吉
回

日

器

天丼部はなだらかに内湾して下り、口縁端

部付近で短く外反する。

天丼部中央に擬宝珠麒つつまみがつく。
日縁端部内talに 短い身受けかえ りをもつ。

外面 天丼部はカキロ

他 は回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

合む

やや不

良

淡灰色

59-15

(P57)

蓋
不
（蓋
）

径

古
向

日

器

79
21

天丼部は低 く、やや丸い。

中央に擬宝珠状のつ まみがつ く。

日縁端部内側に短い身受けかえ りをもつ。

外面 天丼部 は回転削

り

他は回転 ナデ

内面 ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

59-16

(P57)

蓋

不

（
蓋

）

径

古
同

日

器

86
21

天丼部は低 く、わずかに丸い。

中央に擬宝珠状のつ まみがつ く。

日縁部内側 に短い身受けかえ りを もつ。

外 面 天丼部は回転削

り、ナデ

他は回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

59-17

(P57)

蓋
不
（身
）

`ヨ

 径  92
器 高  31

日縁部はやや外傾 して上 り、端部は薄 くて

丸い。

底部はやや丸味を もつ。

外面  国縁部は回転ナ

底部 は回転ヘ ラ

肖Jり

内面  ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 灰  色 ロク ロ

の回転

右方向

59-18

(P57)

蓋
必
（身
）

径

高

日

器

90
31

口縁部はやや外傾 して上 り、端部は丸い

底部 は平 ら。

外面 回縁部は回転ナ

底部は回転ヘラ

肖Jり

内面 ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 灰  色 ロクロ

の回転

右方向

59-19

(P57)

蓋
不
（蓋
）

径

古
同

日

器

115

26
回縁部は短 く内傾 し、端部は丸い。

天丼部は低 くて丸味を もち、 中央 に凹状の

つまみがつ く。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ肖1り

内面 ナデ、回転ナデ

多量 に

砂粒を

含む

良 好 灰  色

59-20

(P57)

蓋
不
（蓋
）

回 径  120
器 高  23

口縁部はやや外傾気味に短く下り、端部は

鳥の嘴状に断面三角形を呈する。

外面 自然釉付着のた

め不明

内面  ナデ、回転ナデ

多量 に

砂粒を

含む

良 好 濃灰色

59-21

(P57)

蓋
芥
（身
）

口 径  113
器 高  38

口縁部は外反気味 に立ち上 り、端部は丸い

底部 はわずかに丸味を もつ。

外面 底部は回転ヘ ラ

肖」り

他 は回転ナデ

内面  ナデ、回転 ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 灰  色

59-22

(P57)

蓋
付
娩
（蓋
）

口 径 170
器 高  26

口縁部は短く内傾し、端部は鳥の嘴状を呈

する。

天丼部は低く、ゆるやかに下って日縁部に

至る。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ削りの後、ナ

デを施す。

ナデ、回転ナデ内面

多量 に

砂粒 を

含 む

良 好 灰  色

59-23

057)

蓋
付
坑
（身
）

径

吉
回
径台

口

器

古
回

16 1

44
110

日縁部は外倹して上り、端部は丸い。

底部は平らで、高台をもつ。

外面 底部は回転ヘ ラ

削 り

他は回転ナデ

内面  ナデ、回転 ナデ

多 量

砂粒を

含む

良  好 灰  色

59-27

(P57)

長

頸

壷

明

明

不

不

径

古
回

日

器

肩部は内傾 して下 り、「 く」の字 形に屈曲

して体部に至 る。

外 面 肩部は自然釉付

着のため不明

体部は回転ヘ ラ

肖」り

回転ナデ内面

多量 に

砂粒を

含む

良  好 灰 色

59-28

(P57)

吉
同
　
　
芥

明

明

不

不

径

古
回

日

器

不底部は平ら。

脚部は外反気味に下る。

面
　
　
面

外
　
　
内

風化のため不明

風化のため不明

砂粒を

含む

不  良 日炊色
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第 4号 墳

図 面
番 号

種
類 法 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎 土 焼  成 色  調 備  考

63- 1

(P62)

蓋
界
（
蓋
）

回 径  122
器 高  37

回縁部は内湾 して下 り、端部付近でほぼ垂

直 に屈曲す る。

端部内側に内傾する凹面を もつ。

天丼部はほぼ平 ら。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ肖Jり

他 は回転ナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

緑灰色

63- 2

(岡2)

蓋
不
（
身
）

径

古
阿

口

器

107

37
たちあが りはやや内湾気味 に伸び、端部は

薄 くて丸い。

受部はほぼ水平 に伸び、端部は丸い。

底部は深 く、平 ら。

外 面 底部 は回転ヘ ラ

削 りの後、板状

工具によるナデ

を施す。

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

63-3

(P62)

蓋
不
（蓋
）

□ 径  121
器 高  29

回縁部は内湾 して下 り、短 く外反後、垂直

に屈曲 して端部 に至 る。

端部は薄 く、丸い。

天丼部は低 くてほぼ平 ら。

外 面 天丼部 は回転 ヘ

ラ削 り

他は回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

緑灰色 ロクロ

の回転

右方向

63-4

(P62)

蓋
不
（
身
）

径

古
同

回

器

105
29

たちあが りは短 く内傾 し、端部は丸い。

受苗すまほぼ水平 に伸 びる。

底部は浅 く、やや凹む。

外面 底部は回転 ヘ ラ

肖」り

他は回転ナデ

内面 ナス 回転 ナテ

砂粒を

含む

良  好 灰  色 ロクロ

の回転

右方向

63- 5

(P62)

蓋
芥
（
蓋
）

tI 径  123
器 高  30

曰縁部は内湾 して下 り、端部付近で短 く外

反す る。

日縁端部内側 に内傾する凹面を もつ。

天丼部は浅 く、ほぼ平 ら。

外 面 天丼部は板状工

具によるナデの

後、回転ヘ ラ削

りを施す。

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色 ロクロ

の回転

右方向

63-6

(P62)

蓋
不
（身
）

日 径  107
器 高  31

たちあが りは短 く内湾 して伸 び、端部は丸

い。

受部 はほぼ水平で、端部 は丸い。

外面 底部は板状工具

によるナデの後

回転ヘ ラ削 りを

施す。

内面 ナデ、回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

63-7

(P62)

露
不
（蓋
）

□ 径  131
器 高  35

日縁部は内湾 して下 り、端部は内傾す る凹

面を もつ。

天丼部はほぼ平 ら。

外 面 天丼部は回転 ヘ

ラ削 りの後、板

状工具 によるナ

デを施す。

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

灰  色

63-8

(P62)

蓋
芥
（身
）

口 径  106
器 高  31

たちあが りは内傾 し、端部 は丸い

受部はほぼ水平 に伸 びる。

底部は浅 く、平 ら。

外面 底部は板状工具

によ るナデの後

回転ナデを施す

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色 ロクロ

の回転

63- 9

(P62)

蓋

邪
（蓋
）

□ 径 125
残存高  27

回縁部は内湾気味に下り、端部は丸い

天丼部の大半欠損。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ削 り

他は回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

63-lo

(P62)

言向
　
　
亦

□ 径  107
器 高  116
底部径  107

不底部は丸味をもち、日縁部は外傾して立

ち上る。

脚部は外反して下り、2条の沈線がめぐる

沈線の上下三方に方形スカンがある。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

63-lJ

(P62)

古
同
　

　

雰

回 径  105
残存高  29

外部のたちあが りは短 く内傾 し、端部は丸

い。

受部は上外方 に伸び、端部は丸い。

不底部は浅い。

脚部欠損。

外面 不底部はカキロ

他は回転ナデ

ナデ 、回転 ナデ内 面

砂粒を

含む

良  好 灰  色
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第 6号 墳

図 面
番 号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色 調 備  考

73- 1

(P70)

蓋
不
（蓋
）

回 径  132
器 高  4コ

回縁部は内湾 して下 り、端部は内傾す る凹

面を もつ。

天丼部は高 く、平 ら。

外面 天丼部は板状工

具によるナデの

後、回転ヘ ラ肖1

りを施す。

風化 のため不明内面

砂粒を

含む

やや不

良

緑灰色

73- 2

(P70)

蓋
不
（蓋
）

径

吉
画

存

口

残

140
41

回縁部は内湾 して下 り、端部は薄 くて丸い

天丼部の大半欠損。

外面 天丼部は板状工

具によるナデの

後、回転ヘラ削

りを施す。

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 緑灰色

73- 3

(P701

蓋
不

（蓋
）

回 径  138
残存高  36

回縁部は内湾して下り、端部付近で短く外

反する。

端部は内傾する平面をもつ。

天丼部は平ら。

外 面 天丼部は回転ヘ

ラi11り

他は回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

73-4

(P70〉

蓋
不
（蓋
）

口 径 141
残存高  30

口縁部は内湾して下り、端部付近で短く外

反する。

端部は薄くて尖る。

天丼部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

合む

良 好 濃灰色

73- 5

(P701

蓋
芥
（蓋
）

日 径 120
残存高  20

口縁部は内湾して下り、端部付近で短く外

反する。

端部は内傾する平面をもつ。

天丼部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

73- 6

(P70)

蓋
不
（身
）

径

高

回

器

たちあが りは内傾 して上 り、端部 は薄 くて

丸い。

底部は浅 く、やや丸い。

底体部の中程 に沈線状の段が ある。

外 面 底部に不整方向

のヘ ラ削 り

他 は回転

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 濃灰色

73- 7

(P711y

蓋
不
（身
）

径

古
回

回

器

たちあが りは短 く内傾 して上 り、端部は薄

くて丸い。

底部は浅 く、やや丸い。

外 面 底部は板状工具

によるナデ、回

転削り

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

73- 8

(P7CIJ

長

頸

壷

明

明

不

不

径

高

口

器

肩部は内傾 して下 り、「 く」の字形 に屈曲

して体部に至 る。

日頸部、底部欠損。

外 面 肩部 は自然釉付

着のため不明

体部 はナデ、回

転ナデ

回転ナデ内 面

砂粒を

含む

良  好 黄灰色

第 1号 窯 跡

95-1

(P9D

霊
不
（蓋
）

径

昔
［

存

口

残

口縁部 はほぼ垂直に下 り、端部は内傾する

段を もつ。

稜は短 く、鋭 い。

天丼部欠損。

外 面 回 転 ナ デ

内面 回転 ナデ

を粒

む

砂

含

や や 示

良

淡灰色

95- 2

(P92)

蓋
不
（蓋
）

口 径 120
残存高  42

回縁部はほぼ垂直に下 り、端部は内傾す る

凹面をもつ。

稜はやや丸い。

天丼部の大半欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 灰  色

95- 3

(P92)

蓋
杯
（蓋
）

口 径 1

残存高

回縁部はほぼ垂直 に下 り、端部は内傾 す る

段を もつ。

稜はやや丸い。

天丼部の大半欠損。

外 血 回 転 ナ

内面 回転ナデ

砂紅を

含む

ママコ＼

良

放  色



図 面
番 号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

95-4

(P92)

蓋
不
（
蓋
）

日 径  131
残存高  39

日縁部はほぼ垂直に下 り、端部は内傾す る

段 を もつ。

稜は短 く、鋭い。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

95-5

(P9)

孟
不
（議
）

口 径 128
残存高  34

口縁部はほぼ垂直に下 り、端部は内傾す る

段を もつ。

稜は短 く、鋭い。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

95- 6

(P9少

蓋

不
（蓋
）

口 径  150
残存高  50

回縁部は内湾気味に下 り、端部付近で短 く

外反する。

端部は内傾す る凹面 をもつ。

稜は短 く、鋭 い。

天丼部の大半欠椙ぅ

外 面 天丼部は回転ヘ

ラ削 り、回牽監ナデ

ロ縁部は回転ナ

デ

回転ナデ内面

砂粒 を

含む

良  好 灰  色

95-7

(P9の

蓋
不
（蓋
）

回 径 140
残存高  41

口縁部はほぼ垂直に下 り、端部付近で短 く

外湾す る。

端部は内傾す る段 を もつ。

稜は短 く、鋭 い。

天丼部の大半欠禍。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

95- 8

(P92)

蓋
不
（蓋
）

径

高存

口

残

回縁部は内傾気味に下 り、端部は内傾す る

段を もつ。

稜は断面三 角形 を呈 し、やや鋭 い。

天丼部は高 く、丸味をおびる。

外面 天丼部 は回転 ヘ

ラ削り、回転ナデ

回縁部は回転 ナ

デ

内面  ナデ、回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

95- 9

(P92)

蓋
芥
（蓋
）

口 径  138
残存高  50

口縁部はやや内傾 して下 り、端部は内傾す

る段を もつ。

核は短 く、やや丸 い。

天丼部は高 く、やや丸い。

外面 天丼部 は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

日縁部は回転 ナ

デ

内面 ナデ、回転 ナデ

砂粒を

含 む

良  好 濃灰色

95-10

(P921

蓋
不
（蓋
）

径

高存

口

残

129
39

回縁部はやや内傾気味に下り、端部は内傾

する段をもつ。

稜は短く、やや丸い。

天丼部の大半欠損。

外 面 天丼部は自然釉

付着のため不明

日縁部は回転ナ

デ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

95-11

(P92)

蓋
芥
（蓋
）

径
補

日

残

12 7

34
回縁部 は内傾気味に下 る。

端部は内傾す る凹面を もつ。

稜は鋭 い。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含 む

やや不

良

茶灰色

95-12

(P9の

蓋
不
（蓋
）

回 径  130
残存高  40

回縁部はほぼ垂 直に下 り、端部付近で短 く

外反す る。

端部は内傾す る段 を もつ。

稜は短 く、丸い。

天丼部の大半欠損。

外 面 天丼部 は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

日縁部は回転ナ

デ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 灰  色

95-13

092)

蓋
不
（蓋
）

径

古
向存

口

残

136
43

回縁部はやや内湾気味に下 る。

端部は内傾す る凹面を もつ。

稜は丸い。

天丼部の大半欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

白灰色

95-14

(P92)

蓋
界
（蓋
）

日 径 134
残存高  50

回縁部は内湾気味に下 り、端部は内傾 す る

段を もつ。

稜は沈線状 を呈す る。

天丼部 は高 く、やや丸味を もつ。

外 面 天丼部は回転ヘ

ラ削 り、回転 ナ

デ

回転ナデ内面

砂粒 を

含む

やや不

良

自狭色 口

転

向

ク

回

方

口

の

右

95-15

(P92)

蓋

外
（蓋
）

回 径  140
残存高  51

回縁部はやや内傾して下り、端部は内傾す

る段を もつ。

稜は短 く、丸い。

天丼部の大半欠損。

外面 天丼部 は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

ロ縁部 は回転 ナ

デ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 灰  色
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凶  回

番 号
種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色 調 備  考

9b-16

(P9動

蓋
杯

（蓋
）

回 径 138
残存高  49

回縁部は内湾気味に下 り、端部付近で短 く

外反す る。

端部は内傾す る凹面を もつ。

稜は沈線状 を呈す る。

天丼部の大半欠損。

外 面 天丼部は回転ヘ

ラ肖Jり 、回転ナデ

回縁部は回転 ナ

デ

回転 ナデ内 面

砂粒を

含む

良 好 灰  色

95-17

ω92)

蓋
芥
（蓋
）

□ 径 123
残存高  42

国縁部 は内傾気 味に下 り、端部 は内傾す る

段 をもつ。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部の大半欠損。

外 面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

ロ縁部は回転ナ

デ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

白灰色

95-18

(P9D

蓋
不
（蓋
）

回 径

残存高

□縁部はやや内傾 して下 り、端部は内傾す

る凹面を もつ。

稜は沈線状 を呈す る。

天丼部は浅 く、やや平 ら。

天丼部の一部欠損。

外 面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

回縁部は回転ナ

デ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

灰  色

95-19

(P92)

蓋
外
（
蓋
）

回 径 138
残存高  42

日縁部は内傾気味に下 り、端部付近でわず

かに外反す る。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部の大半欠損。

外 面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

日縁部は回転ナ

デ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 淡灰色

96-20

(P931

蓋
不

（蓋
）

回 径 不明

器高高 不明

稜は断面三角形を呈し、鋭い

天丼部はややれい。

天丼部の一部、回縁部欠損。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色 口

転

向

ク

回

方

口

の

左

%-2〕

(P99

蓋
芥
（蓋
）

明

明

不

不

径

古
同

回

器

稜は断面三角形を呈 し、鋭い。

天丼部の一部、日縁部欠損。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナ

デ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

96-22

(P93)

孟
不
（蓋
）

明

明

不

不

径

高

日

器

稜は沈線状 を呈す る。

天丼部の一部、 日縁部欠損。

外 面 天丼部は回転ヘ

ラ肖」り、回転ナデ

回縁部 は回転 ナ

デ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

灰  色

%-23

(P93)

蓋
零
（蓋
）

径

古
同

回

器

不明

不明

天丼部はやや丸い。

天丼部の一部、 回縁部欠損。

外 面 天丼部は回転ヘ

ラ肖1り

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰 色

96-24

(P99

蓋
界
（
蓋
）

明

明

不

不

径

古
向

口

器

天丼部は丸い。

天丼部の一部、日縁部欠損。

外 面 天丼部 は回転ヘ

ラ削 り、回転ナ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色 口

転

向

ク

回

方

口

の

左

96-25

(P93)

蓋
不

（蓋
）

明

明

不

不

径

一局

日

器

天丼部はやや平 ら。

天丼部の一部、 日縁部欠損。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ削 り、回転ナ

デ

内面  タタキ

回転ナデ

砂 種 を

含 む

良  好 淡灰色

96-26

(P90

蓋
杯
（蓋
）

明

明

不

不

径

高

回

器

天丼部はやや平 ら。

天丼部の一部、 日縁部欠損。

外面 天丼部は回転 ヘ

ラ肖」り、回転 ナ

デ

内面 ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色 口

転

向

ク

回

方

口

の

右

96-27

(P98)

蓋
不
（蓋
）

回 径 不 明

器 高 不明

核は断la三角形を呈 し、鋭 い。

天丼部の一部、 日縁 部欠損。

外山 大弄封∫は回転ヘ

ラ削 り、回転ナ

デ

内面 回転 ナデ

砂 粒

含 む

を 艮  好 農灰色
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図 向
番 号

種
類 法 旦鼻 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

96-28

(P93)

蓋
不

（
身
）

回 径 120
残存高  34

たちあが りは内傾気味に上 り、端部は内湾

す る段を もつ。

受部はほぼ水平 に伸 び、端部 は丸い。

底体部欠損。

外面  日縁部は回泳 ナ

底体部は回転 ナ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

白灰色

96-29

(P90

蓋
不
（身
）

回 径  120
残存高  30

たちあがりは外湾気味に上り、端部は内湾

する段をもつ。

受部はほぼ水平に伸び、端部は鋭い。

底体部欠損。

外面 回転 ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 浸灰 色

96-30

1P99

蓋
不

（
身
）

□ 径  129
残存高  51

たちあが りは内傾 して上 り、端部は内湾す

る段 をもつ。

受部は短 く、丸い。

底部は平 ら。

外面 底部 は回転ヘ ラ

肖」り

他 は回転 ナデ

内面  タタキ

回転ナデ

砂粒 を

含む

やや不

良

淡灰色 ロクロ

の回転

右方向

96-31

(P981

蓋
亦

（
身
）

日 径  115
残存高  41

たちあが りは内傾 して伸び、端部は内湾す

る段を もつ。

受部は上外方 に伸び、端部は丸い。

底部欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含 む

やや不

良

淡灰色

96-32

090

蓋
不

（
身
）

径

古同

国

器

不明

不明

受部はほぼ水平に伸び、端部は鋭い。

底部はやや平ら。

日縁部欠損。

外面 底部は回転ヘラ

肖Jり

他は回転ナデ

内面 ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 灰  色

96-33

(P931

蓋
不

（
身
）

口 径 120
残存高  24

たちあがりは外反気味に伸び、端部は外傾

する面をもつも

受部はほぼ水平に伸び、端部は鋭い。

底体部欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

-34

(P99

蓋
芥

（
身
）

径

古
回

口

器

不明

不明

底部はやや丸味を もつ。

日縁部欠損。

外面 底体部は回転ヘ

ラ肖」り、回転ナ

デ

内面 ナデ、回転ナデ

砂 粒を

含む

やや不

良

灰  色 ロク ロ

の回転

左方向

-35

(P90

蓋
不

（
身
）

径

古
同

日

器

不明

不明

受部はやや上外方 に伸び、端部は丸い。

底部は凹面を もつ。

日縁部欠損。

外面 底体部は回転ヘ

ラ削り、回転ナ

デ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色 Clク ロ

の回転

左方向

-36

(P99

蓋
芥

（
身
）

□ 径  不明

器 高  不明

底部 は平 ら。

底体部の一部、日縁部欠損。

外面 底体部は回転ヘ

ラ削り、回転ナ

デ

内面 ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

97-37

(P95)

蓋
界

（
蓋
）

口 径  不明

残存高  35
口縁部はほぼ垂 直に下 り、端部は内湾す る

段を もつ。

稜は短 く、丸い。

天丼部欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転ナデ

砂 粒 を

含む

やや不

良

灰  色

)7 -38

(P95)

蓋
不

（蓋
）

残存高  35
回縁部はほぼ垂直に下り、端部は内湾する

段を もつ。

稜は段面三角形を呈す る。

天丼部欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

灰  色

)7 ―働

lP95)

霊
不

（
蓋
）

曰 径  小明

残存高  42
回縁部はやや 内傾 して下 り、端部は内湾す

る段を もつ。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

や や

良

禾 灰  色
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凶  画
番  号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備 考

97-40

(P95)

蓋
不

（
蓋
）

日 径

残存 高

明

４

不

３

日縁部は内湾気味に下 り、端部付近で短 く

外反する。

端部は内傾す る面を もつ。

稜は短 く、鋭い。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

97-41

(P95)

蓋
芥

（
蓋
）

曰 径  不明

残存高  36
回縁部は内湾気味に下 り、端部は内湾す る

凹面を もつ。

稜は沈線状 を呈す る。

派井部の大半欠損。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

回縁部は回転ナ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 灰  色

97-42

(P95)

霊
界

（蓋
）

回 径  不明

残存高  41
日縁部はほぼ垂直に下り、端部は内湾する

段をもつ。

稜は沈線状を呈する。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

淡灰色

97-43

(P90

蓋
杯

（蓋
）

明

明

不

不

径

古
［

口

器

天丼部はやや丸味を もつ。

天丼部の一部、 日縁部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ヘラ削り

回転ナデ

砂粒 を

含む

良  好 濃灰色 ロクロ

の回転

左方向

97-44

(P951

蓋
芥

（蓋
）

明

明

不

不

径

高

口

器

天丼部はやや丸味を もつ。

天丼部の一部、回縁部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ヘ ラ削り

回転 ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

白灰色

97-45

(P95)

蓋
不
（蓋
）

明

明

不

不

径

古
向

日

器

天丼部はやや丸味を もつ。

天丼部の一部、 日縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削り

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

淡灰色

97-46

(P95)

蓋
芥

（蓋
）

明

明

不

不

径

古
回

口

器

天丼部はやや丸味をもつ。

天丼部の一部、日縁部欠損。

外面 回転ヘラ削り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

97-47

(P95)

蓋
外

（蓋
）

明

明

不

不

径

高

回

器

天丼部はやや丸味を もつ。

稜は短 く、丸い。

天丼部の一部、 日縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

灰  色 ロク Cl

の回転

左方向

97-48

(P95)

蓋
杯

（蓋
）

明

明

不

不

径

古
向

国

器

天丼部はやや丸味を もつ。

天丼部の一部、 回縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転ナデ内面

を粒

む

砂

含

良  好 灰  色 ロクロ

の回転

左方向

97-49

(P95)

蓋
芥

（蓋
）

明

明

不

不

径

高

回

器

天丼部 はやや丸味を もつ。

天丼部の一部、 日縁部欠損。
緬
　
楠

回転ヘ ラ削 り

自然釉付着のた

め不明

砂粒を

含 む

良 好 灰  色 ロクロ

の回転

右方向

97-50

(P95)

蓋
不

（蓋
）

明

明

不

不

径

古
回

口

器

稜は短 く、鋭い。

天丼部および回縁部の一部欠損。
妬
　
楠

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

〕7 -51 蓋
界

へ身

）

日 径 不 明

器 高 不明

底部はやや平ら。

底体部の一部、日縁部欠損。

外 曲 回 転 ヘ ラ

EDu転 ナデ

内面 回転 ナデ

砂粒 を

含む

良 好 灰  色 ロクロ

の回転

左方向
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凶  lH
番  号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色 調 偏  考

97-52

ω95)

蓋
不
（身
）

明

明

不

不

径

古
向

口

器

受部はほぼ水平に伸び、端部は丸い。

ほ体部の一部、日縁部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 淡灰色

"―
略

(P95)

蓋
芥
（
身
）

明

明

不

不

径

吉
回

口

器

受部はほぼ水平に伸び、端部は丸い。

底体部 の一部、 日縁 部欠損。

外面 回転ヘラ削 り

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 白灰色

97-54

●951

高
芥
（蓋
）

明

明

不

不

径

昔
同

口

器

天丼部はやや丸味を もち、 中央 に凹状のつ

まみがつ く。

稜は短 く、丸い。

日縁部の一部欠損。

外面 入井部は回転ヘ

ラ肖1り 、回転ナデ

日縁部は回転 ナ

デ

内面 ナデ、回転 ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

灰  色 ロクロ

の回転

左方向

97-55

(P95)

言同
　
　
芥

０

明

‐５

不

径

古
回

口

器

口縁部は外反 して上 り、端部は薄 くて丸い

回縁部 と外底部の境に断面三角形の凸線を

有す る。

不部の一部、脚部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

97-56

(P95)

古
同
　
　
不

径

せ
［

□

器

17 1

不 明

杯の回縁部は外反して上り、端部は薄くて

丸い。

不底部と口縁部の境には断面三角形の凸線

が 2本めぐる。

杯部の一部、脚部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 灰  色

97-57

(P95)

吉
画
　

　

系

８

明

‐６

不

径

吉
回

口

器

不の日縁部 は外反 して上 り、端部 は薄 くて

丸い。

不底部 と口縁部の境 には断面三角形の凸線

が 2本め ぐる。

面

　

面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

97-58

090

吉
向
　
　
不

口 径

器 高  不明

不 の 日縁部は外反 して上 り、端部は薄 くて

丸い。

芥底部 と口縁部の境 にはやや丸味を もつ凸

線が 2本め ぐる。

外部の一部、脚部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒 を

含む

やや不

良

濃灰色

-59

(P95)

言回
　
　
芥

ロ 径

器 高  不明

不 の口縁部 は外反 して上 り、端部は丸い。

不 底部 と日縁部の境 にはやや丸味を もつ凸

線が 2本め ぐる。

不部の一部、脚部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色 ロク ロ

の回転

右方向

-60

(P95)

一局
　
　
不

明

明

不

不

径

古
向

国

器

不の口縁部は外 反 して上 り、端部は丸い。

不底部 と口縁部の境 にやや丸味をもつ凸線

2本を有す る。

不部の一部、脚部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒 を

含む

良  好 白灰色

97-61

e951

昔
回
　
　
郭

明

４

６

不

６

■

径

古口
径

存

部

口

残

底

脚柱部は外反気味に下 り、台形のスカシが

あ る。脚

脚据部 は「 く」の字形 に屈 曲 し、中程 に浅

い沈線を有す る。

不部欠損。

外面 カキロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 黄褐色

-62

(P9D

一局
　
　
不

口 径  不明

残存高  51
底部径  96

脚柱部は外反気味に下 り、台形のスカ ンが

ある。

脚裾部は「 く」の字形に屈曲 し、中程 に浅

い沈線を有す る。

脚部 の一部、不部欠損。

外面 カキ ロ

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒 を

含む

良  好 灰  色

J7 -63

(P95)

吉向
　
　
芥

明

６

０

不

４

‐２

径

吉
回
径

存

部

口

残

底

脚柱部は外反気味に下 り、台形のスカンが

ある。

脚裾部は「 くJの字形 に屈曲 し、中程 に浅

い沈線 を有す る。

脚部の一部、不部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色
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凶  回

番 号
種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

98-64

(P97)

吉
画
　
　
界

明

５

４

不
■
ｍ

噂妨離

脚柱部は外反気味に下り、スカンがある。

脚裾部は内湾して下り、端部付近で短く外

反する。

脚部の一部、不部欠損。

外 面 カキロ

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

98-65

(P97)

古
回
　
　
不

明

２

０

不

５

ｎ

径

古回
径

存

部

回

残

底

脚柱部は外反気味に下 り、スカ ンがあ る。

脚据部は外反 して下 り、端部は丸い。

外部欠損。

外 面 カキロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

98二 66

(P97)

言回
　
　
杯

明

明

不

不

径

古
向

日

器

脚柱部は外反気味 に下 り、スカ ンがある。

脚部 の一部、外部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

カキロ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 濃灰色

銘 -67

(P97)

言回
　
　
不

径

昔
回
径

存

部

口

残

底

不明

47
90

脚柱部は外反 して下 り、スカ ンがある。

脚裾部 は外反 して下 り、端部は丸い。

脚部の一部、不部欠損。

外面 カキロ

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を 良  好 灰  色

98-68

(P97)

古
同
　
　
不

明

明

不

不

径

吉
回

回

器

脚柱部は内傾して下り、スカンがある。

脚部の一部、不部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

98-69

(P971

古
回
　
　
不

明

明

不

不

径

高

日

器

不部 はゆるやかに内湾 して上 る。

脚部にスカシを有す る。

不 部の一部、脚部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

濃灰色

98-70

(P97)

百同
　
　
不

明

１

８

不

＆

子

径

昔
同
径

存

部

回

残

底

脚部は内傾 して下 り、端部に至 る。

端部は内傾す る平面を もつ。

脚部の一部、不部欠損。

外 面 カキロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂社 を

含む

良  好 濃灰色

98-71

●97)

古
口
　
　
不

明

６

０

不

■

‐０

径

吉
同
径

存

部

日

残

底

脚裾部は内湾して下り、端部付近で短く外

反する。

端部は丸い。

脚部の一部、不部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒 を

含む

良  好 濃灰色

98-72

(P97)

一局
　
　
不

口 径  不明

残存高  20
脚据部は内湾 して下 り、上方 に沈線がめ ぐ

る。

脚部の大半、外部欠損。

外面 回転 ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

98-73

(P97)

古
向
　
　
芥

日 径  不明

残存高  15
脚裾部は内湾 して下 り、上方に丸味を もっ

た凸線 を有す る。

端部は丸い。

脚部の大半、不部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

灰  色

98-74

(P97)

古
回
　
　
芥

口 径  不明

残存高  15
脚据部 は外反 して下 り、端部 は丸い。

脚部の大半 、不部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

98-75

097)

吉
向
　
　
不

日 径  不明

残存高  30
脚裾部は内湾気味に下 り、端部は丸い。

脚部の大半 、外部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 緑灰色
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図 面
番 号

種

類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎 土 焼  成 色 調 備  考

98-76

(P97)

百回
　
　
不

回 径  不明

残存高  20
脚裾部 は外湾気味に下 り、端部は丸 い。

脚部の大半、不部欠損。

画
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒 を

含 む

良  好 灰  色

98-77

(P97)

古
回
　
　
界

口 径  不明

残存高  22
脚裾部は外傾 して下 り、端部は丸い。

脚部の大半、外 部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

98-78

(P97)

晒

回 径  104
残存高  31

頸部は外傾して上り、波状文を有する。

日縁部はやや外湾気味に上る。

端部は内湾する凹面をもつ。

頸部の一部、体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

98-79

(P97)

聴

口 径  101
残存高  17

口縁部は外反 して、端部は内湾す る段を も

頸部、体部欠損。

外面 回転 ナ デ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 緑灰色

98-80

(P97)

聴

明

明

不

不

径

吉
回

日

器

頸部は外傾 して上り、波状文がめぐる。

日縁部、体部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良 好 緑灰色

98-81

(P9の

長

頸

壷

回 径  100
残存高  52

口縁部は内湾気味に上り、端部は丸い。

頸部との境に2本の凸線がめぐる。

頸部は外反気味に上り、波状文がめぐる。

頸部の一部、体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

灰  色

98-82

1P97)

長

頸

壷

回 径  95
残存高  56

回縁部は外湾気味に上 り、端部は丸い。

頸部は外傾 して上 り、 日縁部 との境 に 2本

の凹線がめ ぐる。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

灰  色

98-83

(P97)

壷

回 径  177
残存高  22

口縁部は外湾 して上 り、端部は丸い。

頸部の上方 に断面三角形の凸線が め ぐる。

頸部、体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

白灰色

98-84

(P97)

甕

口 径  195
残存高  30

回縁部は外湾して上り、端部付近で短く内

湾する。

端部は丸い。

頸部の一部、体部欠損。

外面  回縁部 は回転ナ

頸部はカキ ロ

内面 回転ナデ

砂 粒 を

含 む

良  好 灰 色

98-85

(P97)

甕

日 径  205
残存高  50

回縁部は「 く」の字形に屈曲 して、端部 に

至 る。

端部は丸い。

頸部は外湾 して上 る。

頸部の一部、体部欠損。

外面  日縁部は回転 ナ

頸部はカキロ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 白灰色

98-86

●97)

直

回

壷

回 径 180
残存高  45

回縁部はやや外湾して上り、端部は凹面を

もつ。

頸部、体部欠損。

外面 カキロ

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂 粒 を

含 む

良  好 灰  色

98-87

o97)

短

頸

壷

回 径  75
残存高  80

回縁部は外傾 して上 り、端部は丸い。

体部は大 きく内湾 し、底部に至る。

底部の一部欠損。

外面 底部は回転ヘ ラ

肖」り

他 は回転 ナデ

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 浅 灰色 IElク ロ

の回転

右方向
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凶  回
番  号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎 土 焼 成 色  調 備  考

99-88

(P98)

弩

明

明

不

不

径

高

日

器

甕体部の破片。 面
　
　
面

外

　

内

タタキ

タタキ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

99-89

(P98)

甕

明

明

不

不

径

古
向

日

器

甕体部の破片。 面
　
　
面

外

　

内

タタキ

タタキ

砂粒を

含む

良 好 灰  色

99-90

(P98)

甕

明

明

不

不

径

吉
回

日

器

霊体部の破片。 面
　
　
面

外
　
　
内

タタキ

タタキ

を粒

む

砂

含

良 好 灰  色

99-91

(P98)

甕

明

明

不

不

径

吉
同

回

器

甕体部の破片。 面
　
　
面

外
　
　
内

タタキ

タタキ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

99-92

(P98)

甕

明

明

不

不

径

古
同

日

器

甕体部の破片。 面
　
　
面

外

　

内

タタキ

タタキ

砂粒を

含む

良 好 灰  色

99-93

(P98)

甕

明

明

不

不

径

古
画

回

器

甕体部の破片。 面
　
　
面

外
　
　
内

タタキ

タタキ

砂粒を

含む

良  好 緑灰色

99-94

(P98)

甕

径

高

日

器

不明

不 明

甕体部の破片。 面
　
　
面

外

　

内

タタキ

タタキ

砂粒を

含む

良 好 灰  色

99-95

(P98)

甕

明

明

不

不

径

高

回

器

甕体部の破片。 面
　
　
面

外

　

内

タタキ

タタ■

砂粒を

含む

良 好 灰  色

99-96

(P98)

甕

径

高

回

器

不明

不 明

甕体部の破片。 面
　
　
面

外
　
　
内

タタキ

タタキ

砂粒を

含む

良  好 緑灰色

99-97

(P98)

甕

明

明

不

不

径

高

日

器

甕体部の破片。 面

　

面

外
　
　
内

タタキ

タタキ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

99-98

(P98)

甕

明

明

不

不

径

高

日

器

甕体部の破片。 面
　
　
面

外

　

内

タタキ

タタキ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色
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C地区 1～ 3層

凶  曲
番  号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

103- 1

(P106)

直

日

士東

＆

ａ

径

古
同

存

□

残

頸部は外反 して上 り、端部は内傾す る平面

をもつ。

甕形土器の二次加工品。

外 面 カキロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒 を

含 む

良  好 黄灰色

103- 蓋
界
（蓋
）

明

１

不

３

径

高存

口

残

日縁部はほぼ垂直に下り、端部 は内湾する

凹面を もつ。

稜は断面三角形を呈 し、鋭 い。

天丼部の一部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒 を

含む

良  好 黄灰色

103- |

(P106)

蓋

杯

（蓋
）

明

０

不

４

径

吉
回

存

口

残

日縁部は内湾気味 に下 り、端部は内傾す る

平 面を もつ。

稜 は沈線状 を呈す る。

天丼部の一部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

回転 ナデ

回転ナデ内 面

を粒

む

砂

含

良  好 淡灰色

103-4

(P106)

一局
必

（
蓋

）

明

明

不

不

径

古
回

回

器

天丼部はやや丸味を もち、 中央に凹状のつ

まみ力わ く。

天丼部の一部、口縁部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

ナデ、回転ナ デ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色 ロクロ

の回転

右方向

103- |

(P106)

一局
不
（蓋
）

明

明

不

不

径

古
同

国

器

天丼部はやや平 らで、中央 に凹状のつまみ

がつ く。

天丼部の一部、 回縁部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 淡灰色

103-6

(Pl皓 )

蓋
不

（蓋
）

径

高

口

器

142

40
回縁部はやや内湾 して下 り、端部 は内傾す

る平面を もつ。

天丼部はやや平 ら。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色 口

転

向

ク

回

方

口

の

右

103-7

(P106)

蓋
外
（蓋
）

口 径

残存高

明

６

不

２

回縁部は内傾 して下 り、端部は内傾す る凹

面を もつ。

天丼部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

103-8

(P106)

蓋
界
（蓋
）

明

０

不

４

径

一局存

口

残

回縁部は内湾気味に下り、端部は内傾する

凹面をもつ。

稜に沈線がめぐる。

天丼部欠損。

外 面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

回縁部は回転ナ

デ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 緑灰色 口

転

向

ク

回

方

口

の

右

103- 9

(P106)

蓋

杯
（蓋
）

日 径

残存高

明

９

不

３

日縁部は内湾気味に下 り、端部はわずか に

内rtRす る平面を もつ。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部欠損。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

回縁部は回転 ナ

デ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

103-10

(P106)

蓋
外
（蓋
）

明

明

不

不

径

古
同

国

器

天丼部はやや平ら。

稜は沈線状を呈する。

天丼部の一部、日縁部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

回転 ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

やや不 黄灰色 ロクロ

の回転

右方向

103-■

(P106)

蓋
不
（蓋
）

明

明

不

不

径

古
同

国

器

天丼部はやや凹む。

天丼部の一部、 日縁部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 緑灰色 ロク ロ

の回転

左方向

03-12

P106)

蓋
外
（蓋
）

明

明

不

不

径

古
回

回

器

稜は丸味をもち、沈線状を呈する。

天丼部の一部、日縁部欠損。

外 面 回転ヘラ削り、

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 黒灰色
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番  号
法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備 考

103-13

(P106)

蓋

不

（
蓋
）

明

明

不

不

径

古
向

口

器

天丼部はやや丸い。

稜は短 く、鋭 い。

天丼部の一部、 口縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

103-14

(Pl∝ )

蓋

邪
（蓋
）

明

明

不

不

径

吉
回

回

器

天丼部はやや平 ら。

天丼部の一部、 回縁部欠損。

外 面 回転ヘ ラ肖1り 、

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 茶灰色

103-15

(P106)

蓋

不

（身
）

明

明

不

不

径

古
回

口

器

たちあが りは内傾 して上 る。

受部はやや上外方に伸び、端部は丸い

回縁部の一部、ほ部の一部欠損。

外面 口縁部は回転ナ

底体部は回転ヘ

ラ肖」り、回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 黒灰色

103-16

(P106)

蓋
芥

（身
）

明

明

不

不

径

吉
回

日

器

たちあが りは外反気味に伸 び、端部は丸い

受部は内湾気味に上外方 に伸び、端部は丸

ヽヽ。

底体部の一部欠損。

外面 口縁部は回転ナ

底体部 は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

内面  回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

103-17

(P106)

霊
不
（身
）

明

明

不

不

径

古
同

回

器

たちあが りは内傾 して上 り、端部 は薄 くて

丸い。

受部は ほぼ水平 に伸 び、端部は丸い。

底体部の一部欠損。

外面  回縁部は回転ナ

底体部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

103-18

(P106)

台

付

娩

回 径

残存高

底部径

明

２

１

不

１

■

底部は平 らで、高台力い く

口縁部欠損。

外面 回転 ナデ、板状

工具 によるナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 濃灰色

103-19

(P106)

盲回
　
　
不

口 径  不 明

残存高  40
底部径  89

脚柱部は内傾 して下 り、スカ シを有す る。

脚据部はやや湾曲す る「 くJの字形を呈 し

端部は丸い。

脚部の一部、不部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 白灰色

103-20

(P106)

百回
　
　
不

回 径

残存高

底部径

明

６

５

不

ａ

ｎ

脚部は内傾 して下 り、円形のスカンを有す

る。

端部は内傾す る凹面を もつ。

不部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

白灰色

103-21

(P106)

餐

日 径

残存高

Ｒ

一

５

回縁部は内湾 して上 り、端部 は丸セ

頸部は外湾 して上 る。

体部欠損。

外 面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

103-22

(P106)

饗

回 径  224
残存高  71

頸部は外反 して上 り、 日縁部 は内湾す る。

体部欠損。

外 面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転 ナデ

内 面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

103-23

(P106)

短

頸

壷

径

高存

口

残

回縁部は内湾気味に上 り、端部は丸い。

肩体部はゆるやかに内湾 して下る。

底部欠損。

外面 カキロ

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 淡 灰色

103-24

(P106)

備
前
焼

悟
鉢

日 径

残存高

明

明

不

不

□縁部は内狼 して上 り、端部は丸い。

底部欠損。

外面  ナデ、回転 ナデ

内面 ナデ、回転ナデ

大粒の

砂粒を

含む

良  好 茶褐色
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C地区 4、 5層

凶 曲
番 号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎 土 焼  成 色  調 備  考

1(4-1

(P107)

高
芥

（
蓋
）

明

明

不

不

径

高

回

器

天丼部はやや丸味を もち、中央 に凹状のつ

まみがつ く。

天丼部の一部、口縁部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 緑灰色

104- 2

(P107)

蓋
不

（
蓋
）

径

昔
向存

日

残

145

35
口縁部は内湾して下り、端部は内傾する凹

面をもつ。

天丼部はやや凹む。

天丼部の一部欠損。

外面 回転 ヘ ラ削 り、

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 黒灰色 ロク ロ

の回転

右方向

104-3

(P107)

蓋
不

（
蓋
）

明

明

不

不

径

古
同

日

器

天丼部 はやや平 ら。

天丼部の一部、国縁部欠損。

外面 回転 ヘラ削 り、

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 茶褐色

104-4

(P107)

蓋
不

（
蓋
）

明

明

不

不

径

高

回

器

天丼部はやや丸味を もつ。

天丼部の一部、日縁部欠損。

面

　

　

　

面

外

　

　

　

内

回転ヘラ削り、

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 淡灰色 ロクロ

の回転

右方向

104-5

(P107)

蓋
不

（
蓋
）

明

明

不

不

径

古
同

口

器

天丼部はやや平ら。

天丼部の一部、回縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色 ロクロ

の回転

左方向

104-6

(P107〉

蓋
不

（
蓋
）

径

高存

日

残

不明

37
日縁部は内湾気味 に下 り、端部は内湾す る

凹面 をもつ。

稜は短 く、鋭 い。

天丼部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

104-7

(P107)

蓋
不

（
蓋
）

径

古
向存

口

残

不明

42
口縁部は内湾気味に下 り、端部は内傾す る

段 をもつ。

稜は短 く、やや丸い。

天丼部欠損。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

日縁部は回転ナ

デ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

104-8

(P107)

蓋
不

（
蓋
）

回 径  不明

残存高  31
回縁部は内湾気味に下り、端部は内傾する

平面をもつ。

稜は沈線状を呈する。

天丼部欠損。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

日縁部は回転ナ

デ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 青灰色

104-9

(P107)

蓋
芥

（
蓋
）

明

７

不

Ｚ

径

高
日
嚇

日縁部は内湾気味に下 り、端部は外反す る

平面を もつ。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部欠損。

面

　

面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

104-10

(P107)

蓋
不
（蓋
）

明

０

不

缶

径

高存

回

残

日縁部 は内湾気味に下 り、端部付近で短 く

外反す る。

端部 は内傾す る凹面を もつ。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部父捐。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

104-11

(P107)

蓋
不
（蓋
）

日 径  不明

残存高  30

口縁部は内湾 して下 り、端部は内傾す る平

面を もつ。

天丼部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

104-12

(P107)

霊
不

（蓋
）

口 径

残存高

明

６

不

２

回縁部は内湾 して下 り、端部は内傾す る凹

面 を もつ。

稜に沈線がめ ぐる。

天丼部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒 を

含む

良  好 黒灰色
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凶 血
番 号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色 調 備  考

lC14-13

(P107)

蓋
不

（蓋
）

明

４

不

３

径

稿

口

残

日縁部は内湾 して下 り、端部は外反す る平

面を もつも

稜に沈線がめ ぐる。

天丼部の大半欠損。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ肖」り、回転ナ

デ。 日縁部 は回

転ナデ

内面  自然釉付着のた

め不明

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

104-14

(P107)

蓋
外

（身
）

明

４

不

２

径

補

□

残

受部はわずか に凹み、端部は丸↓

底部はやや平 ら。

国縁部、底部の一部欠損。

外面  回縁部は回転 ナ

底体部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

内面  ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色 回

転

向

ク

回

方

口

の

右

1髄 -15

(P107)

蓋
不

（身
）

回 径 不明

残存高  36
たちあが りは内湾 して上 り、端部は薄 くて

丸い。

受部はわずかに上外方に伸 び、端部は丸い

底部の一部欠損。

外面  日縁部は回転ナ

底体部 は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

内面 同転ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

104-16

(P107)

蓋
必

（
身
）

口 径  不明

残存部  41
たちあがりは内湾気味に伸び、端部は内湾

する凹面をもつ。

受部は上外方に伸び、端部は薄くて丸い。

底部の大半欠損。

外面 日縁部は回転 ナ

底体部は回転ヘ

ラ肖1り 、回転ナデ

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 緑灰色

104-17

(P107)

蓋
不

（身
）

日 径

残存高

明

２

不

缶

たちあが りは外湾気味 に伸び、端部は丸�ゝ

受部はわずかに凹み、端部 は丸い。

底部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒 を

含む

やや不

良

青灰色

104-18

(P107)

台
付
坑
（蓋
）

回 径  不明

残存高  16
天丼部はなだらかに内湾して下り、端部付

近で短く外反する。

端部は鳥の嘴状を呈する。

天丼部の大半欠損。

外面 回転 ナデ

内面 回転ナデ

砂粒 を

含む

良 好 濃灰色

104-19

(P107)

台
付
坊
（
蓋
）

日 径  不明

残存高  21
天丼部はなだ らかに内湾 して下 り、端部付

近で「 くJの字形 に屈 曲す る。

端部は丸い。

天丼部の大半欠損。

外面 回転ヘ ラ肖」り、

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

104-20

(P107)

台
付
坑
（蓋
）

回 径  170
残存高  16

天丼部はなだらかに内湾して下り、端部付

近で短く垂直に屈曲する。

端部は島の嘴状を呈する。

天丼部の一部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

04-21

P107)

台

付

坑

口 径  不明

残存高  37

日縁部は外傾 して上 り、端部は丸 い

底部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒 を

含む

良 好 青灰色

104-22

(P107)

台

付

坑

明

１

０

不

■

■

径

高

径

存

部

口

残

底

底部は平 らで高台がつ く

日縁部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

104-23

(P107)

台

付

境

口 径  不明

残存高  21
高台は外傾する端部をもつ。

日縁部、底部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良 好 濃灰色

104-24

(P107)

台

付

坑

口 径  不明

残存高  25
高台がつ く。

回縁部、底部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 青灰色
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図 面
番 号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

104-

(P107)

魅

口 径  不明

残存高  30

回縁部は外傾して上り、端部はあ湾する凹

面をもつ。

頸部 に波状文がめ ぐる。

鍛部、体部共 に欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒 を

含む

良  好 白灰色

104-

(P lC7)

脚

付

壷

回 径  不明

残存高  57
底部径  116

脚柱部は内傾 して上 り、台形のスカシ波状

文を有す る。

脚裾部は「 く」の字形 に屈曲す る。

脚部の一部、体部欠損。

面

面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 白灰色

104-27

(P107)

古向
　
　
芥

口 径  不明

残存高  32
脚柱部は内傾 して下 り、スカンを有す る。

脚裾部は内湾 して下 り、端部は尖 る。

脚部の大半、不部欠損。

外 面 カキロ

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

104-28

(P107)

百
画
　

　

芥

口 径  不明

残存高  47
脚柱部は内湾気味に下 り、スカシを有す る

脚裾部は内湾 して下 り、端部 は丸い。

脚部の大半、不部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

104-29

(P107)

盲画
　
　
不

明

２

５

不

３

＆

径

古
同

径

存

部

口

残

底

Bm部は内傾して下り、端部は内傾する平面

をもつ。

脚部に円形のスカシを有する。

脚部の一部、不部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 灰  色

104-30

(P107)

古
同
　
　
不

口 径  不明

残存高  33

回縁部は外反 して上 り、端部 は丸い。

回縁部 と不底部 の境 に 2本の凸線 がめ ぐる

不の一部、脚部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 黄灰色

104-31

(Pl師 )

甘
同
　
　
系

明

明

不

不

径

甘
回

回

器

脚部 は外反 して下 り、スカンを有す る。

脚部の一部、外部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

ンボ リ

砂粒を

含む

良  好 青灰色

104-32

(P107)

高
　
　
不

明

明

不

不

径

吉
回

口

器

脚部は外反して下り、円形のスカンを有す

る。

脚部の大半、不部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 青灰色

104-33

(P107)

器

ム
ロ

？

口 径  不明

残存高  57
脚部 は内湾気味に下 り、端部付近でわずか

に外反す る。

脚部中程 に 2本の凹面がめ ぐる。

端部は面傾する凹面をもつ。

脚部の大半、体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

105-望

(Pl饂 )

甕

回 径 237
残存高  59

口頸部は外反 して上 り、端部付近で内湾す

る。

底体部欠損。

外 面 タタキ

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

やや 不 白灰色

105-35

(P108)

甕

日 径  不明

残存高  67
頸部は外傾 して上 り、日縁部付近で短 く外

反す る。

日縁部は内湾す る。

底体部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

タタキ

回転 ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 白灰色

105-36

(P108)

甕

回 径  不明

残存高  43
頸部は外湾気味に上り、日縁部は短く内湾

する。

体部欠島

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 白灰色
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図 面
番 号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色 調 備  考

105-37

(P108)

甕

日 径  不明

残存高  37
回頸部 は外反 して上 り、玉縁状 に内湾 して

端部 に至 る。

肩体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

05-38

P108)

甕

回 径

残存高

明

８

不

ａ

頸部は外反 して上 り、日縁 部は内湾 して端

部 に至 る。

肩体部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 黒灰色

105-39

(P108)

甕

□ 径 不明

残存高  68
頸部は外反 して上 り、 日縁部は「 くJの字

形 に屈曲 して端部に至る。

頸基部に クシ状工具 による刺突文がめ ぐる(

肩体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

ナデ、回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

105-40

(P108)

餐

径

古
回

存

回

残

不明

37
口縁部は「 く」の字形に屈曲して端部に至

る。

頸部は外傾する。

頸部の一部、肩体部欠損。

外 面 カキロ

回転 ナデ

回転ナデ内 面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

105-41

(P108)

餐

回 径  不明

残存高  20
日縁部は外傾して上り、端部は内傾する平

面をもつ。

頸部の一部、肩体部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒 を

含む

良 好 黒灰色

105-42

(P108)

直

口

士堕

回 径

残存高

明

０

不

５

口縁部はほぼ垂直に上り、端部付近で短く

外反する。

端部は内湾する凹面をもつ。

肩体部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

カキロ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 白灰色

105-43

(P108)

甕

明

１

不

３

径

高存

口

残

国縁部は内湾 して上 り、下方 に沈線がめ ぐ

る。

頸部は外傾す る。

頸部の大半 、肩体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

105-44

(P108)

甕

径

甘
回

存

口

残

口顎部は外反 して上 り、端部付近で内湾す

る。

肩体部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転 ナデ

ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

105-45

(P108)

甕

日 径  不明

残存高  43
頸部は外反して上り、凸線、波状文を有す

る。

日縁部は内傾する。

顎部の一部、肩体部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 灰  色

105-46

(P108)

窪

日 径  不明

残存高  51
頸部は外反 して上 り、 1本の凸線、波状文

を有す る。

日縁部は内湾気味 に上 る。

頸部の大半、肩体部欠損。

外面 カキロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

105-47

(P108)

霊
不
（蓋
）

□ 径  不明

残存高  24
天丼部はやや丸味をもつ。

□縁部欠損。

外面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

日縁部は回転ナ

デ

内面  ナデ、回転 ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

白灰色

105-48

(P108)

蓋
不

（蓋
）

径

一局

日

器

140

35
回縁部は内湾 して下 り、端部は内傾す る平

面をもつ。

天丼部 は凹みをもつ。

外 面 回転 ヘ ラ削 り、

回転 ナデ

回転 ナデ内 面

砂粒を

含む

良 好 濃灰色 ロク ロ

の回転

右方向
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番 号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

105-

(P108)

蓋
不
（
身
）

日 径  100
残存高  43

たちあが りは内傾 して伸び、端部は薄 くて

鋭 い。

受部はやや上外方に仲び、端部は丸い。

外面 日縁部は回転 ナ

底体部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 茶灰色

105-50

(P108)

晒

口 径

残存高

口縁部は内湾気味に伸び、端部は凹面を も

頸部は外反 し、 日縁部付近 に 1本 の凸線が

め ぐる。

体部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

白灰色

105-51

(P108)

甕

回 径  135
残存高  43

口縁部は内湾 して上 る。

頸部は外反す る。

肩体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

05-52

P108)

甕

回 径

残存高

口縁部は内湾 して上 る。

頸部は外反す る。

肩体部欠損。

外面 自燃 釉 付着 の た

め不明

内面  自然釉付着 のた

め不明

砂粒を

含む

良 好 黒  色

C地区 6層

106-1

(P l10)

蓋
外

（
蓋
）

日 径  不明

残存高  36
回縁部は内傾して下り、端部は内傾する凹

面をもつ。

稜は沈線状を呈する。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 緑灰色

106-2

(P■ 0)

蓋
不

（
蓋
）

回 径  不明

残存高  37
回縁部 は内湾 して下 り、端部は内傾す る平

面を もつ。

稜は沈線状 を呈す る。

天丼部の大半欠損。

外 面 天丼部 は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

回縁部は回転 ナ

デ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

106-3

(P l10)

蓋
不

（身
〉

日 径  不明

残存高  32
たちあがりは内傾して伸び、端部は丸い。

受部はほぼ水平に伸び、端部は丸い。

底体部の大半欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転ナデ

を粒

む

砂

含

やや不

良

青灰色

106-4

(P l10)

蓋
不

（身
）

口 径  不明

残存高  22
たちあがりは内湾気味に上り、端部は尖る

受部は上外方に伸び、端部は丸い。

底体部の大半欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

106-5

(P l10)

蓋
不

（蓋
）

明

明

不

不

径

高

回

器

天丼部は平 ら。

天丼部の一部、 日縁部欠損。

外面 回転 ヘ ラ

内面 ナデ、回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

106- 6

(P■ 0)

蓋
不

（董
）

明

明

不

不

径

高

回

器

天丼部は平ら。

天丼部の一部、日縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 りの

後、板状工具 に

よるナデを施す

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

106- 7

(P l10)

蓋
外
（蓋
）

口 径

残存高

明

明

不

不

天丼部 はやや平 ら。

稜は沈線状 を呈す る。

日縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色 ロクロ

の回転

右方向
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凶  回

番 号
種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色 調 備  考

106-8

(P l10)

台

付

娩

明

８

８

不

■

９

径

首
回
径

存

部

回

残

は

底部は平 らで、やや内傾す る高台がつ く

口縁部欠損。

外面 底部は回転ヘ ラ

肖Uり

他は回転ナデ

内面 ナデ、回転 ナデ

砂粒を

含む

良 好 濃灰色 回

転

向

ク

国

方

口

の

右

106- 9

(P l10)

台

付

坑

回 径  不明

残存高  19
底部径  97

高台は外反 して下 り、端部は外傾す る平面

を もつ。

底部の一部、日縁部欠損。

外面 回転 ナデ

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

106-10

(P l10)

台

付

坑

回 径  180
残存高  12

天丼部はゆるやかに内湾 して下 り、端部は

丸い。

天丼部の大半欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 灰  色 ロクロ

の回転

右方向

106-11

(P l10)

高

　
　

妹

明

８

３

不

＆

‐０

径

古
回
径

存

部

国

残

辰

脚柱部は外反気味に下 り、スカ ンがある。

脚裾部は内湾気味 に上 り、脚柱部 との境に

断面三角形の凸線を もつ。

不部欠損。

外面 カキロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 黄灰色

106-12

(P l10)

甕

回 径 212
残存高  55

回縁部は内湾気味に上り、端部付近で短く

外反する。

頸部は外反して上る。

肩体部欠損。

外面 カキロ

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

106-13

(P l10)

甕

回 径 238
残存高  75

回縁部は内傾 して伸 び、端部は丸い。

頸部は外反気味に伸び、 2本の凸線、波状

文を有す る。

肩体部欠損。

外面 カキロ

回転ナデ

内面

砂粒 を 良  好 淡灰色

-14

(P■ 0)

円
筒
埴
輪

明

明

不

不

径

古
同

回

器

胴部は外傾 して上 る。

タガの端部は平面を呈す る。

外面 ハケ ロ、横ナデ

内面 指圧痕、ナデ

砂粒を

含む

良  好 赤褐色

107-15

(P l10)

円
筒
埴
輪

明

明

不

不

径

吉
向

回

器

胴部は外湾気味に上る。

タガの端部は凹面をもつ。

須恵質の埴輪。

外面 ハケ ロ、横 ナデ

内面 指圧痕、ナデ

大粒の

砂粒を

含む

良 好 茶褐色

107-16

(P l10)

円
筒
埴
輪

明

明

不

示

径

高

回

器

胴部の破片。

タガの端部は平面 を もつ。

外面 ハケロ、横 ナデ

内面 指圧痕、ナデ

大粒の

砂粒を

含む

良  好 赤褐色

107-17

(P l10)

円
筒
埴
輪

明

明

不

不

径

高

日

器

胴部の破片。

タガの端部は平面を もつ。

須意質の埴輪。

凋
ア^　　睡

ハ

ナ
　
　
指

面

　

　

　

面

外

　

　

　

内

横 ナデ

ナデ

砂粒を

含む

良 好 茶褐色

107-18

(P l10)

円
筒
埴
輪

明

明

不

不

径

高

回

器

胴部の破片。

タガの端部は凹面をもつ。

外面 ハケロ、横 ナデ

内面 指圧痕、ナデ

砂粒を

含む

良  好 赤褐色

07-19

1P l10)

円
筒
埴
輪

明

明

不

不

径

高

口

器

胴部の破片。

タガの端部は凹面を もつ。

面
　
　
面

外

　

内

ハケロ、横ナデ

風化のため不明

砂粒を

含む

良 好 赤褐色
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凶  El
番  号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎 土 焼  成 色  調 備 考

lC17-20

(P l10)

円
筒
埴
輪

明

明

不

不

径

古
向

口

器

底の端部は尖る。

タガの端部は平面をもつ。

外 面 ハケロ、横ナデ

ヘラ状工具 によ

る刺突

指圧痕、ハ ケロ内面

大粒の

砂粒を

含む

良 好 茶褐色

107-21

(P l10)

円
筒
埴
輪

日 径  不明

残存高  101
底部径  159

ほの端部は平 ら。 面
　
　
面

外
　
　
内

ハケロ、横 ナデ

風化のため不明

砂粒を

含む

良  好 赤褐色

C地区 7層

108-1

(P l12)

蓋
不

（蓋
）

回 径

残存高

回縁部はほぼ垂直 に下 り、端部は内湾す る

凹面を もつ。

稜は断面三角形 を呈 し、鋭い。

天丼部の大半欠損。

外 面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

ロ縁部は回転ナ

デ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 灰  色

108-2

(P l12)

蓋
不

（蓋
）

口 径

残存高

回縁部は内湾気味 に下 り、端部付近で わず

か に外反す る。

端部は内傾す る平面を もつ。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部 の大半欠損。

天丼部 は回転ヘ

ラ肖l19、 回転ナデ

ロ縁部は回転 ナ

デ

回転ナデ

外 面

内面

砂粒を

含む

良  好 黒 色

108-3

(P■ 2)

蓋
不

（蓋
）

130
44

径

古
回

口

器

回縁部は内湾気味に下 り、端部は内傾す る

平面を もつ。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部はやや丸味を もつ。

外面 天丼部 は回転へ

ラ削り、回転ナデ

回縁部は回転ナ

デ

内面 ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色 ロクロ

の回転

右方向

108-4

(P■ 2)

蓋
不

（蓋
）

回 径

残存高

回縁部は内湾気味に下り、端部内側に沈線

を有する。

稜に沈線がめぐる。

天丼部の大半欠損。

外 面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

ロ縁部は回転 ナ

デ

回転 ナデ内 面

砂粒を

含む

良 好 濃灰色

108-5

(P l12)

蓋
不

（蓋
）

口 径  140
残存高  30

回縁部は内湾気味に下り、端部は内傾する

期面をもつ。

稜に沈線がめぐる。

天丼部の大半欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 青灰色

108- 6

(P l12)

蓋
不

（蓋
）

口 径  160
残存高  39

口縁部は内湾気味に下 り、端部は内傾す る

凹面を もつ。

稜は鋭い。

天丼部の大半欠損。

外 面 天丼部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

ロ縁部は回転 ナ

デ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色 ロク ロ

の回転

右方向

108-7

(P l12〉

蓋
不

（蓋
）

123
26

径

古
同

存

回

残

回縁部は内傾して下り、端部は内側に凹面

をもつ。

稜に沈線がめぐる。

天丼部の大半欠損。

回転ナデ

回転ナデ

面
　
　
面

外
　
　
内

を粒

む

砂

含

良  好 濃灰色

108-8

(P■ 2)

蓋
不

（蓋
）

口 径  138
残存高  25

口縁部は内傾 して下 り、端部は内側 にわず

か に凹む面を もつ。

稜に沈線がめ ぐる。

天丼部の大半欠損。

回転ナデ

回転 ナデ

面
　
　
面

外
　
　
内

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

108-9

(P l12)

蓋
不

（蓋
）

明

明

不

不

径

吉
回

日

器

天丼部はやや丸味を もち、ヘ ラ記 号がある(

稜は沈線状を呈する。

日縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

ナデ、回転 ナテ内面

を粒

む

砂

含

やや不

良

淡灰 色 ロクロ

の回転

右方向
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凶  画
番  号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

(P■ 2)

蓋
不

（蓋
）

明

明

不

不

径

高

回

器

天丼部はやや丸味を もつ。

日縁部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

ナデ、回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含ヽむ

良  好 淡灰色 口

転

向

ク

回

方

口

の

右

108-11

(P l12)

蓋
不

（蓋
）

径

高

口

器

不明

示明

天丼部はやや平 ら。

国縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色 ロク ロ

の回転

右方向

108-12

(P l12)

蓋
杯

（蓋

）

明

明

不

不

径

吉
回

日

器

天丼部は平 ら。

口縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り、

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

白灰色 ロクロ

の回転

右方向

108-1〔

(Pl12)

蓋
芥

（蓋

）

明

明

不

不

径

古
向

日

器

天丼部は平 ら。

□縁部欠損。

外 面 回転ヘラ削り、

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良 好 淡灰色 ロク ロ

の回転

右方 向

108-1コ

(P l12)

蓋
不

（蓋

）

明

明

不

不

径

古
ロ

回

器

天丼部は平 ら。

稜は沈線状 を呈す る。

国縁部欠損。

外面 回転ヘラ削り、

回転ナデ

ナデ、回転ナデ内 面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色 口

転

向

ク

回

方

口

の

右

108-

(P l12)

蓋
不

（蓋
）

明

明

不

不

径

古
回

日

器

天丼部はやや凹んで いる。

稜に沈線がめ ぐる。

日縁部欠損。

面

　

　

　

面

外

　

　

　

内

回転ヘ ラ削 り、

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色 口

転

向

ク

回

方

口

の

右

108-16

(P■ 2)

蓋
不

（蓋
）

径

高

日

器

不明

不明

天丼部はやや平 ら。

国縁部欠損。

外面 回転 ヘラ肖1り 、

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色 ロクロ

の回転

右方向

108-17

(P l12)

蓋
外
（蓋
）

明

明

不

不

径

古
同

回

器

天丼部は平ら。

天丼部の一部、日縁部欠損。

外面 回転 ヘラ削 りの

後、ヘ ラ状工具

によ り数条の沈

線を施す。

内面  ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 黒灰色 ロクロ

の回転

右方向

109-18

(P l13)

蓋
不

（身
）

回 径 170
残存高  44

たちあがりは外反気味に上り、端部は内湾

する凹面をもつ。

受部はほぼ水平に伸び、端部は丸い。

底体部欠損。

外面 回縁部は回転ナ

底体部は回転ヘ

ラ削り、回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 淡灰色 口

転

向

ク

回

方

口

の

左

109-19

(P l13)

蓋
必

（身
）

径

高存

回

残

たちあが りは内傾 して伸び、端部は薄 くて

丸い。

受部は上外方 に伸び、端部は丸い。

底体部 の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

109-20

(P l13)

蓋
不

（身

）

回 径 134
残存高  37

たちあがりは内傾して伸び、端部は薄くて

丸い。

受部は上外方に伸び、端部は丸い。

底体部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 白灰色

1(Ю -21

(Pl13)

蓋
不

（
身
）

径

高

日

器

たちあがりは内傾して伸び、端部は薄くて

丸い。

受部は上外方に伸び、端部は丸い。

底部は深くて平ら。

外面 底部は板状工具

によるナデの後

回転ヘ ラ削 りを

施す

内面  ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色 EIク ロ

の回転

右方向
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凶  回

番 号
極
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 偏  考

1∞ ―

(P l13)

蓋
不
（身
）

口 径  125
残存高  32

たちあが りは「 くJの 字形 に伸 び、端部は

薄 くて丸い。

受部はほぼ水平 に伸び、端部は丸い。

底部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

109-23

(P l13)

蓋
杯

（身
）

日 径

残存高

たちあが りは内傾 して上 り、端部は丸い

受部はやや上外方に伸び、端部は丸い。

底部の一部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 青灰色

109-24

(P l13)

蓋
不

（身
）

口 径

残存高

たちあが りは内湾気味に上 り、端部は丸い

受部はやや上外方 に伸 び、端部 は丸い。

底部の大半欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

109-25

(P l13)

蓋
芥

（身
）

口 径 131
残存高  28

たちあが りは内湾気味に上 り、端部は薄 く

て丸い。

受部はやや上外方 に伸び、端部は丸い。

底部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

109-

(P l13)

蓋
不

会
身
）

径

古
回

存

口

残

127
30

たちあがりは外湾気味に伸び、端部は薄く

て丸い。

受部はほぼ水平に伸び、端部は丸い。

底部の大半欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

109-27

(P l13)

蓋
不

（身
）

径

高存

口

残

たちあが りは内傾 して伸び、端部は薄 くて

丸 い。

受部はやや上外方 に伸び、端部は丸い。

底体部の大半欠損。

外面  回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

内面 回転 ナデ

砂 粒を

含 む

良  好 濃灰色

109-28

(P l13)

蓋
不

（身
）

口 径  117
残存高  39

たちあがりは内傾して伸び、端部は丸い。

受部はやや上外方に伸び、端部は丸い。

底部の大半欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 青灰色

109-29

(P l13)

蓋
芥

（身
）

回 径  122
残存高  27

たちあが りは内傾 して上 り、端部は薄 くて

丸い。

受部はやや上外方 に伸び、端部は丸い。

医部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

109-30

(P l13)

蓋
芥

（身
）

口 径  117
残存高  39

たちあが りは内傾 して上 り、端部は薄 くて

丸い。

受部はやや上外方に伸び、端部 は丸い。

底部はやや平 ら。

底部の一部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 濃灰色

109-31

(P l13)

蓋
亦

（身
）

径

高存

口

残

124
29

たちあが りは内傾 して上 り、端部は薄 くて

丸い。

受部はやや上外方 に伸び、端部は丸い。

底体部の大半欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 濃灰色

l l19-32

(P l13)

蓋
不

（身
）

口 径

残存高

たちあがりは外反気味に上り、端部は薄く

て丸い。

受部はやや上外方に伸び、端部は丸い。

底体部の大半欠損。

外面  回転ヘ ラ削 り

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰 色

109-33

(P l13)

蓋
不

（身
）

日 径

残存高

たちあがりは内傾して伸び、端部は薄くて

丸い。

受部はやや上外方に伸び、端部は丸い。

底体部の大半欠損。

外面 回転 ヘ ラ削 り、

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色
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凶 向
番 号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎 土 焼  成 色  調 備  考

1∞ ―醜

(P l13)

蓋
不

（
身

）

径

古
回

存

口

残

たちあが りは内傾 して伸び、端部 は薄 くて

丸い。

受部はやや上外方 に伸び、端部は丸い。

底部の大半欠損。

外 面 回転 ヘ ラ削 り、

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 青灰色 回

転

向

ク

回

方

０

の

右

109-35

(Pl13)

台
付
婉
（蓋

）

径

古
同

国

器

天丼部はゆるやか に内湾 し、 中央に凝宝殊

状のつ まみがつ く。

日縁部は丸い。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色 ロクロ

の回転

右方向

109-36

(Pl13)

台

付

坑

回 径 180
残存高  14

天丼部 はゆるやか に内湾 し、 口縁部はほほ

垂 直に下 る。

端部は鳥の嘴状 を呈す る。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

淡灰色 ロクロ

の回転

右方向

109-37

(P l13)

台
付

坑
（蓋

）

口 径  184
残存高  10

天丼部 はほぼ平 らで、日縁部 は内傾 して下

る。

端部は丸い。

天丼部の一部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り、

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂 粒を

含む

良  好 濃灰色

109-38

(Pl13)

台

付

婉

径

吉
同
径部

回

器

底

127
45
90

回縁部 は内湾気味に上 り、端部付近でわず

か に外反す る。

端部は丸い。

底部 に高台がつ く。

外面  回縁部は回転 ナ

底部は回転ヘ ラ

削 り、回転ナデ

内而  ナデ、同転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

109-39

(P l13)

台
付
娩
（蓋

）

回 径  142
残存高  20

天丼部は内湾して下り、日縁部付近で外反

する。

日縁部は内湾して下り、端部は丸い。

天丼部の大半欠損。

外面 回転ヘラ削り、

回転ナデ

ナデ`回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色 ロクロ

の回転

左方向

109-40

(P l13)

台
付
坑
（蓋

）

回 径  134
残存高  35

天丼部は内湾 して下 り、 日縁部付近で短 く

外反す る。

日縁部は短 く外傾す る。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転 ナデ

多量の

砂粒を

含む。

良  好 青灰色

109-41

(P l13)

台
付
塊
（蓋
）

径

古
向

日

器

天丼部 は内湾 して下 り、 日縁部付近で短 く

外反す る。

輪状のつ まみがつ く。

日縁部は短 く内湾 し、端部は鳥の時状を呈

す るハ

外 面 回転ヘラ音」り、

回転ナデ

ナス 回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色 ロクロ

の回転

左方向

Ю9-42

(P l13)

台
付
娩
（蓋
）

径

高

回

器

135

33
天丼部 は内湾 して下 り、輪状のつまみがつ

く。

口縁部は短 く内湾 し、端部は丸い。

端部内側 に凹面を もつ。

外 面 回転ヘ ラ削 り、

回転ナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒 を

含む

良  好 淡灰色 口

転

向

ク

回

方

口

の

右

109-43

(Pl13)

台
付
坑
（
蓋
）

径

古
［

口

器

140
30

天丼部 は内湾 して下 り、日縁部付近で わず

かに外反す る。

日縁部は短 く内湾 し、端部は丸い。

端部内狽1に 凹面を もつ。

面
　
　
面

外

　

内

回転 ナデ

ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

109-44

(P l13)

台

付

娩

明

２

１

不

Ｚ

‐０

径

高

径

存

部

回

残

底

底部は平 らで、内傾する高台がつ く

曰縁部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

ナデ、回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

109-45

(P l13)

台

付

婉

明

５

５

不

１

‐１

径

一局

径

存

部

回

残

底

底部は平らで、内傾する高台がつく。

国縁部の大半欠損。

外 面 回転 ヘ ラ削 り、

回転ナデ

回転 ナデ内面

多量 に

砂粒を

含む

良  好 灰  色
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凶  lE
番 号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備 考

109-46

(PH3)

蓋

郭

（蓋
）

日 径 不 明

残存高  27
□縁部は内傾して下り、端部は内傾する平

面をもつ。

稜は沈線状を呈する。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回 転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

109-47

(Pl13)

蓋

杯

（蓋
）

口 径 不明

残存高  27
日縁部 は内湾気 味に下 り、端部は内傾す る

平面を もつ。

稜に沈線がめ ぐる。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

109-48

(Pl13)

蓋

郭

（蓋
）

回 径

残存高

明

０

不

３

口縁部は内湾気味に下り、端部は内傾する

凹面をもつ。

稜は沈線状を呈する。

太井部の大半欠損。

面

　

面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 茶 灰色

109-49

(Pl13)

霊

郭

（
身
）

回 径 不明

残存高  31
たちあが りは外反気味 に上 り、端部は薄 く

て丸い。

受部はほぼ水平に伸び、端部は丸い。

底体部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

109-50

(Pl13)

蓋

郭

（
身
）

日 TX■  小明

残存高  36
たちあが りは内湾気味に上 り、端部は薄 く

て 丸い。

受部はやや上外方 に伸び、端部は丸い。

底体部の大半欠損。

外面 回 転 ナ デ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 茶灰色

109-51

(Pl13)

蓋

必

（身
）

日 径 不明

残存高 35
たちあが りは外湾気味に上 り、端部は薄 く

て丸い。

受部はやや上外方 に伸び、端部は丸い。

底体部の大半欠損。

外面 回転 ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃次 色

110-52

(Pl15)

盛

回 径 104
残存高  46

回縁部は内湾気味に上 り、端部は凹面をもつ。

頸部は外反 して上 り、波状文を有す る。

日縁部 と頸部の境lTは 断面三角形の凸帯が

め ぐる。

底体部欠損 。

外 面 回 転 ナ デ

内面 回転 ナデ

を粒

む

砂

含

良 好 淡灰色

110-53

(PH5)

古向
　
　
邦

口 径 不明

残存高  75
底部径  125

脚柱部は外反 して下 り、スカ ンを有す る。

脚裾部は短 く内湾す る。

郭部欠損。

外面 カキロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒 を

含む

良  好 青灰色

10-54

(Pl15)

昔
同
　
　
郭

日 径 不 明

残存高

底部径

脚柱部 は外反 して下 り、スカ シを有す る。

脚裾部は短 く内湾す る。

外部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂社 を

含む

良  好 青灰色

110-55

(Pl15)

吉
回
　
　
郭

日 径 不明

残存高  60
底部径  124

脚柱部は外反 して下 り、スカンを もつ。

脚裾部は短 く内湾す る。

杯部欠損。

外 面 カキロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒 を

含む

良 好 青灰色

10-56

(Pl15)

吉
回
　
　
鉢

口 径 不明

残存高  32
底部径  109

脚柱部は内傾して下り、スカンをもつ。

脚裾部は短く外反した後、内湾して端部に

いたる。

脚部の一部、杯部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 茶灰色

10-57

(Pl15)

古
画
　
　
郭

日 径 小明

残存高  40
底部径  105

脚柱部は外反して下り、台形のスカンを有

する。

脚裾部は短く内湾する。

脚部の一部、杯部欠損。

外 面 回 転 ナ デ

内面  回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色
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凶  回

番 号
優
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎 土 焼  成 色  調 備  考

110-68

(P l15)

盲同
　
　
杯

回 径 不 明

残存高  28
底部径  100

脚部は内湾気味に下り、端部は内傾する平

面をもつ。

円形のスカンを有する。

脚部の一部、杯部欠損。

外面 回転 ナテ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

110-59

(P l15)

昔
回
　
　
郭

明

明

不

不

径

古
同

国

器

郭底部は丸みをもち、クシ状工具による刺

突文を有する。

脚部の三方 にスカ ンがある。

脚部および IIN部の一部欠損。

外面 回転 ナデ

内面 ナデ、回転ナデ

砂 粒 を

含む

良  好 灰  色

110-60

(P l15

古
同
　
　
必

□ IX‐ 不 明

器 高 不 明

脚部はほぼ垂直に下 った後、やや外反 し、

スカ ンを有す る。

脚部の一部、外部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

シボ リ

砂粒を

含む

良  好 緑灰色

110-61

(P l15)

古
同
　
　
杯

日 径 不 明

残存 高  45
底部径  61

脚柱部 は外湾 して下 る。

脚裾部は短 く外傾す る。

ITN部 欠損。

外 面 回 転 ナ デ

内面  回転 ナデ

多量 に

砂 粒 を

含む

やや良

好

淡灰色

110-62

(P l15)

古
回
　
　
杯

回 径 不 明

残存高

底部径

脚柱部は外反 して下 り、脚裾部は内傾す る。

郭部の大半欠損。

外面  回転 ヘ ラ削 り

回転 ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含め

良 好 淡灰色 ロクロ

の回転

左方向

110-63

(P l15:

短

頸

壷

径

古
ロ

日

器

62
59

回縁部はやや外反 して伸 び、端部は丸し

底部は丸い。

外曲 芋持 ちヘ ラ削り

回転 ナデ

内面  回転 ナデ

砂 粒 1こ

含む

良  好 淡灰色

110-64

(P l15)

提
　
　

瓶

日 径 不 明

器 高 不 明

体部の背面は平坦で、側面に把手がつ く

回縁部、体部の大半欠損。

外面  カキ ロ、ナデ

回転 ナデ

内面  ナデ、回転 ナデ

含む

艮  好 青灰色

110-65

(P l15)

提
　

　

瓶

口 径  85
残存高  77

顎部は外反 して上 り、日縁部 は内傾す る。

体部の前面は湾曲 して丸 く、側面に把手が

つ く。

体部の大半欠損。

外 曲 ナ 回 転 ナデ

内面 ナデ、回転ナデ

υ種を

含む

良  好 白灰色

110-66

(P l15)

磁

回 径 不 明

器 高 不 明

体部は内湾 して下 り、上方 に円形のスカ シ

を有す る。

日縁部、体部の一 部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

ナデ、回転 ナデ

回転ナデ

含 む

艮  好 淡 灰 色

110-67

(P l15)

婉

残存高  56
回縁部は下万に 2本の凹線がめ ぐり、ほぼ

垂直に上 る。

端部は丸い。

底体部は内湾 して下 る。

底部欠損。

外曲 芋持 ちヘ ラ削 り

回転 ナデ

内面  回転 ナデ

砂 粒 を

含む

良  好 淡火 色

110-68

(P l15)

回 径 4 」

残存高  43
顎部は外反してイ申びる。

日縁部は外傾して上り、短く内湾する。

肩体部欠損。

外 血 回 転

内面  タタキ

回転 ナデ

少 拉 を

含む

良  好 淡灰色

110-69

(P H5)

回 径

残存高

頸部は外傾 して下 り、日縁部 との境でわず

かに段をなす。

日縁部は外傾 して伸び、端部付近で短 く内

傾す る。

肩体部欠損。

外 面 回 転 ナ デ

内面 回転 ナデ

砂 粒 を

含 む

艮  好 濃灰 色
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凶  回

番 号
法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎 土 焼  成 色  調 備  考

1lo-70

(Pl15)

一電

日 径  128
残存高  45

□頸部は外傾 して上 り、端部付近で短 く内

湾す る。

端部は凹面を もつ。

肩体部欠損。

外 面 タタキ

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

111-71

(Pl16)

脚

付

壷

口 径  125
残存高  82

たちあがりは外反して上り、端部は丸い

受部はほぼ水平で短い。

頸部は外傾し、肩部は内湾する。

体部欠損。

外面 カ キ 目

回転ナデ

内面  タタキ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

111-72

(P l16)

甕

日 径 159
残存高  72

頸部 は外湾気味に上 り、日縁部は短 く内湾

す る。

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

外面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転 ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 青灰色

111-73

(Pl16)

甕

口 径 197
残存高  72

頸部は外傾 して上 り、国縁部は内傾す る平

面を もつ。

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

外面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 青灰色

111-74

(Pl16)

甕

径

古
回

存

回

残

13 2 顕部は外傾して上り、2本の凹線と波状文

を有する。

日縁部は内傾する平面をもつ。

頸部は内湾気味に下る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

風化のため小明

タタキ

回転ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 白灰色

111-75

(Pl16)

直

口

士望

径

吉
回

存

回

残

口縁部は内湾気味に上 り、端部は丸い

肩部は内湾気味に下 る。

体部欠損。

外面 カキロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 青灰色

111-76

(Pl16)

甕

回 径  167
残存高  75

頸部は外湾気味に上 る。

口縁部 は「 く」の字形 に屈 曲す る。

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

外面  タタキ

回転ナデ

内面  タタキ

回転ナデ

砂粒 を

含む

長  好 青灰色

111-77

(Pl16)

甕

回 径 386

残存 高  123
頸部は外傾して上り、2条の凹線、波状文

を有する。

日縁部は下方に凹線がめぐり、内湾して上

る。

肩体部欠損。

グト囲  凹 絋 ア ア

内面 回転ナデ

砂 粒 を

含 む

良 好 白灰色

111-78

(Pl16)

甕

回 径 350
残存高 119

頸部は外傾して上り、2条の凹線、波状文

を有する。

日縁部は下方に凹線がめぐり、内湾して上

る。

肩体部欠損。

外面 カ キ 目

回転ナデ

内面 回転 ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 緑灰 色

111-79

(Pl16)

長

頸

壷

回 径

残存高  53
口頸部はわずかに外反 して上 り、端部は丸

い 。

日縁部と顕部の境にゆるやかな段がつく。

頸部の大半、体部欠損。

外 血 回 転 ナ

内面 回転ナデ

多量 に

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

111-80

(Pl16)

長

顕

壷

日 径 108
残存高 135

口頸部は外反 して上 り、中程に 2本の沈線

がめ ぐる。

端部は丸い。

肩体部欠損 。

外面 回転 ナ デ

内面 回転ナデ

多量 に

砂粒を

含む

良  好 黒灰 色

111-81

(P l16)

長

顕

壷

日 径 107

残存高

回頸部は外反 して上 り、1本の沈線がめ ぐる。

端部は丸い。

底部は内湾気味に下 り、「 く」の字形 に屈

曲 して体部に至る。

体部の大半欠損 。

外 山 回 転 ナ デ

内面 ナデ、回転ナデ

多量に

砂粒を

含む

良  好 淡灰色
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凶 面
番 号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

112- 1

(Pl18)

蓋

郭

（蓋
）

口 径 不 明

器 高 不 明

天丼部はやや丸みを もち、稜は短 く鋭い

口縁部欠損。

外面 回転 ヘ ラ肖Jり

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 黄灰色 ロクロ

の回転

左方向

112- 2

(P l18)

蓋

郭

（蓋
）

径

吉
回

回

器

140
47

天丼部はやや平 ら。

稜は短 く、丸い。

口縁部は内傾 して下 り、端部内側に凹面を

もつ。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 青灰色 ロクロ

の回転

右方向

112- 3

(Pl18)

蓋

郭

（
蓋
）

径

吉
回

口

器

133

40
天丼部は低 くて平 ら。

稜は丸 くて鋭い。

回縁部は内湾気味に下 り、端部は内傾す る

凹面を もつ。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 黒灰色 ロクロ

の回転

右方向

112- 4

(Pl18)

蓋

杯

（蓋
）

回 径 不 明

器 高 不 明

天丼部 は平 ら。

稜は短 く、鈍い。

国縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削り

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 緑灰色 ロクロ

の回転

左方向

112- 5

(Pl18)

蓋

杯

（蓋
）

回 径  145
器 高  31

天丼部は低 くて平 ら。

稜は沈線状を呈す る。

□縁部は外湾気味に下 り、端部は内傾する

凹面を もつ。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色 ロクロ

の回転

右方向

112- 6

(Pl18)

蓋

郭

（蓋
）

口 径 145
器 高  50

天丼部は高 くて丸い。

稜は沈線状を呈す る。

日縁部は内傾 して下 り、端部内狽1に外反す

る平面を もつ。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色 ロクロ

の回転

右方向

112- 7

(Pl18)

蓋

必

（蓋
）

口 径 123
残存高  32

日縁部は内湾気味に下 り、端部内側 に凹面

を もつ。

稜 は短 く、鈍い。

天丼 部の大半欠損 。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

艮  好 青灰色

112- 8

(Pl18)

蓋

杯

（蓋
）

口 径  149
残存高  37

日縁部は内湾 して下 り、端部は内側 に凹面

を もつ。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部の大半欠損。

外 面 回転 ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 茶炭色

112- 9

(Pl18)

蓋

郭

（蓋
）

回 径 160
残存高  40

回縁部は内湾 して下 り、端部は内傾す る平

面を もつ。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部の大半欠損。

外面 回転 ヘ ラ削 り

回転 ナデ

内面 回転 ナデ

を粒

む

砂

合

良  好 茶灰色

112-10

(Pl18)

蓋

郭

（
蓋

）

日 径  134
残存高  41

口縁部は内湾気味に下 り、端部は外反す る

平面を もつ。

稜は沈線状 を呈す る。

天丼部の大半欠損 。

外面 回 転 ナ デ

内面 回転 ナデ

υ祉を

含む

艮  好 黒灰 色

112-11

(Pl18)

蓋

郭

（蓋
）

国 径  145
残存高  35

□縁部は内湾気味に下 り、端部は内傾す る

凹面を もつ。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部の大半欠損。

外面 回転 ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

112-12

(Pl18)

蓋

郭

（蓋
）

□ 径

残存高

天丼部はやや丸い。

口縁部はほぼ垂直に下 り、端部は内側 に外

反す る面を もつ。

天丼 部の一部欠損 。

外 面 回転 ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

艮  好 青灰色
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図 面
番 号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

112-13

(Pl18)

蓋

郭

（蓋
）

明

明

不

不

径

高

回

器

天丼部はやや平 ら。

天丼部の一部、 日縁部欠損 。

外 面 板状工具による

ナデの後、回転

ヘ ラ削 りを施す

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色 ロクロ

の回転

右方向

112-14

(Pl18)

霊

杯

（蓋
）

明

明

不

示

径

吉
同

日

器

天丼部は丸い。

日縁部欠損 。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色 ロクロ

の回転

右方向

112-15

(Pl18)

蓋

外

（
蓋

）

口 径  101
残存高  29

天丼部は平ら。

日縁部は内傾して下り、端部は内側に凹面

をもつ。

天丼部の一部欠損。

外 面 回転ヘラ削り

回転ナデ

カキロ状のナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

113-16

(Pl19)

蓋

郭

（蓋
）

明

明

不

不

径

高

曰

器

天丼部はやや平 ら。

口縁部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 青灰色 ロクロ

の回転

右方 向

13-17

Pl19)

蓋

郭

（蓋
）

明

明

不

不

径

高

日

器

天丼部はやや平 ら。

□縁部欠損 。

外面 回転 ヘ ラ削 り

回転 ナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

合む

良  好 濃灰色 ロクロ

の回転

右方向

113-18

(Pl19)

蓋

郭

（蓋
）

明

明

不

示

径

高

口

器

天丼部はやや丸みを もつ。

稜は沈線状 を呈す る。

日縁部の大半欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色 ロクロ

の回転

右方向

113-19

(Pl19)

蓋

郭

（蓋
）

回 径 不 明

器 高 不 明

天丼部 はやや平 ら。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部の一部、口縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内 面

砂粒を

含む

良 好 濃灰色 ロクロ

の回転

右方向

113-20

(Pl19)

蓋

郭

（身
）

口 径 132
残存高  55

たちあが りは外反気味に伸 び、端部は内側

に凹面を もつ。

受部 はほぼ水平 に伸び、端部は丸い。

底部は深 い。

外面 回転 ヘ ラ肖1り

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 淡灰色 ロクロ

の回転

左方向

113-21

(Pl19)

蓋

杯

（身
）

回 径  112
残存高  35

たちあが りは内傾 して上 り、端部は薄 くて

丸い。

受部はやや上外方に伸 び、端部は丸い。

底部の一部欠損。

外面 回転 ヘ ラ削 り

回転ナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

113-22

(Pl19)

蓋

郭

（身
）

日 径  128
残存高  46

たちあが りは外反気味に上 り、端部は丸い。

受部 はやや上外方 に伸 び、端部は丸い。

底部は深 くて平 ら。

外面 回 転 ヘ ラ り

回転 ナデ

内面  ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 濃灰色

113-23

(Pl19)

蓋

杯

谷
身

）

口 径 128
残存高  40

たちあが りは内傾 して上 り、端部は丸い。

受部はやや上外方に伸び、端部は丸い。

底部はやや浅 く、平 ら。

外 面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 淡灰色 ロクロ

の回転

右方 向

113-24

(Pl19)

蓋

杯

（
身

）

口 径  130
残存高  42

たちあが りはやや内傾 して伸び、端部は薄

くて丸い。

受部はほぼ水平 に伸びる。

底部は平 ら。

底部の一部欠損。

外 面 回転 ヘ ラ削 り

回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 茶灰 色
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番  号
穏
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備 考

113-25

(Pl19)

蓋

杯

（身
）

口 径 不 明

残存高  30
たちあが りはやや内傾 して伸び、端部内狽1

に外傾す る平面を もつ。

受部はほぼ水平に仲びる。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒 を

含む

良  好 淡灰色

113-26

(Pl19)

蓋

郭

（
身
）

回 径 不 明

残存高  31
たちあが りは内傾 して伸び、端部内側 に外

傾す る平面を もつ。

受部 はほぼ水平に伸 びる。

底体部欠損。

外面 回転 ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰 色

113-27

(PH9)

蓋

杯

（身
）

口 径 不 明

残存高  39
たちあが りは内傾 して伸び、端部は薄 くて

丸い。

受部はほぼ水平 に伸びる。

底体部の大半欠損 。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

113-28

(Pl19)

蓋

郭

（身
）

回 径 不 明

残存高  35
たちあが りは内傾 して伸 び、端部は薄 くて

丸い。

受部 はやや上外方 に伸びる。

底体部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良 好 濃灰色

113-29

(Pl19)

蓋

郭

（身
）

日 径 不 明

残存高  39
たちあが りは内傾 して上 り、端部は丸い。

受部はほぼ水平 に伸 び、端部は丸い。

底部はやや丸みを もつ。

外 面 回 転

回転ナデ

内面 回転 ナデ

指圧痕

砂粒を

含む

良  好 白灰色

113-30

(Pl19)

蓋

杯

（
身
）

□ 径

残存高

不 明 たちあがりは内傾して上り、端部は尖る。

受部はやや上外方に伸びる。

底体部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

艮  好 黒灰色 ロクロ

の回転

右方向

113-31

(Pl19)

蓋

郷

（
身

）

口 径 小 明

残存高  36
た ちあが りは内傾 して上 り、端部は丸い。

受部はやや上外方に仲 び、端部は丸い。

底体部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

や や 小

良

黍灰 色

113-32

(Pl19)

蓋

郭

（身
）

回 径 不 明

残存高  30
たちあが りは内傾 して上 り、端部は丸い

受部はやや上外方 に伸びる。

底体部の大半欠損 。

外 面 回 転 ナ デ

内面  回転 ナデ

砂粒を

含む

艮  好 白灰色

113-33

(Pl19)

蓋

郭

（身
）

□ 径 不 明

残存高  35
たちあが りは内傾 して伸び、端部は薄 くて

丸い。

受部はやや上外方に伸 びる。

底体部の大半欠損 。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

を粒

む

砂

合

艮  好 黒灰色

113-34

(P l19)

蓋

郭

（身
）

日 径 小 明

残存高  25
たちあが りは外反 して伸び、端部は薄 くて

丸い。

受部はやや上外方 に伸びる。

底体部の大半欠損 。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 火  色

113-35

(Pl19)

蓋

杯

含
２

口 径 不 明

残存高  35
たちがありはやや内湾気味に伸 び、端部は

薄 くて丸い。

受部はほぼ水平に伸 びる。

医部の一部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

艮  好 黒灰色

113-36

(Pl19)

蓋

郭

会身
）

回 径

残存高

不 明 たちあが りは内湾 して上 り、端部は薄 くて

丸い。

受部 はやや上外方に伸 びる。

底部の一部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

艮  好 黒灰色
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番 号
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113-37 蓋

郭

谷
蓋

）

回 径 不 明

残存高  40
口縁部はほぼ垂 直に下 り、端部は内傾す る

凹面 をもつ。

稜 は断面三角形を呈す る。

天丼部の大筈欠損。

面

　

面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

白灰色

113-38 蓋

雰

（蓋
）

回 径 不 明

残存高  39

日縁部はほば垂直に下 り、端部 は内傾す る

平面を もつ。

稜は短 く、丸い。

天丼部の大半欠す罠。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

113-39 蓋

郭

（蓋
）

回 径 不 明

残存高  38
口縁部はほぼ垂直に下 り、端部は内傾す る

凹面 を もつ。

稜は短 く、鋭い。

天丼部の大半欠損。

両
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

113-40 蓋

郭

（蓋
）

日 径 不 明

残存高  42

回縁部はほぼ垂直に下 り、端部 は内傾す る

凹面を もつ。

稜は短 く、やや 丸い。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

艮  好 灰  色

113-41 蓋

郭

（蓋
）

□ 径 不 明

残存高  36
口縁部はほぼ垂直に下 り、端部は内傾す る

平面を もつ。

稜 は沈線状を呈 し、鋭い。

天丼部の大半欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

良 好 灰  色

113-42 蓋

郭

（蓋

）

口 径 不 明

残存高  37
口縁部はほぼ垂直に下 り、端部は内傾す る

平面を もつ。

稜は短 く、丸い。

天丼部の大半欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

13-43 蓋

杯

（蓋
）

口 径 不 明

残存高  32

日縁部 は外反気味に下 り、端部は内傾す る

平面を もつ。

稜は沈状線 を呈 し、鋭い。

天丼部の大井欠損。

外面 回 転 ナ デ

内面 回転ナデ

砂 柾 を

含む

艮  好 黒灰 色

113-44 蓋

郭

（蓋
）

回 径 不 明

残存高  31
口縁部は外反気味に下り、端部は内傾する

平面をもつ。

稜は沈線状を呈し、鋭い。

天丼部の大半欠損。

外面 回転 ナ デ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

113-45 蓋

杯

（蓋
）

日 径 不 明

残存高  36
回縁部はやや 内傾 して下 り、端部は内傾す

る平面をもつ。

稜は沈線状 を呈す る。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

灰  色

113-46 蓋

杯

（蓋
）

回 径 不 明

残存高  32
回縁部はやや内湾 して下 り、端部は内傾す

る平面をもつ。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部の大筈欠損。

外 面 回 転 ナ デ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

や や 禾

艮

茶灰色

113-47 蓋

郭

（蓋

）

口 径 不 明

残存高  30
口縁部は内湾 して下 り、端部は内傾す る平

面を もつ。

稜は沈線状を呈す る。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒 を

含む

良  好 黒灰色

113-48 蓋

郭

（
蓋

）

回 径 不 明

残存高  40
日縁部はやや内湾 して下 り、端部は内傾す

る平面を もつ。

稜に沈線がめ ぐる。

天丼部の大半欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒 を

含む

良  好 青灰色

-172-



凶  回

番 号
種
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113-49

(Pl19)

蓋

郭

（蓋
）

回 径 不 明

残存高  35
回縁部 は内湾気味 に下 り、端部は内傾す る

平面を もつ。

外面 回転 ヘラ削 り

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 黒灰色

113-50

(Pl19)

蓋

郭

（蓋
）

回 径 不 明

残存 高  30
口縁部は内湾 して下 り、端部は内側に浅い

沈線を もつ。

稜に浅い沈線がめ ぐる。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

を粒

む

砂

含

やや不

良

淡灰色

113-51

(Pl19)

蓋

郭

（
蓋
）

口 径 不 明

残存高  30
回縁部は内湾気味に下 り、端部 は内側に浅

い沈線 を もつ。

稜 は沈線状を呈 し、鈍い。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

113-52

(Pl19)

蓋

杯

（蓋
）

回 径 不 明

残存 高  38
口縁部は内湾気味に下 り、端部 は内傾す る

平面を もつ。

稜はわずか に段をな し、鈍い。

天丼部の大半欠損。

外面 回転ヘ ラ肖1り

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 茶灰色

113-53

(Pl19)

蓋

郭

（蓋
）

口 径 不 明

残存高  34
回縁部はやや内湾して下り、端部は外反す

る平面をもつ。

稜は沈線状を呈する。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 窯灰色

113-54

(Pl19)

蓋

郭

（蓋
）

回 径 不 明

残存 高  26
日縁部はやや内湾 して下 り、端部は外反す

る平面を もつ。

稜に浅い沈線がめ ぐる。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良 好 灰  色

113-55

(Pl19)

蓋

郭

（蓋
）

口 径 不 明

残存高  29
回縁部 はやや 内湾 して下 り、端部は外反す

る平面 をもつ。

稜に沈線がめ ぐる。

天丼部の大半欠損。

外面 回転 ナ デ

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

良 好 淡反色

113-56

(P l19)

蓋

郭

（
蓋

）

回 径 不 明

残存高  34
日縁部は内傾して下り、端部は外反する平

面をもつ。

稜は沈線状を呈する。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂種を

含む

艮  好 炊  色

114-57

(P121)

高

　
　

郭

径

古向
径

存

部

回

残

底

不 明

61
130

脚柱部は外湾気味に下 り、スカシを有す る。

脚裾部はやや外傾 し、「 く」の字形 にゆる

やかに屈曲す る。

脚部の一部、郭部欠損。

外面 カキ ロ

回転ナデ

内面 回転 ナデ

少種を

含む

良 好 淡灰色

114-58

(P121)

一局
　
　
堺

□ 径 不 明

残存高  72
底部径  186

脚柱部は外湾気味に下り、スカンを有する。

脚裾部は短く内湾する。

脚部の一部、杯部欠損。

外面 カ キ 目

回転ナデ

内面  回転ナデ

砂粒を

含む

艮  好 淡灰色

114-59

(P121)

古
向
　
　
郭

日 径 不 明

残存高  52
底部径  105

脚住部は外湾気味に下り、スカシを有する。

脚裾部は「く」の字形に屈曲する。

脚部の一部、郭部欠損。

外面 カキロ

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

艮  好 淡灰 色

114-60

(P121)

吉
同
　
　
杯

回 径 不 明

残存高  59
底部径  105

脚柱部は外湾気味に下り、スカンを有する。

脚据部は「 く」の字形に内湾する。

郭部欠損。

外 面 回転 ナ デ

内面 回転ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 濃灰色
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凶  回

番 号
種
類 法 形 能

０
の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

114-61

(P121)

古
回
　
　
杯

口 径 不 明

残存高  40
底部径  91

脚柱部は内傾 して下 り、スカンを有す る。

脚据部は内湾 して下 った後、端部付近で短

く外反 し、上方に凸線を有す る。

外面 カキ ロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

14-62

(P121)

古
回
　
　

郭

回 径 不 明

残存高  37
底部径  85

脚柱部 は内傾 して下 り、スカ ンを有す る。

脚裾部は内湾 して下 り、端部付近で短 く外

反す る。

脚部の一部、杯部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 淡灰色

14-63

(P121)

言
向
　
　

郭

回 径 不 明

残存 高  24
底 部径  84

脚部は内傾 して下 り、端部は平面を もつ。

脚部の一部、郭部欠損。

外 面 カキ ロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 黒灰色

14-64

(P121)

古
回
　
　
郭

口 径 不 明

残存高  40
底部径  73

脚部は外反気味に下 り、ス カシを有す る。

端部は外傾す る平面 を もつ。

脚部の一部、郭部欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転 ナデ

砂 極 を

含む

良  好 黒 灰色

14-65

(P121)

古
同
　
　
郭

日 径 不 明

残存高  55
底部径  lo 5

脚柱部は外反 して下 り、スカシを有す る。

脚裾部 は短 く内湾 して端部 に至る。

脚部の一部、杯部欠損。

外 面 回転 ナ デ

内面  回転ナデ

抄 粒 を

含 む

良  好 灰  色

114-66

(P121)

言同
　
　
罫

口 径 不 明

残存高  70
底部径

脚部は外反気味に下 り、短 く内湾 して端部

に至る。

スカ シを有す る。

脚部の一部、郭部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

ンボ リ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

114-67

(P121)

古
口
　
　
郭

明

明

不

不

径

高

口

器

脚部は外反気味 に下 り、スカ ンを有す る。

脚部の一部、杯部欠損。

外 面 回 転 ナ デ

内面 回転ナデ

シボリ

砂 狂 を

含 む

艮  好 灰  色

114-68

(P121)

百回
　
　
杯

口 径 不 明

器 高 不 明

脚部は 1ま ぼ垂直に下 り、不万で大 き く内湾

す る。

スカ シを有す る。

脚部の一部、郭部欠損 。

外 血 回 転 ナ デ

内面 回転ナデ

シボリ

含む

淡炊 色

114-69

(P121)

百回
　
　
堺

日 径 不 明

器 高 不 明

脚部は外反して下り、スカンを有する。

脚部の一部、ITN部 欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

114-70

(P121)

昔
回
　
　
郭

明

明

不

不

径

高

回

器

脚部はやや内傾 して下 る。

脚部の一部、郭部欠損。

外面 回 転 ナ デ

内面 回転ナデ

シボリ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

114-71

(P121)

士霊

□ 径 不 明

残存高  84
底部は丸い。

肩部、日縁部欠損。

外面 カキ日、ナデ、

ケズ リ

内面 回転ナテ

υTl七

含む

や や 不

良

自灰 色

14-72

(P121)

提
　

　

瓶

日 径 不 明

器 高 不 明

背面は1よ ば平ら。

日縁部、体部の大半欠損。

外面  ナデ、回転 ナデ

内面 回転 ナデ

指圧痕

砂粒を

含む

良  好 白灰色
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凶 向
番 号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

114-73

(P121)

短

頸

壺

回 径

残存高

口縁部はゃや外反 して上 り、端部 は丸い。

肩体部 は大 き く内湾 して下 る。

底部の一部欠損。

外面 回転 ヘ ラ削 り

ナデ、回転ナデ

回転ナデ内 面

砂粒を

合む

良  好 黒灰色

114-74

(P121)

短

頸

壷

回 径  1l o
残存高  60

口縁部はゃや外傾 して上 り、端部は薄 くて

丸い。

肩体部はゆ る く内湾 して下 る。

底部の一部欠損。

外面 手持 ちヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

114-75

(P121)

脚

付

壷

径

古
回
径

存

部

回

残

底

示 明

94
152

脚部は外反気味に下 り、沈線、波状文、束」

突文を有す る。

端部はやや凹んだ平面を もつ。

体部、日縁部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良 好 緑灰色

114-76

(P121)

脚

付

壷

明

明

不

不

径

古
回

日

器

脚部は内傾 して 下り、 2条の沈線、クシ状

工具による刺突文を有す る。

脚部の一部、体部、 日縁部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 青灰色

114-77

(P121)

器

　
　
台

口 径

残存高

底部径

明

０

０

不

１３

３０

脚部は内傾 して下 り、下方でやゃ内湾す る。

三角形のス々シ、 2、 3条 の凹線、波状文

を有す る。

端部は内傾す る凹面を もつ。

受部、脚部の一部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 黄灰色

115-78

(P122)

士望

日 径  111
残存高  40

頸部 は外反 して上 り、 日縁部はゆるやかに

内湾す る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 後灰 色

115-79

(P122)

士望

回 径 116
残存高  46

頸部 は外反 して上 り、日縁部は「 く」 の字

形にゆるやかに内湾す る。

体部欠損。

面

　

面

外

　

内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 緑灰色

115-80

(P122)

壷

回 径 lo 5
残存高  41

頸部は外反 して伸び、回縁部は「 く」の字

形 にゆるやかに屈曲す る。

体部欠損 。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

艮  好 浸灰 色

115-81

(P122)

士電

口 径 134
残存高  30

頸部 は外反 して伸 びる。

日縁部 は外傾 して上 り、端部付近でわずか

に内湾す る。

体部欠損。

外 面 回転 ナ デ

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

115-82

(P122)

一望

口 径 116
残存高  26

頸部は外反 して伸 び、日縁部はゆるやか に

内湾す る。

体部欠損。

外面 回転 ナデ

内面 回転ナデ

砂柾を

含む

艮  好 淡灰色

115-83

(P122)

壷

日 径 145
残存高  41

頸部は外反 して伸びる。

国縁部は外傾 して上 り、端部付近で内傾す

る。

体部欠損。

外面 回転 ナデ

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰 色 破

着

の

付

①

片

115-84

(P122)

壷

径

高
口
薙

頸部は外反 して伸 びる。

日縁部はほぼ水平 に伸びた後、内湾 して端

部に至 る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 黒灰色
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凶  回
番  号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備 考

115-85

(P122)

圭璽

日 径  112
残存高  41

口縁部は外傾 して伸び、端部付近で短 く内

湾す る。

頸部は外反 して上 る。

体部欠損。

外面 自然釉付着のた

め不 明

回転 ナデ

タタキ

内面

砂粒を

含む

良  好 黒  色

115-86

(P122)

一霊

口 径

残存高

口縁部は内湾 して丸い。

頸部 は内湾 した後、外反 して日縁部に至 る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

タタキ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

115-87

(P122)

士電

日 径

残存高

口縁部は内湾す る。

顕部 は外反 して伸び る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

115-88

(P122)

士望

日 径

残存高

回縁部は内湾 して丸い。

頸部は内湾 した後、外反 して回縁部に至る。

体部欠損。

外面  自然釉付着のた

め不明

内面  タタキ

回転 ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 黒  色

115-89

(P122)

壷

口 径  140
残存高  40

頸部は外傾 して上 り、回縁部は内湾 して丸

笠ヽ。

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

外面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

115-90

(P122)

重

日 径 132
残存高  61

頸部は外傾 して上 り、 口縁部は内湾 して丸

い。

肩部はやや下 る。

体部欠損。

外面  タタキ

回転ナデ

内面  タタキ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒  色

115-91

(P122)

士電

回 径

残存高

頸部は大 き く外反 し、日縁部はやや 内湾す

る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 灰  色

115-92

(P122)

士望

口 径  135
残存高  48

頸部は大 き く外反 し、日縁部はやや内湾す

る。

体部欠損。

外面 回転 ナデ

内面  タタキ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 淡灰色

115-93

(P122)

豆

径

吉
回

存

日

残

頸部 は大 き く外反 し、日縁部はやや 内湾す

る。

体部欠損 。

外 面 回 転 ナ デ

内面  夕タキ

回転ナデ

砂 Tlを

含 む

良 好 灰  色

115-94

(P122)

士質

回 径

残存高

j・F部 は外反 して上 り、回縁部はほぼ垂直に

短 く伸びる。

体部欠損。

血
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

抄杜を

含む

艮  好 次  色

115-95

(P122)

霊

日 径  151
残存高  36

頸部 はやや外反 して伸び、口縁部はわずか

に内湾す る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

115-96

(P122)

士質

回 径  161
残存高  48

頸部は外反 して伸び、日縁部は内湾 して丸

い。

体部欠損。

外 面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転 ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 黒次 色
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凶  画
番  号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

(P122)

↓更

口 径 160
残存高  50

頸部は外反 して上 り、国縁部 は短 く内湾 し

て端部に至る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 灰  色

115- 98

(P122)

士望

回 径  170
残存高  48

顕部 は外反 して上 り、日縁部は丸い

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

115- 99

(P122)

一望

回 径  181
残存高  65

頸部はやや外反 して上 り、口縁部 は内湾 し

て 丸い。

肩部はやや内湾気味に下る。

体部欠損。

外面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

艮  好 黒灰色

115-100

(P122)

壷

口 径  153
残存高  81

頸部はやや外反 して上 り、日縁部は短 く内

湾 して丸い。

肩部はやや内湾 して下る。

体部の大半欠損。

外面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 青灰色

15-101

(P122)

壷

□ 径  203
残存高  50

頸部は外反気味に上 り、ヘ ラ状工具で描い

た「の」状の文様がある。

日縁部は外傾 して上 り、端部付近で短 く内

湾す る。

体部欠損。

画
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂 粒 を

含 む

良  好 茶灰色

15-102

(P122)

壷

回 径  185
残存高  52

頸部は外傾 して仲び、日縁部は丸い

肩部 は内傾 して下 る。

体部欠損 。

外面 タタキ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 黒炊 色

115-103

(P122)

壷

回 径

残存高

頸部は外反 して上 り、日縁部は逆「 く」の

字形 に内湾す る。

頸部の一部、体部欠損。

外 面 回 転 ナ デ

内面 回転ナデ

砂粒 を

含む

良  好 濃灰色

115-104

(P122)

壷

回 径 214
残存高  51

頸部は外反 して伸び、日縁部 は逆「 く」の

字形に内湾す る。

体部欠損。

外面  タタキ

回転ナデ

内面  タタキ

回転ナデ

砂粒を

含む

艮  好 淡炊 色

115-105

(P122)

士望

口 径 200
残存高  46

頸部は外反して上り、日縁部は丸い。

体部欠損。

外面  タタキ

回転 ナデ

内面  タタキ

回転ナデ

砂 粒 を

含む

やや不

良

茶褐色

115-106

(P122)

士堕

回 tXL 16 5

残存高  61
顎部は外反気味に伸び、回縁部は丸い。

肩部はやや内湾 して下 る。

体部の大半欠損。

外面 タ タ キ

回転ナデ

内面  タタキ

回転 ナデ

υ Tlrを

含 む

艮  好 青灰色

[15-107

(P122)

〓望

回 径  146
残存高  50

顕部は短く外反し、日縁部は内傾する平面

をもつ。

肩部は内ltRし て下る。

体部の大半欠損。

外面 タタキ

回転 ナデ

内面  タタキ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 狸炭 色

(P124)

士電

口 径

残存高  64
回頸部は外傾 して伸び、端部付近で直立す

る。

頸部に 2本の凸線がめ ぐり、波状文を有す

る。

体部欠損。

外 面 回転 ナ デ

内面 回転ナデ

砂粒 を

含む

艮  好 灰  色
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図 血
番 号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備 考

116-109

(P124)

壷

日 径

残存高

回縁部は内湾して伸び、下方に凹線がめぐ

る。

頸部は外傾して伸び、2本の凸線およびヘ

ラ描きの文様を有する。

体部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

16-110

(P124)

士電

回 径  149
残存高  54

回縁部は内湾 して上 り、下方に凹線がめ ぐ

る。

頸部は外傾 して伸び、 2本の凸線およびヘ

ラ描 きの文様 を有す る。

体部欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 灰  色

116-111

(P124)

士電

口 径

残存高

日縁部は内湾して伸び、下方に凹線がめぐ

る。

頸部は外反して上る。

体部欠損。

外面 カキ ロ

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 灰  色

116-11'

(P124)

甕

ロ 径 174

残存高  61

回縁部は内湾 して伸び、顕部 との境に凸線

がめ ぐる。

頸部は外反 して上 る。

体部欠損。

外面 カキ ロ

回転 ナデ

回転ナデ内 面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

(P124)

甕

径

高存

口

残

日縁部は内湾 して伸 び、頸部 との境に凸線

がめ ぐる。

頸部 は外反 して上 る。

体部欠損。

外面 カキロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰 色

116-114

(P124)

甕

□ 径

残存高  96

回縁部は外反 して上 り、下方に凹面 を有す

る。

頸部は外反気味に伸びる。

肩部は内傾 して下 る。

体部の大半欠損。

外面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転 ナデ

内面

砂粒を

含む

展  好 淡灰色

116-115

(P124)

甕

口 径 8

残存高  80

口縁部は「 く」の字形に屈曲す る。

頸部はやや外傾 して上 る。

体部の大半欠損。

外 血 カ キ 日

回転 ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

t16-116

(P124)

甕

口 径 240
残存高  69

頸部はやや外反し、日縁部は逆「く」の字

形に湾曲する。

体部欠損。

外面 カキロ

回転ナデ

回転ナデ肉面

砂粒を

含む

艮  好 淡灰 色

16-117

(P124)

甕

後

古回存

口

残

頸部は外反 し、日縁部 は逆「 く」の字形に

屈 曲す る。

体部欠損。

外面 カ キ 日

回転 ナデ

内面 回転ナデ

含む

良  好 黄灰色

116-118

(P124)

甕

口 径  205
残存高  80

頸部は外傾 して上 り、回縁部は内湾 し、端

部付近で短 く外反す る。

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

外 面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 淡炊 色

(P124)

憂

回 径  227
残存高  79

日縁部は逆「 く」の字形に屈曲す る。

頸部 は外反気味に上 る。

体部欠損。

外面 タタキ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂 杜 を

含む

艮  好 淡灰色

116-120

(P124)

甕

回 径  230
残存高  72

頸部は外反 して上 り、日縁部は逆 |く 」の

字形に屈曲す る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色
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凶 血
番 号

種
類 法   量 形 能

い
の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎 土 焼  成 色 調 備  考

116-121

(P124)

餐

日 径 205
残存高  76

顕部 は外傾 して上 り、日縁部は凹面を もつ

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

外面 カキロ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良 好 淡灰色

(P124)

甕

口 径  184
残存高  60

頸部は外傾 して伸び、日縁部はやや内傾す

る。

体部欠損。

外 面 カキ ロ

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 淡灰色

(P124)

甕

口 径  245
残存高  92

頸部は外反して伸び、日縁部はほぼ垂直に

やや凹みをもって上る。

外 面 カキロ

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 淡灰色

17-124

(P125)

甕

回 径  248
残存高  85

頸部は外傾 して伸 び、日縁部 はほぼ垂直に

上 る。

体部欠損。

外面 カキ ロ

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒 を

含 む

良 好 淡灰色

17-1

(P125)

甕

回 径 191
残存高  73

頸部はやや外傾 し、回縁部は内傾す る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

白灰色

(P125)

甕

径

古
回

存

口

残

20 0

55
頸部はゃゃ外反 して上 り、 日縁部はほぼ垂

直 に伸びる。

頸部の一部、体部欠損 。

外面  カキロ

回転ナデ

内面 回転 ナデ

砂粒 を

含む

やや不

良

白灰色

117-127

(P125)

甕

回 径 228
残存高  68

頸部はやや外反 して上 り、回縁部は垂直に

伸びる。

体部欠損。

外面 カキロ

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂 種 を

含む

艮  好 淡灰色

17-1

(P125)

甕

口 径

残存高

頸部 はやや外反 し、日縁部 は内傾 して端部

に至 る。

体部欠損。

外面 カキロ

回転ナデ

回転 ナデ肉面

砂粒 を

含む

やや不

良

灰  色

17-1

(P125)

甕

回 径 202
残存高  85

頸部はやや外反 して上 り、日縁部は内傾す

る。

体部欠損。

外面 カ キ 目

回転ナデ

内面  タタキ

回転ナデ

砂 粒 を

含む

艮  好 淡灰色

17-1

(P125)

甕

径

吉
回

存

日

残

21 0

10 0

頸部は外反 して上 り、日縁部はやや内傾す

る。

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

外面  カキロ、タタキ

回転ナデ

内面  タタキ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

117-131

(P125)

甕

回 径

残存高

口縁部は「 く」の字形に内湾す る。

顎部はやや外反 して上 る。

体部欠損。

外面 カキロ

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

17-1

(P125)

甕

口 径 204
残存高  77

頸部は外傾 して上 り、日縁部 は内側に大き

く凹む面を もつ。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

艮  好 灰  色
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凶  囲

番 号
樫
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

117-133

(P125)

甕

回 径 161
残存高  64

頸部はやや外反 して上 り、日縁部 は内傾す

る凹面を もつ。

体部欠損。

外 面 カキロ

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

淡灰色

117-134

(P125)

甕

径

高存

口

残

回縁部は内湾 して上 り、端部付近で短 く外

反す る。

頸部は外反 して上 る。

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

外面 カキロ、タタ■

回転ナデ

内面  タタキ、ケズ リ

回転ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 淡灰色

117-135

(P125)

饗

口 径  182
残存高  76

顕部はやや外反して上り、日縁部は内湾し

た後、短く外反して端部に至る。

体部欠損。

外面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰 色

(P125)

甕

径

昔
向存

日

残

頸部 はやや外傾 して伸び、 日縁部は内傾 し

た後、端部付近でわずかに外反す る。

体部欠損。

外面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

17-1

(P125)

甕

径

昔
同

存

日

残

頸部はやや外反 して伸 び、 回縁部は内湾 し

た後、端部付近で外反す る。

体部欠損。

外 面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転 ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

118-138

(P127)

甕

口 径 176
残存高  45

頸部はやや外反 して伸び、 日縁部はほば垂

直に上 る。

端部 はほぼ水平な平面をもつ。

体部欠損。

外 面 回 転 ナ デ

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

(P127)

直

口

士望

口 径  108
残存高  62

頸部は外傾 して伸び、日縁端部は 2次加工

した内傾す る面を もつ。

肩部 は内傾 して下 る。

体部欠損。

外面 カキロ

内面  タタキ

回転ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 黒灰 色

(P127)

直

口

壷

日 径

残存高

顕部は外傾 して上 り、口縁端部は 2次加工

した面を もつ。

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

外面  カキ ロ、タタキ

回転ナデ

内面  タタキ

回転 ナデ

を粒

む

砂

含

艮  妊 淡灰 色

18-141

(P127)

直

口

壷

径

一局存

口

残

頸部は外傾 して上 り、口縁端部は 2次加工

した平面を もつ。

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

カキロ

回転ナデ

砂 粒 を

含 む

良  好 淡灰色

(P127)

直

回

壷

日 径  168
残存高  70

頸部 は外反 して上 り、日縁端部は 2次加工

した内傾す る平面を もつ。

体部欠損 。

面
　
　
面

外
　
　
内

カキロ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 自灰 色

118-143

(P127)

直

口

壷

回 径  206
残存高  68

頸部はやや外反 して上 り、回縁端部は 2次

加工 した内傾す る平面を もつ。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

カキ日

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 淡灰色

113-144

(P127)

直

日

士望

回 径 不 明

残存高  50
頸部は短 く外反 し、日縁端部は丸い。

肩部は内湾気味に下 る。

体部欠損。

外面 カキロ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

を粒

む

砂

含

良  好 青灰色
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凶  画
番  号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備 考

118-145

(P127)

直

日

壷

回 径  168
残存高  79

頸部 はやや外傾 して上 り、 日縁端部は内側

に平面を もつ。

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

外面  カキロ、タタ■

内面  タタキ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

118-146

(P127)

直

回

壷

日 径 120
残存高  48

頸部 はほぼ垂直に上 り、国縁端部は平 ら。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 黄灰色

118-147

(P127)

士更

回 径 不 明

残存高  73
頸部は外傾 して上 り、回縁部 は丸い。

肩部 は内傾 して下 る。

体部欠損 。

外面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

不  良 淡灰色

118-148

(P127)

甕

回 径 不 明

残存高  86
頸部は外傾 して上 り、日縁部は内傾す る。

体部欠損 。

外面  カキ ロ

回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 黄灰色

118-149

(P127)

壷

口 径 不 明

残存高  58
頸部は外反 して上 り、口縁部は丸い。

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

不  明

タタキ

回転ナデ

砂粒を

合む

不  艮 黒灰 色

118-150

(P127)

士望

回 径 不 明

残存高  48
頸部は外傾して上り、国縁部は丸い。

体部欠損。

外面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 青灰色

18-151

(P127)

士策

日 径 不 明

残存高  35
頸部は外反気味に上り、日縁部 は内湾す る。

体部欠損。

面

　

面

外

　

内

回転ナデ

回転ナデ

抄種を

合む

や や 不

良

茶灰色

18-152

(P127)

壷

口 径

残存高

不 明 顎部は外傾 して上 り、口縁部は丸い。

体部欠損。

外 面 回 転 ナ デ

内面 回転 ナデ

を粒

む

砂

含

や や 不

良

険 灰 色

(P127)

士望

口 径 不 明

残存高  44
頸部は外反気味に上 り、 日縁部は丸い。

体部欠損。

外面 回 転 ナ デ

内面 回転 ナデ

砂柾を

含む

艮  好 黒  色

18-154

(P127)

壷

径

古
同

存

口

残

不 明 頸部は外反気味に上 り、口縁部は丸い。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

風化のため不明

砂粒を

含む

やや不

良

日灰 色

(P127)

士霊

口 径 不 明

残存高  37
頸部は外湾気味に上り、日縁部は内湾する。

体部欠損。

外面 風化のため不明

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

緑灰色

(P127)

士望

径

一局存

回

残

不 明 頸部は外湾気味に上り、凹線、波状文を有

する。

回縁部は内湾する。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

艮  好 火  色
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凶 曲
番 号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色 調 備  考

118-157

(P127)

士軍

口 径 不 明

残存高  36
顕部は外反気味に上り、口縁部 は内湾す る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 茶灰色

118-158

(P127)

甕

□ 径 不 明

残存高  34
口縁部は「くJの字形に湾曲する。

頸部はやや外反して上る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

茶灰色

(P127)

甕

日 径 不 明

残存高  35
頸部はやや外反 して上 り、 回縁部は丸い

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

(P127)

甕

回 径 不 明

残存高  40
頸部はやや外傾 して上 り、回縁部は丸い

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

を粒

む

砂

含

良  好 灰  色

118-161

(P127)

甕

日 径 不 明

残存高  48

口縁部は外傾 した後、端部付近で内湾する。

頸部はやや外反 して伸 びる。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

茶灰色

18-162

(P127)

甕

日 径 不 明

残存高  33
頸部はやや外反 して伸び、 日縁部は内湾す

る。

体部欠損 。

面

　

面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

艮  好 青灰色

(P127)

餐

回 径 不 明

残存高  47
頸部はやや外反 して伸び、日縁部は丸い

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 自灰色

18-164

(P127)

甕

径

吉
同

存

日

残

禾 明 回縁部は「 く」の字形 に内湾す る。

頸部は外傾 して伸 び、凹線 、波状文を有す

る。

体部欠損。

外面 回転 ナ デ

内面 回転 ナデ

砂柾を

含む

艮  好 灰  色

118-165

(P127)

甕

日 径 不 明

残存高  31
日縁部はやや内湾気味に伸び、端部 は内側

に平面を もつ。

日縁部 と頸部 に文様を有す る。

顕部の一部、体部欠損。

外 面 回 転 ナ デ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

118-166

(P127)

甕

口 径 不 明

器 高 不 明

頸部は内傾して上り、凸線、波状文を有す

る。

日縁部および体部欠損。

外面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 淡及 色

18-167

(P127)

直

回

壷

□ 径  168
残存高 ■ 0

口縁部はやや内傾 して伸び、端部は内側に

凹面 をもつ。

肩部はやや内湾気味に下 り、把手がつ く。

体部欠損。

外面 カキロ、 タタキ

内面 タタキ

回転ナデ

を杜

む

υ

含

艮  好 緑火 色

119-168

(P128)

甕

口 径

残存高

頸部はやや外反 して伸び、 日縁部は内傾す

る。

体部欠損。

外面  カキロ、タタキ

回転ナデ

内面  タタキ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 茶灰 色
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凶  回
番  号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

119-1

(P128)

餐

径

古
回

存

回

残

回縁部は「 く」の字形に内湾 した後、端部

付近で短 く外反す る。

頸部は外反 して上 る。

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

外 面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

119-170

(P128)

甕

径

古
回

存

□

残

口縁部は「 く」の字形に内湾 し、端部は丸

tヽ 。

頸部はやや外反 して伸び、凸線、波状文を

有す る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

119-171

(P128)

甕

口 径

残存高

頸部は外傾 して伸び、口縁部は内傾 して端

部に至る。

頸部 に凸線、凹線、波状又を有す る。

体部欠損。

外面  回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

119-172

(P128)

甕

日 径

残存高

回縁部はやや内傾 して上 る。

頸部はやや外反 して伸び、凹線、波状文を

有す る。

体部欠損。

外面 カキ ロ

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 灰  色

19-1

(P128)

甕

口 径

残存高

回縁部は「 く」の字形に内湾す る。

頸部はやや外反 して伸び、凹線、波状文を

有す る。

体部欠損。

外面 カキロ

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

19-174

(P128)

甕

径

吉
回

存

回

残

口縁部は内傾 し、下方に凹線がめ ぐる。

頸部はやや外傾 して伸び、凹線、ヘ ラ描 き

の文様を有す る。

体部欠損。

外面 カキ ロ

回転ナデ

回転ナデ内 面

砂粒を

含む

良  好 緑灰 色

119-175

(P128)

饗

径

吉
同

存

□

残

回縁部はほぼ垂直に上 り、下万に曲線がめ

ぐる。

顕部はやや外傾 して伸び、凹線 、波状文を

有す る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

119-176

(P128)

甕

回 径

残存高

口縁部 はやや外傾 して伸びる。

頸部はやや外反気味に伸び、凹線、波状文

を有す る。

体部欠損。

外 面 回転 ナ デ

内面  回転 ナデ

砂粒を

含む

艮  好 淡 k色

119-177

(P128)

甕

径

古
回

日

器

頸部は外反気味に伸び、凹緑、疲状文を百

す る。

国縁部および体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 灰  色

(P129)

甕

回  径

残存高

日縁部は内湾す る。

顎部 はやや外反 して伸び、凸線、凹線、ヘ

ラ描 きの波状文を有す る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

(P129)

甕

径

古
向

口

器

頸部は外反して伸び、凹線、波状文を有す

る。

日縁部および体部欠損。

外面 ナデ、回転 ナデ

内面  タタキ

回転ナデ

砂粒を

含む

艮  好 炊  色

20-180

(P129)

付

婉

（
蓋

）

径

吉
同

日

器

天丼部 はほぼ平 らで、中央 に擬宝珠様のつ

まみがつ く。

回縁部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色
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図 面
番 号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色 調 備  考

20-181

(P129)

台
付
坑

（
蓋
）

回 径 不 明

器 高 不 明

天丼部はほぼ平 らで、中央 に擬宝珠様のつ

まみがつ く。

回縁部欠損。

面

　

面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

120-182

(P129)

台

付

娩

（
蓋

）

回 径  152
残存高  14

天丼部は内湾気味に下り、日縁部は短く直

立する。

端部は丸い。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

淡灰色

120-183

(P129)

台

付

塊

（
蓋

）

径

高

回

器

140

32
天丼部は内湾気味に下り、日縁部付近でわ

ずかに外反する。

中央に輪状のつまみがつく。

日縁部は内湾し、端部は丸い。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰 色 口

転

向

ク

回

方

口

の

右

120-184

(P129)

台

付

娩

回 径  140
器 高 示 明

口縁部は内湾気味に上り、端部は丸い

底部欠損。

外面 回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

2

(P130)

埴

　

輪

口 径 不 明

残存高  47
回縁部はやや外傾 して上 り、端部は内傾す

る凹面を もつ。

筒部欠損 。

外面 横 ナデ、ハケロ

内面 横ナデ、指圧痕

を粒

む

砂

含

長  好 暗黍褐

色

須憲 質

186

(P130)

埴

　

輪

口 径 不 明

残存高  40

回縁部はやや外反気味に上 り、端部は内傾

す る凹面を もつ。

筒部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

横 ナデ、ハ ケロ

横 ナデ

砂粒を

含む

良  好 暗茶褐

色

須恵質

2ユ ー187

(P130)

埴
　
　
輪

口 径 不 明

残存高  42
口縁部はやや外反気味に上 り、端部 は内傾

す る凹面を もつ。

筒部欠損 。

外面 横 ナデ、ハ ケ 目

内面 横 ナデ、指圧痕

砂也を

含む

艮  好 賭黍褐

色

須 忌 質

21-188

(P130)

埴

　

輪

回 径 不 明

残存高  75

日縁部はやや外傾して上り、端部は内傾す

る凹面をもつ。

タガは低く、端部に平面を有する。

筒部の大半欠損。

外 画 積 ナデ、ハ ヶ 日

内面 横 ナデ、指圧痕

砂 Tllを

含む

艮  好 余禍 色

21-139

(P130)

埴

　

輪

明

明

不

不

径

高

回

器

筒部はやや外反 して上 り、タガはやや高 く

端部 に凹面 を もつ。

日縁部欠損。

外面 横ナデ、ハケロ

内面 ナデ、指圧痕

砂粒を

含む

良  好 暗 茶 陽

色

須思質

(P130)

垣
　
　
輪

明

明

不

不

径

吉
回

日

器

同部 の破 庁 。

タガ はやや 高 く、 端部 に浅 い凹面 を もつ 。

外 面 横 ナデ、ハ ケ 日

内面 横ナデ、指圧痕

砂 種 を

含 む

艮  好 余褐 色

121-191

(P130)

埴

　

輪

口 径 不 明

器 高 不 明

筒部の破片。

タガはやや高 く、端部 に浅い凹面を もつ。

外面 横ナデ、ハケロ

内面 横 ナデ、指圧痕

を粒

む

砂

含

良  好 茶褐色

(P130)

埴

　

輪

口 径 不 明

器 高 不 明

同部 の蚊 庁 。

タガはゃ ゃ 高 く、端 部 に浅 い凹面 を もつ 。

外面 積 ナデ、ハケ日

内面 ナデ、指圧反

υTIを

含む

艮  好 茶褐 色
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凶  団

番 号
種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎 土 焼  成 色  調 備  考

21-193

(P130)

埴

　
　
輪

明

明

不

不

径

高

日

器

筒部の破片

タガはやや低い。

外面 横ナデ、ハケロ

内面  ナデ、指圧痕

砂粒を

合む

良 好 茶褐色

21-194

(P130)

埴

　

輪

回 径 不 明

器 高 不 明

筒部の破片 。

タガはやや低 い。

面
　
　
面

外
　
　
内

横 ナデ、ハケロ

ナデ、指圧痕

砂粒を

含む

良 好 茶掲色

121-195

(P130)

埴
　
　
輪

日 径 不 明

器 高 不 明

筒部の破片。

タガはやや低 い。

外面 横ナデ、ハ ケロ

内面 ナデ、指圧痕

砂 粒 を

含 む

やや不

良

赤褐色

121-196

(P130)

埴

　
　
輪

日 径 不 明

器 高 不 明

筒部の破 片。

タガはやや低 く、端部に浅 い凹面を もつ。

外面 横ナデ、ハケロ

内面 横 ナデ

砂粒を

含む

良  好 茶褐色

121-197

(P130)

埴
　
　
輪

口 径 不 明

器 高 不 明

筒部の破片。

タガはやや低い

外面 積ナデ、ハケロ

内面 回転ナデ

指圧痕

砂粒 を

含 む

良  好 茶褐色

121-198

(P130)

埴

　

輪

明

明

不

不

径

吉
回

回

器

筒部の破片。

タガはやや低 く、端部に浅い凹面を もつ 。

外面 横ナデ、ハ ケロ

内面  ナデ、指圧痕

砂粒を

含む

艮  好 貢褐 色

121-199

(P130)

埴
　
　
輪

明

明

不

不

径

古
同

口

器

筒部の破片 。

タガはやや低 い。

面
　
　
面

外
　
　
内

積ナデ、ハケロ

ナデ、指圧痕

砂粒 を

含む

やや不

良

赤褐色

21-200

(P130)

埴
　
　
輪

日 IX■ 不 明

器 高 不 明

同部 の破 庁 。

タガはや や 低 い

面
　
　
面

外
　
　
内

横ナデ、ハケロ

ナデ、指圧痕

含 む

艮  好 茶褐 色

21-201

(P130)

埴
　
　
輪

明

明

不

不

径

古回

日

器

筒部の破片。

タガはやや低 く、端部に浅い凹面を もつ。

面
　
　
面

外
　
　
内

積ナデ、ハケロ

ナデ、指圧痕

砂 粒 を

含む

良 好 茶褐色

202

(P130)

埴

　

輪

日 径 不 明

器 高 不 明

同部 の蚊 庁 。

タガはやや低 く、 端部 に浅 い凹面 を もつ 。

外面 横ナデ、ハケ ロ

内面 風化のため不明

砂 種 を

含 む

や や 不

良

赤褐 色

(P130)

土
師
器
　
壷

径

高存

回

残

126

52
日縁部はやや内湾気味に上り、端部は丸t

休部欠損。

外面 横ナデ

内面 風化のため不明

砂粒を

含む

やや不

良

赤褐色

21-204

(P130)

土
師
器
　
係

回 径

器 高  41
日縁部はやや内傾 して上 り、端部は丸い。

底部 はやゃ丸みを もつ。

外面 風化のため不明

内面 風化のため不明

砂粒を

含む

やや不

良

黒  色
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凶 血
番 号

法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

121-205

(P130)

土
師
器
　
一局
郭

明

明

不

不

径

高

口

器

脚部は内傾 して上 る。

脚部の大半、外部欠損。

外面 風化のため不明

内面 風化のため不明

砂粒を

含む

やや不

良

褐  色

121-206

(P130)

土
師
器
　
一局
抹

□ 径 不 明

器 高 不 明

脚部は内傾 して下 り、下方で大 きく開 く

郭部、脚端部欠損。

面

　

面

外
　
　
内

ミガキ、ナデ

ンポリ、ケズリ

砂粒を

含む

良  好 黄褐色

12ユ ー207

(P130)

土
師
器
　
一局
郭

径

古
回
径

存

部

国

残

底

不 明

52
115

脚部は内傾 して下 り、下方で外反 して開 く

端部は丸い。

郭部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

風化のため不明

ケズリ、ハケロ

砂粒を

含む

やや不

良

赤褐色

C地区 9層

122-  1

(P131)

蓋

必

（蓋
）

径

古
同

回

器

126

42
回縁部はやや内湾気味に下 り、端部は内傾

す る凹面を もつ。

天丼部は低 くて平 ら。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 青灰色 口

転

向

ク

回

方

口

の

右

122-  2

(P131)

蓋

郭

（蓋
）

径

高

口

器

日縁部はやや内湾気味に下り、端部は内傾

する凹面をもつ。

天丼部は低く、やや凹む。

外面  回転ヘ ラ削 り

ナデ、回転ナデ

内面  タタキ

ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良 好 黒  色 ロクロ

の回転

右方向

22- 〔

(P131)

蓋

郭

（蓋
）

日 径  152
残存高  40

回縁部はやや内湾気味に下 り、端部は内傾

する平面を もつ。

稜は沈線状 を呈す る。

天丼部の大半欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 黒  色

22-  4

(P131)

蓋

郭

（蓋
）

明

明

不

不

径

高

回

器

天丼部はやや丸みを もつ。

日縁部欠損。

外面  回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色 ロクロ

の回転

右方向

5

(P131)

霊

杯

（蓋
）

明

明

不

不

径

古
向

日

器

天丼部はやや丸みを もつ。

日縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 青灰色 口

転

向

ク

回

方

口

の

右

122-  6

(P131)

蓋

郭

（蓋
）

口 径

残存高

日縁部はやや内湾気味に下 り、端部 は内傾

する平面を もつ。

天丼部の大半欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 淡灰色

122- 7

(P131)

蓋

杯

（身
）

口 径 不 明

残存高  36
たちあが りは内傾 して上 り、端部は丸い

受部はわずかに上外方に仲びる。

外 面 回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 黒灰 色

8

(P131)

蓋

郭

（
身

）

日 径 不 明

残存高  36

たちあが りは内傾 して上 り、端部は薄 くて

丸い。

受部はほぼ水平に伸 びる。

底体部の大半欠損。

外面 回転 ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 黒灰色
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凶  団

番 号

種
類 法 量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備 考

122- 9

(P131)

蓋

邦

（身
）

回 径 不 明

残存高  25
たちあが りは内傾 して上 り、端部は丸い

受部はやや上外方に伸びる。

底体部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

122-10

(P131)

蓋

郭

（身
）

□ 径 不 明

残存高  30
たちあが りはやや内傾 して上 り、端部は薄

くて丸い。

受部はほぼ水平に伸 びる。

底体部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

艮  好 濃灰色

122-11

(P131)

土
師
器
　
一局
郭

回 径 不 明

器 高 不 明

必部はやや外傾 して伸びる。

日縁部、脚部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

風化のため不明

風化のため不明

砂粒を

含む

やや不

良

赤褐色

122-12

(P131)

吉
回
　
　

杯

口 径  107
器 高  75
底部径  87

たちあが りはやや外反 して仲び、端部は内

側に外傾す る平面を もつ。

脚部 はゃゃ外反気味に下 り、円形のスカシ

を有す る。

外面 カキ ロ

回転 ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂 粒 を

含 む

良  好 灰  色

122-13

(P131)

一望

日 径  135
残存高  25

頸部はやや外反 して上 り、日縁部は内湾す

る。

頸部の一部、体部欠損。

外面 回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

122-14

(P131)

士望

回 径  130
残存高  40

頸部はやや外反 して上 り、日縁部 は丸い

体部欠損。

外面 回転 ナ デ

内面  タタキ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

22-15

(P131)

〓更

日 径  222
残存高  53

頸部はやゃ外反 して上 り、日縁部は丸い。

肩部は大 き く内傾す る。

体部欠損。  
′

外面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

艮  貯 濃灰色

22-16

(P131)

士望

回 径

残存高  35
頸部はやや外反 して上 り、日縁部は丸い

顎部の一部、体部欠損 。

外 面 回 転 ナ デ

内面 回転ナデ

砂 桂 を

含む

良 好 淡灰色

22-17

(P131)

士望

日 径  215
残存高  45

顕部はやや外反 して上 り、日縁部は丸い。

体部欠損 。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂 rllを

含む

や や 禾

良

淡灰色

122-18

(P131)

直

日

壷

口 径

残存高 47

日縁部は垂直に上 り、端部は内側 に凹面を

もつ。

体部欠損 。

外面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂 粒 を

含 む

良  好 緑灰色

C地区 10層

123- 1

(P131)

蓋

必

（蓋
）

回 径 158
残存高  40

口縁部は内傾 して下 り、端部は内傾す る凹

面をもつ。

天丼部の大半欠損 。

外面  回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

内面 回転ナデ

砂 粒 を

含 む

良  好 青灰色
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図 面
番 号

種
類 法   量 形 能

い
の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

123- 2

(P133)

蓋

郭

（蓋
）

明

明

不

不

径

古
回

口

器

太井部はやや丸い。

口縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 青灰色

123- 3

(P133)

蓋

郭

（蓋
）

日 径 不 明

器 高 不 明

天丼部はやや平 ら。

稜に沈線が め ぐる。

日縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

良 好 黒灰色

123- 4

(P133)

蓋

郭

（蓋
）

日 径 不 明

器 高 不 明

天丼部は平 らで、稜に沈線がめ ぐる。

日縁部の大半欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

茶褐色

123- 5

(P133)

蓋

郭

（蓋
）

口 径 不 明

器 高 不 明

天丼部はやや平 ら。

日縁部欠損 。

外 面 LI転ヘ ラ削り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂 極 を

含む

良  好 黒灰色

123- 6

(P133)

蓋

郭

（蓋
）

ロ 径 不 明

器 高 不 明

天丼部はやや半 ら。

日縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

ナデ、回転 ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

茶褐色

123- 7

(P133)

蓋

杯

（蓋
）

日 径 小 明

器 高 不 明

天丼部はやや平 ら。

口縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

内面  ナデ、回転ナデ

砂柾を

含む

艮  好 農灰 色

23- 8

(P133)

蓋

杯

（蓋
）

回 径 不 明

器 高 不 明

天丼部 はやや丸 く、ヘ ラ記号が栖かれてし

る。

口縁部欠損。

外 面 回 転 ヘ ラ り

内面 ナデ、回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

23- 9

(P133)

蓋

杯

（蓋
）

日 径 小 明

器 高 不 明

大井部は半ら。

日縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

内面 ナデ、回転ナデ

砂 粒 を

含む

良  好 濃灰色

123-10

(P133)

蓋

郭

（身
）

口 径

残存高

たちあが りはやや外反 して上 り、端部は肉

側 に凹面 を もつ。

受部はほぼ水平に伸び、端部は丸い。

底部欠損。

外 面 回 転 ナ デ

内面 回転ナデ

砂種を

含む

やや不

良

白灰色

123-11

(P133)

蓋

杯

（
身
）

□ 径 110

残存高  35
たちあが りはやや内傾 して上 り、端部は薄

くて 丸ヽヽ。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

123-12

(P133)

蓋

郭

（身
）

残存高  43
たちあが りはやや内傾 して上 り、端部は薄

くて丸い。

受部はやや凹む。

底部はやや平 ら。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂 Fil を

含む

艮  好 灰  色

123-13

(P133)

蓋

郭

（身
）

日 径 不 明

残存高  30
受部はやや上外方 に伸 び、端部は丸い。

底部はやや 凹む。

日縁部の大半欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒 を

含む

良  好 茶褐色
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凶  回

番 号
狸
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼 成 色  調 備  考

123-14

(P133)

蓋

郭

（
身
）

明

明

不

不

径

古
同

口

器

たちあが りはやや外反 して上 り、端部は薄

くて丸い。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

茶褐色

123-15

(P133)

蓋

必

（
身
）

明

明

不

不

径

古
回

回

器

たちあが りはやや外反 して上 り、端部 は丸

tヽ 。

受部はやや凹む。

底部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

123-16

(P133)

蓋

郭

（
身
）

口 径 不 明

器 高 不 明

た ちあが りは内傾 して伸び、端部は薄 くて

丸い。

受部 はやや上外方 に伸びる。

底 部欠損。

外面 回転 ナデ

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 青灰色

123-17

(P133)

蓋

杯

（身
）

明

明

示

不

径

古
回

回

器

たちあが りはやや 内傾 して上 り、端部 は薄

くて 丸い。

受部はやや上外方 に伸びる。

底部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

黒  色

123-18

(P133)

霊

郭

（身
）

明

明

不

不

径

高

日

器

たちあが りはやや 内傾 して上 り、端部は薄

くて丸い。

受部 はやや上外方に伸びる。

底部の大半欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

内面  回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 濃灰色

123-19

(P133)

蓋

杯

（蓋
）

口 径 不 明

残存高  50
回縁部はやや肉湾 して下 り、端部は内傾す

る平面を もつ。

稜は丸 くて鈍い。

大井部の大半欠損。

外面 回転 ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

やや 不

良

暗茶褐

色

123-20

(P133)

蓋

郭

（蓋
）

回 径 不 明

残存高  42
回縁部はやや 内傾 して下 り、端部は外反す

る平面を もつ。

稜に沈線がめ ぐる。

天丼部の大半欠損。

外面 回転 ヘ ラ削 り

回転ナデ

内面 回転 ナデ

を粒

む

砂

含

やや不

良

茶褐色

123-21

(P133)

蓋

郭

（蓋
）

口 径 不 明

残存高  34
口縁部は内湾して下り、端部は外反する平

面をもつ。

稜は沈線状を呈する。

天丼部の大半欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂 粒 を

含 む

艮  好 黒 炊色

123-22

(P133)

蓋

杯

（蓋
）

日 径 不 明

残存高  34
回縁部はやや内湾 して下 り、端部は外反す

る平面を もつ。

稜は丸 くて鈍い。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 黒灰色

123-23

(P133)

蓋

郭

（蓋
）

日 径 不 明

残存高  30
口縁部は内傾 して下 り、端部は外反す る平

面を もつ。

稜に沈線がめ ぐる。

天丼部の大半欠損 。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

艮  好 震灰色

124-24

(P134)

壷

回 径  130
残存高  40

頸部はやや外反して上り、日縁部は丸い

体部欠損。

外 面 カ キ 目

回転ナデ

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

124-25

(P134)

士電

径

吉
同

存

回

残

117

32
顕部は外反 して上 り、回縁部は内湾 して丸

い。

体部欠損。

面
　
　
白

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

や や 不

良

窯  色
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図 面
番 号

種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備 考

124-26

(P134)

重

口 径 135
残存高  41

頸部は外反して上り、日縁部は丸い

体部欠損。

外 面 タタキ

回転 ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

124-27

(P134)

国 径

残存高

頸部 は外反 して上 り、 日縁部は丸い。

体部欠損。

外面 タタキ

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

やや不

良

青灰色

124-28

(P134)

士軍

日 径 126
残存高  36

口縁部は「 く」の字形に内湾す る。

頸部は外反 して上 る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

を粒

む

砂

含

良 好 黒灰色

124-29

(P134)

甕

口 径 193
残存高  91

日縁部は「 く」の字形に内湾す る。

頸部は外反 して上る。

肩部は内傾 して下 る。

体部欠損。

外面 カキロ、タタキ

回転ナデ

内面  タタキ

回転 ナデ

砂粒を

合む

良  好 淡灰色

124-30

(P134)

甕

口 径 215
残存高  46

頸部はやや外反して上り、日縁部は丸い

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転 ナデ

を杜

む

砂

含

良 好 黒灰色

124-31

(P134)

甕

口 径

残存高

頸部はやや外反して上り、日縁部は丸い

頸部の一部、体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転 ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

濃灰色

124-32

(P134)

甕

口 径

残存高

頸部はやや外傾 して上 り、日縁部は丸い。

体部欠損。

面

　

面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

を粒

む

砂

含

やや不

良

淡灰色

124-33

(P134)

甕

口 径 166
残存高  71

頸部はやや外反して上り、日縁部は丸い

肩部はやや内湾して下る。

体部欠損。

外面 タタキ

回転 ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

砂粒を

含む

良  好 青灰色

124-34

(P134)

甕

口 径 210
残存高  42

回縁部は「 く」の字形 に湾曲す る。

顕部はやや外反 して上 る。

体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

砂租を

含む

良  好 茶褐色

124-35

(P134)

甕

口 径

残存高

日縁部は内傾して上る。

頸部は外傾して上り、凸線、波状文を有す

る。

頸部の一部、体部欠損。

面
　
　
面

外

　

内

回転ナデ

回転 ナデ

砂 粒 を

含 Lf

良  好 自灰色

124-36

(P134)

言回
　
　
杯

明

明

不

不

径

一局

口

器

脚部は内傾して下り、スカシを有する。

脚部および郭部の大半欠損。

外面 カキロ

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

124-37

(P134)

短

頸

壷

日 径

残存高

口縁部はほぼ垂直に上 り、端部は丸い

肩部は短 く内湾 し、底部に至 る。

底部の一部欠損。

外面 手持 ちヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

を粒

む

砂

含

良  好 淡灰色
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凶  囲

番 号
種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

124-38

(P134)

脚

付

壷

径

昔
回
径

存

部

口

残

底

不 明

115
140

脚部 は内傾 して下 り、凹線、波状文、刺突

文、スカシを有す る。

端部はやや凹む平 面を もつ。

体部欠損。

外 面 カキロ

回転 ナデ

ナデ、回鎌ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

124-39

(P134)

埴

　

輪

口 径 不 明

残存高  62

□縁部はやや外反 して上 り、端部はやや 内

傾す る凹面を もつ。

筒部欠損。

外面 ハケロ、横ナデ

内面 ハケロ

砂粒を

含む

良  好 赤褐色

124-40

(P134)

埴
　
　
輪

明

明

不

不

径

高

日

器

タガはやや高 く、端部に凹面を もつ。

筒部か ら外方に突起す るところがあ り、形

象埴輪の破片か。

面
　
　
面

外
　
　
内

ハケロ、横 ナデ

風化のため不 明

砂粒を

含む

良  好 赤褐色

124-41

(P134)

形
象
埴
輪

明

明

不

不

径

古
同

同

器

方形のスカシがあ り、家形埴輪か。 面
　
　
面

外
　
　
内

風化のため不明

風化のため不 明

砂粒を

含む

やや不

良

赤褐色

124-42

(P134)

土
師
器
　
一局
郭

日 径 不 明

器 高 不 明

脚部はやや外反気味に下 る。

脚部の一部 、 lTN部 の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

風化のため不明

風化のため不明

砂粒を

含む

やや不

良

黄褐色

124-43

(P134)

土
師
器
　
甕

明

３

不

４

径

吉
回

口

器

口頸部 はやや外反 して端部 に至る。

体部の大半欠損◇

面
　
　
面

外
　
　
内

風化のため不 明

風化のため不明

砂粒を

含む

やや不

良

赤褐色

124-44

(P134)

土
師
器
　
皿

口 径  129
残存高  40

口縁部はやや外傾 して上 り、端部 は丸い

体部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

風化のため不 明

風化のため不 明

砂粒を

含む

やや不

良

貢褐色

A地 区

54-- 1

(P49)

一局
　
　
抹

明

明

不

不

径

古
回

口

器

郭底部はゃゃ平 ら。

日縁部 および脚部欠損。

外面 カキロ

回転 ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒を

含む

艮  好 灰  色

54-- 2

(P49)

古
回
　
　
郭

回 径 不 明

残存高  49
底部径  98

脚柱部は外反気味に下 り、沈線 を有す る。

脚裾部は内傾 して下 る。

ITN部 欠損。

外面 カキロ

回転 ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 茶褐色

54-- 4

(P49)

甕

回 径  375
残存高  125

回頸部 はやや外傾 して上 り、短 く内湾 して

端部に至る。

回頸部にヘ ラ描きの文様、波状文を有す る。

体部欠損。

外 面 タタキ

回転ナデ

タタキ

回転ナデ

内面

を柾

む

砂

含

良  好 灰  色

54-- 5

(P49)

甕

明

明

不

不

径

吉
同

回

器

頸部はやや外反 して上 り、沈線、波状文を

有す る。

日縁部および体部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

ナデ、回転ナデ

タタキ

回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色
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凶  El
番 号

種
類 法   量 形 能

い
の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎  土 焼  成 色  調 備  考

54- 6

(P49)

台

付

筑

明

明

不

不

径

古
向

日

器

天丼部はやや平 らで、中央 に擬宝珠様のつ

まみがつ く。

日縁部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

多量に

砂粒を

含む

良  好 灰  色 ロクロ

の回転

右方 向

54- 7

(P49)

付

娩

回 径  122
器 高  51
底部径  82

口縁部はやや内湾気味に上 り、端部 は丸い。

底部は平 らで、やや内傾す る高台がつ く。

外 面 回転ヘ ラ肖1り

回転ナデ

回転ナデ内面

多量 に

砂粒を

含む

良  好 灰  色

B地 区

91-1

(P85)

台
付
統

（蓋
）

回 径  150
残存高  16

天丼部はやや内湾 して下 り、日縁部付近で

短 く外反す る。

天丼部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 淡灰色

91-2

(P85)

台
付
坑

（蓋
）

明

明

不

不

径

吉
回

回

器

天丼部は平 らで、輪状のつ まみがつ く

国縁部欠損。

外面 回 転 ナ テ

内面 回転ナデ

砂 租 を

含 む

艮  好 狭  色

91-3

(P85)

台
付
坑

（蓋
）

□ 径  104
器 高  28

天丼部は内湾気味に下 り、輸状 のつ まみが

つ く。

日縁部はやや外傾 して下る。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

回転ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

91-4

(P85)

台

付

坑

日 径 122

器 高  54
底部径  80

日縁部はやや外傾して上り、端部は丸い

底部は平らで、内傾する高台がつく。

外面 回転

回転 ナデ

内面  回転ナデ

抄粒を

含む

艮  好 灰  色

91-5

(P85)

付

坑

口 径  152
器 高 不 明

回縁部 はやや外傾 して上 り、端部 は丸い

底部欠損 。

外面 回転ナデ

内面 回転 ナデ

砂 抱 を

含む

良  好 濃灰 色

91-6

(P85)

付

境

回 径 不 明

残存高  11
底部径  84

底部は平 らで、やや 内傾す る高台がつ く

口縁部欠損 。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

内面 回転ナデ

砂 粒 を

含 む

艮  好 淡次 色

91-7

(P85)

付

坑

回 径 不 明

残存高  11
底部径  72

底部は平 らで、やや 内傾す る高台がつ く

日縁部欠損 。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転ナデ

回転ナデ内面

砂粒を

含む

良  好 灰  色

91-8

(P85)

台

付

坑

日 径 不 明

残存高  14
底部径  67

底部は平らで、内傾する高台がつく

口縁部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転ナデ内面

砂 粒 を

含む

艮  好 火  色

91-9

(P85)

台

付

坑

日 径 不 明

残存高  10
底部径  87

底部は平らで、高台がつく

口縁部欠損。

外面 回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

ナデ、回転ナデ内面

砂粒 を

含む

良  好 淡灰色
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四  団

番 号
種
類 法   量 形 態 の 特 徴 調 整 の 特 徴 胎 土 焼  成 色 調 備  考

91-10

(P35)

台

付

坊

径

吉
同
径

存

部

回

残

底

不 明

12
84

高台はやや外反し、端部内側に凹面をもつ

回縁部、底部の大半欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転 ナデ

回転ナデ

多量 に

砂粒を

含む

良 好 淡灰色

91-11

(P85)

台

付

塊

日 径 不 明

残存高  14
底部径  82

底部は平らで、高台がつく

日縁部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転ナデ内面

に

を

量

粒

む

多

砂

含

良  好 淡灰色

91-12

(P85)

台

付

坑

日 径 不 明

残存高  21
底部径  75

回縁部は内湾気味に上 る。

底部は平 らで、高台がつ く。

日縁部の一 部欠損。

外 面 回転ヘ ラ削 り

回転 ナデ

回転 ナデ内面

に

を

量

粒

む

多

砂

含

良  好 淡灰色

91-13

(P86)

台

付

坑

日 径 不 明

残存高  15
底部径  84

底部はやや平らで、高台がつく

口縁部欠損。

外面 回転 ヘ ラ り

回転ナデ

内面 ナデ、回転ナデ

に

を

量

粒

む

多

砂

含

やや不

良

淡灰色

91 14

(P85)

台

付

婉

口 径 不 明

残存高  14
底部径  70

底部は平らで、内傾する高台がつく。

回縁部欠損。

面
　
　
面

外
　
　
内

回転ナデ

ナデ、回転ナデ

多量に

砂粒を

含む

艮  好 淡灰色

〕1 15

(P85)

台

付

坑

口 径 不 明

残存高  16
底部径  64

底部は平らで、内傾する低い高台がつく

口縁部欠損。

外面 糸切 り

ナデ、回転ナデ

内面 回転ナデ

砂粒を

含む

やや不

良

淡灰色

91-16

(P85)

台

付

塊

明

４

５

不

‐

７

径

高

径

存

部

口

残

底

底部は平らで、内湾する低い高台がつく。

国縁部欠損。

外面 糸切 り

ナデ、回転ナデ

内面  ナデ、回転ナデ

を租

む

り

含

やや不

良

灰  色

-17

(P85)

娩

日 径 不 明

残存高  07
底部径  66

底部はやや凹む。

日縁部欠損。

外面 糸切 り

回転 ナデ

内面 回転 ナデ

砂粒を

含む

良  好 灰  色

-18

(P85)

晩

日 径 不 明

残存高  14
底部径  64

底部はやや凹む。

日縁部欠損 。

外面 糸切 り

回転ナデ

回転 ナデ内面

砂粒を

含む

艮  好 灰  色
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Ⅳ 島根県日脚窯跡 と須恵器について

北九州市立考古博物館 月ヽ  田  富 士:/kt

1984年 3月 17日 から19日 まで浜田市日脚町で発見された須恵器窯跡の調査現地を見詳 し、出土須

恵器について も若子の検討を加えることができた。このような機会を設けていただいた県教委なら

びに関係者の方々にまず感謝申し上げる。

石見地方の須恵器窯跡は 1957年に大川清氏らによって調査された益田市西平原の芝窯跡、中塚窯

跡があ心?ま た 1981～ 82年に勝部昭氏 らによって調査された益田市遠田町の本片子窯諜方ゞ知 られ

ている。芝窯跡 。中塚窯跡は 6世紀後半代、本片子窯跡は瓦陶兼用窯で 8世紀代に比定される。調

査内容の判明している以上 3窯跡を参照しなが ら、日脚窯跡について見学 した所感を記して参考に

供 しよう。

1.窯体の構造について

芝窯跡 窯体は トンネル式無段登窯である。段畑にあるので大部分の天丼は削りとられている。

平面全長 10.5m、 幅は焚口部末端で約 3m、 そこから約 15m奥 の床面で約 1,7m、 上部両壁間で

約2.4mを 測る。それよ り奥は平均 15mである。窯壁は最初の壁にさらに 1～ 2 cmの厚 さの粘土を

塗 って補強しているが、ほとんど発掘時に剥落 してしまった。天丼部の残存 した部分で高さ約 1.3m、

窯尻寄りで 0.8mである。床面は焚口より3mま ではほぼ水平 (正確には約 2度の勾配)で燃焼部

を形成する。これより奥は平均28度の勾配で上昇 して煙道にいたる焼成部を形成する。両者の境付

近に 1.5× 0.8mの不正長円形凹み (深 さ約10セ ンチ)がある。

中塚窯跡 焚日か ら窯体の中央付近までが残 っているだけで、天丼 もすでに削平 されている。現在

平面長 4.3m、 幅は焚口部末端で約 1.3m、 上部両壁間で約 2mを測る。焚口部末端か ら約 2m奥

までは幅が逐次せばまり、さらにそこから奥にむかって幅が広がり、現存末端での床面幅は約175

mである。床面は焚口か ら奥に 0.75mま では約 5度の勾配で上昇 して燃焼部を形成する。これより

奥は平均約18度の勾配で上昇 して焼成部を形成する。両者の境付近に 1.3× 06mの 不正長円形凹

み (深 さ約10clll)が ある。調査者は地形、窯体構造、遺物の年代などか ら本窯跡もトンネル式無段

登窯の可能性が強いと推定 している。

本片子窯跡 窯体は トンネル式無段登窯であろう。窯体の平面全長 6.34m(斜距離で 6.84m)、

焚□と窯尻の床面 レベル差は 278mである。焚口末端の床面幅は 1.3m、 さらに 1,7m奥の地点で

は 1.45mを 測り、それから奥にむかっては次第に開いてゆき、焚口から4m地点では 1,78mの 最大

幅となる。以後は次第にせばまり、窯尻には径50cmほ どの円形灰黒色土の部分があって煙出しであ
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伴一一

―

・

o          ,比

第 128図 芝窯跡 (上 )と 中塚窯跡 (下 )の 窯体構造図 (大川清ほか報文より)

-195-



ることを示している。焚日か ら1.7m地点までは床面 4度の傾斜を示す燃焼部であり、それより奥

は13～26度の焼成部となる。とくに、窯尻ちか くでは45度の急傾斜である。傾斜角の急な焼成部の

奥寄りでは床面に製品を据えやす くするために凹みがつ くられている。この凹みは窯尻に近いほど

整然と明瞭に並んでおり、最奥列は 5個、その手前は 6個、 9個 と数えることができる。凹みの大

きさは 14～ 20 ca、 深さ 3.5～ 5 caである。窯体の横断面はかまばこ形を呈 し、天丼はすでに崩壊

している。

不良製品や炭灰を廃棄 した灰原は、焚口から斜面下方に約 7.5m、 横に 12.5mの 広がりをもって

おり、厚さ10clllほ どの堆積層が 2～ 3層認められた。

北部九州の窯跡 北部九州ではこれまでいくつかの須恵器窯跡が調査されているが、 1遺跡で10

基にも達する調査例をとりあげてみると、福岡県北九州市小倉南区の天観寺山窯跡基
4モ

四地区10基)

と福岡県八女市の八女古窯跡挙
)(五

地区10基)がある。前者は 6世紀後半～末頃 (Ⅳ様式須恵器)

を主体とする窯跡群で豊前北部地域を代表する遺跡である。後者は 6世紀中頃から8世紀 (Ⅲ ～Ⅶ

様式須恵器)に および、 6世紀後半から末頃 (Ⅳ様式須恵器)が空白となるが、筑後北部地域を代

表する遺跡であるt)

>

片
豊

Ｒ
ｖ
黄

L3522猛

呟灰褐 色 ■

青灰色 ブロ ック混掲色土

青灰色上
f3色 土

第129図  本片子窯跡の窯体構造図 (勝部昭ほか報文より)

青F色アロィク混掲色■

上 網 色 す
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天観寺山窯跡群の窯体構造をまとめると次表のようになる。

医一号窯 全 長 lcIJ 最大幅 lcn 高 さ lcn 傾 斜 方 位 須恵器

I-1 N52°E Ⅳ B～ A

I-2 1320 230 推定 130 N54° E V

Ⅱ -1 1120 N82° E Ⅳ A

Ⅱ -2 1040 70(+) N82CE Ⅳ A

Ⅲ -1 1040 推定 100 N35° E ⅣA～ B

Ш -2 700(十 ) N36° E Ⅳ B

Ⅲ -3 550(+) N40° E Ⅳ B

Ⅲ -4 410(十 ) 推定 100 ？

・ N21° E Ⅳ B

Ш -5 320(十 ) 推定 110 ? N46° E Ⅳ B

Ⅳ -1 400(+) 推定 150 21° N13° E Ⅳ B

窯体の全長は 6世紀代のもの (Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ区)で 10～ 1lm、 最大幅 1.6～ 2m、 高さ 1～ 1.5m、

焼成部の傾斜角 15～ 30度に要約される。 7世紀前半代のもの (I区)は 2基で、全長・ 最大幅で

は大 。小著 しい差を示 している。

】  。ヽB    ` す

B /・
/~‐ ・`

｀.  B生

第130図  須恵器窯跡 (北九州市天観寺山第 I区第 1号窯跡)
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つぎに、八女古窯跡群の窯体構造をまとめると、次表のようになる。

長 さ 0』 巾  lcml 高 さ に動 方  位 傾  斜 生 産

塚ノ谷 1号

2号

3号

4号

880

860

?

1470

170

148

102

180

130

120

88(十 )

100

W16° N

N55° E

N18° E

N40° W

38°

38°

32°

22°

須恵器 (V～ⅥA)円面硯

須恵器 (Ⅵ B～ C)円面硯

須恵器 (Ⅲ B)

須恵器 (Ⅲ B)

牛 焼 谷 540 E15° N 須恵器 (Ⅳ C)瓦

中尾谷1号

2号

3f子

910(十 )

1270(+)

990(+)

226

225

190

130-70

160～ 80

160

N76° E

N82° W

N88° M〆

22°～36°

28°

25°～32°

須恵器 (Ш A)

須恵器 (Ⅲ A)

須恵器 (Ⅲ A)

菅ノ谷 1号

2手子

520

620

100

145

94

140

N30° E

S70° W

須恵器 (Ⅶ) 瓦

須恵器 (Ⅶ )

ここでは 6世紀代 (Ⅲ様式須恵器)と 、 7～ 8世紀代 (Ⅵ～Ⅶ様式須恵器)の窯体に大別できる。

前者 (古墳時代)は 全長 10～ 15m、 最大幅 1.8～ 2.3m、 高さ 1～ 1.6m、 傾斜角 20～ 30度 に要

約できる。後者 (歴史時代)とま全長 5～ 9m、 最大幅 1～ 1,7m、 高さ 1～ 1.4m、 傾斜角22度 1基

38～ 42度 4基となる。両者を対比 してみると、古墳時代窯 に対 して歴史時代窯は高さではほと

んど差違がないものの、全長 。最大幅が小さくなり、傾斜角が著 しく大きくなる (急傾斜になる)

という結果がえられる。

また、古墳時代にかぎって天観寺山窯跡と比較してみると、八女古窯跡群に対 して天観寺山窯跡群

は全長・最大幅においてはやや小さく、高さ・ 傾斜角においてはほぼ等しいという結果がえられる。

さらに天観寺山窯跡群の 7世紀代の窯跡 (I区 1・ 2号窯)の場合は古墳時代とほとんど異なった特

徴は見出せない。強いて言うならば歴史時代窯への移行段階とでも評すべきもので、未だ古墳時代

窯の特徴を強く継承 していて、八女古窯跡群の歴史時代窯跡とは著 しい相違を示している。

北部九州における上述の成果と石見地方の既往調査 3窯跡を対比してみよう。 6世紀代の芝 。中

塚両窯跡については窯体のほば完形がうかがわれる芝窯跡の場合しか比較しえないが、八女古窯跡

群よりも天観寺山窯跡群の平均値の方に近似した結果がえられる。また 8世紀代の本片子窯跡につ

いては窯体の全長・ 最大幅は八女古窯跡群に近く、傾斜角は天観寺山窯跡群に近いという結果がえ

られる。

以上の結果を参照 した上で、今回発見された日脚窯跡についてみれば、窯体の全長は 7m、 最大

幅 25m、 傾斜角 15～ 26度で古墳時代の窯跡としては全長がやや短かいのに対して最大幅が大き

く、傾斜角では芝、天観寺山、八女古窯跡群などと大差ない。全長の短かい点は、日脚窯の位置が

丘陵斜面の中位より上に構え られていて頂上部までの距離が地勢上著 しい制約をうけ、また立地斜

面が緩傾斜地形であることなどと関係するのであろうか。また窯体の平面形でみると、焚日付近で

窯体幅が著 しくせばまり、いかにも
｀
徳利窯、の形容におゝさわしい。その点では芝 。本片子両窯が

-198-



窯体幅にあまり広狭がない構造であるのときわめて対照的である。中塚窯とむ しろ近いというべき

であろう。後述するように日脚窯の須恵器は、これまで比較した諸窯跡にくらべて最も古 く位置づ

けられ、また山陰地方でも同時期の窯跡の構造が調査されていない現状であるから、将来比較資料

の増加を待 って当地方の窯構造の変遷・ 特色を知 らねばならない。本稿では上述比較諸窯の構造を

一覧整理 して参考に供 しておく。

遺跡名
窯体 全  長 (HIl 最 大 幅 (ml 高  さ (ml 傾 斜 角 (度)

垂祈睾併甚遅
0～  11

9,3
R 9

16～ 2 1～ 1.5

16
1 父

15～ 30

一２５
頻

全窯跡轟{

古 墳 10～  15 18～ 2.3 1～ 16 20～ 32~~~,2(口
0

負父 ～ ゎ r刀 J離ヽ5～ 9 1～ 1,7 1～ 14

芝 宝
ヽ

跡 105 13(十 )

中 塚 窯 跡 43(+) 2

本 片 子 窯 跡 6 34 1 78 (13～)26

口 脚 窯 跡 7 (15～)26

2.須恵器について

日脚窯跡で生産された須恵器は石見地方の須恵器窯としては現在知られている最古段階のもので

あり、出雲地方では安来市門生町の高畑窯謀あ収集資料が最も近い特徴を有 しているようである。

したがって須恵器のなかで も古式段階に属するものであることはまちがいない。筆者は調査中の短

時間現地でごく限られた資料について点検 した程度であり、その後調査者が整理中にもたらした情

報を加えての判断であるから、不十分な段階での考察であることを前提としていることを了された

い。

現地で抽出しえた資料は蓋郭・ 無蓋高郭・ 甦・ 壷または甕破片などである。これ らに注目したの

は、須恵器の編年研究上最も時期判断の特徴がとらえやすいというこれまでの経験と、資料の普編

性によるところである。

これまで山陰の須恵器編年は1960年 に発表された山本清氏の研究に負うていぎ!当時はまだ窯跡

資料で編年するにはあまりに資料に乏 しい段階であったから、古墳の副葬須恵器に資料を求められ

た。山本氏は古墳終末期の須恵器を出雲国分寺跡の発掘資料を基準として、類品を終末期古墳に求

め四期に大別された。このうち第 I期には松江市の金崎古磐:)薬師山古磐あ資料をあて、第 Ⅱ期に

は浜田市のめんぐろ古娼ち 資料をあてている。

金崎古墳では蓋郭 (第 131図 5)。 大型壺 (第 131図 6)を欠き、薬師山古墳では大型器台 (第 1記図

1)・ 脚付壷 (第 132図 2)。 長頸壷 (第 132図 3)な どを欠いている。 しか し共通する器種としては無

蓋高郭 。有蓋高郭 !磁などがあるので、器形上の特徴を比較することができる。高界は無蓋式 。有
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Cm

第131図 金崎古墳の須恵器
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蓋式ともに短脚形式であ

り、魅は短頸形式である。

さらに有蓋高郭および蓋

界にみる蓋と身の接田部

にみる特徴において も両

古墳の共通するところが

多い。山本清氏も指摘さ

れたように両古墳の須恵

器はほぼ重複する時期に

位置づけられよう。しか

し現段階までの西日本に

おける須恵器研究の成果

を参照 してみるときは、

果 して単一時期の様式と

して処理して しまうには

やや疑間が生ずる。たと

えば金崎古墳の有蓋高邦

の一例 (第 131図 6-1)、

薬師山古墳の磁の一例

(第 132図 2)な どは若千新

しい様相を示 しているよ

うに思われる。

両古墳に後続するめん

ぐろ古墳の須恵器は蓋郭

(第 132図 4)。 高郭の蓋

(第 132図 3)・ 甦 (第 132

図 2)で比較 してみても

明らかに新 しい様相を示

している。薬師山古墳の

須恵器ともつながる特徴

をのこしながらも、邦身

の蓋受け立上 りが内傾 し、

回唇端が面を持たずに尖

叫ノ

0          10cm

0      `     躙(m

第132図 薬師山古墳 (上段)・ めんぐろ古墳 (下段)の須恵器 (注 9・ 10)
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るものが現われる。また磁は長頸化して器体部がやや小さくなる。高界の蓋はやや浅く側面の稜部

が退化 して、頂部に櫛歯圧痕をめぐらして、おそらく長脚二段透孔式高郭の蓋であろうと思われる。

装飾付脚付壷もやや退化形態である。新たに提瓶が加わって くる。これらの諸特徴から北部九州で
(6)

筆者らが行っている編年観に照らしてみると、金崎古墳・ 薬師山古墳の須恵器は I期を主体としな

がらⅡ期にまで及び、めんぐろ古墳の須恵器はⅡ期に相当する様式を一部含みながらⅢ期を主体と

する時期のようである。

今回調査された日脚窯の須恵器には蓋郭 。無蓋高郭・ 長頸壷・甦 。有蓋高郭などからみれば、金

崎・ 薬師山両古墳と共通する特徴をみることができる。しかし二次堆積とされる灰原資料のなかに

はⅢ期相当の蓋邦がみられるので、おそらく付近に後続する窯跡を考えるべきであろうか。日脚窯

で本来生産された須恵器は I期からⅡ期にかけての時期であったと思われるので 5世紀末から6世

紀初頭あたりの時期を考えておくのが妥当な所見ではあるまいか。
(6)

出雲地方の窯跡としては未調査なが ら安来市の高畑窯跡の収集資料に金崎古墳の時期に相当する

ものが含まれているので、今後両者の比較検討が必要であろう。いずれにせよ、日脚窯跡の出現は

石見地方最古の須恵器窯跡の発見となった。したがって今後は同時期の須恵器の分布をさぐり、本

窯跡から供給遺跡を確認する作業が課題となろう。
11)

なお、今回日脚字台の畑地から工事中に出土 したという界の蓋 3個 をみせ られたが、日脚窯の生

産品とも若千異なるようであり、あるいは日脚窯の須恵器よりやや古式に属するのではないかと思

われる。窯跡の資料の整理を通じて検討 していただきたいものである。

注 (1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(1985。 1.9 稿了 )

大川清 。田中義昭・ 西垣丹三「島根県益田市西原窯址 (『古代」第 29,30合併号)1958

勝部昭 。房宗寿雄 (F本片子遺跡・木原古墳』)1982

小田富士雄ほか『北九州市小倉南区天観寺山窯跡群」 1977

小田富士雄ほか F福
岡県八女市古窯跡群調査報告』 I～ Ⅳ 1969～ 1972

九州の須恵器の様式設定および編年はつぎの文献を参照されたい。

小田富士雄「須恵器の編年」 (『九州考古学研究・ 古墳時代篇』第 7章)1979

小田富士雄「九州の須恵器と半島系陶質土器」(『九州古代文化の形成・ 上巻J第 5章)1985

近藤正「窯業一山陰」 (F日本の考古学Ⅵ・歴史時代・上』)1967

山本清監修『 さんいん古代史の周辺 。下』第四章 3・ 須恵器の生産 。1980

(7)山本清「山陰の須恵器」(F山 陰古墳文化の研究」)1971

(8)日 7)文献およびつぎの文献による。報告書は未刊

水野清―・ 樋口隆康・ 岡崎敬『 対馬』 (東方考古学叢刊 2種第六冊)124～ 128頁・ 1953

(9)山本清「島根大学敷地薬師山古墳遺物について」 (同上)

(10)山本清「浜田市めんぐろ古墳遺物について」 (同上)

(11)川原和人「石見における古代須恵器」 (松江考古第 2号)1979
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V 日脚 1号窯出土須恵器の胎土分析

奈良教育大学  三  辻 不J

は じ め に

全国各地の窯跡出土須恵器に地域差があることが判明した結贅!古墳・遺跡出土須恵器の産地は

胎上分析によって推定できることになった。ただ、全国各地に散在する窯跡数が多いために、胎土分

析のデータだけで、ただちに産地を推定することは困難である。しか し、その後の研究で、考古学

的に推定される時代囚子や土器型式を参考にすれば、胎土分析の結果は容易に解釈できることが分

かりつつある。とくに、 5～ 6世紀代には須恵器窯業生産が全国にまだ普及していないため、窯跡

数は限定されており、胎土分析による産地推定は容易となる。島根県下で今度発掘された日脚 1号

窯は 5世紀末～ 6世紀初頭と推定されており、胎土分析が適用 し易い時期のものだけに、その化学

特性を整理 しておくことは重要である。日脚 1号窯出土須恵器の胎土分析の結果について報告する。

実 験 方 法

資料は島根県教育庁文化課から提供されたものである。資料はその表面を研磨 してのち、100～

200メ ッシュ程度と粉砕された。粉末試料は直径 2 clllの 塩化 ビニール製 リングに入れ、10ト ンの圧

力を加えてコイン状のペレット

に成形 し、蛍光 X線分析用試料

とした。エネルギー分散型蛍光

X線分析装置により、Tiを 2次

ターゲットとして真空下で K、

Caを、また、Moを 2次ターゲ

ットとして空気中で Fe、 Rb、 Sr

を定量 した。定量分析には、標

準試料として岩石標準試料 JG

― rを使用 した。分析データは

」∈-1による標準化値で表示さ

れた。もし、試料中の絶対濃度

が必要なときは、標準化値に地

質調査所か ら公表されている」

G― Iの分析値を乗ずればよい。

一Ｋ

窯 体 内

灰  原

二次堆積

窯 体 内

灰  原

二次堆積

窯 体 内

灰  原

二次堆積

第 133図  日脚 1号窯出土須恵器の Ko Ca・ Fe量
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